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＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 
(l) 本標準は、１９９６年２月のＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１１会合（宮崎）において承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告

Ｑ．２９３２．１に準拠したものである。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 
2.1 オプション選択項目 

な し 

 

2.2 オプション項目 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９３２．１における複数の選択肢がある項目に対して、ＴＴＣ標準としてもオプ

ション項目とするものについて表１に示す。 

 

３．改版の履歴 
 

版 数 発  行  日 改 版 内 容 

第１版 １９９７年 １１月２６日 制  定 

 

４．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 
５．注意事項 

(1)端末と網とが本標準に準拠して接続される場合においては、２．２節のオプション項目に関して、各々

が採用した選択肢の整合性を確認する必要がある。 

 

６．その他 
(1)  参照する主な勧告、標準等 

（ⅰ）ＴＴＣ標準 

ＪＴ－Ｑ９３１、ＪＴ－Ｑ９３２、ＪＴ－Ｑ９５ｘシリーズ 

ＪＴ－Ｑ７３ｘシリーズ、ＪＴ－Ｉ２５ｘシリーズ 

（ⅱ）ＩＴＵ－Ｔ勧告 

Ｑ．８ｘシリーズ、Ｑ．７７ｘシリーズ、Ｑ．９５ｘシリーズ、Ｘ．２１９、Ｘ．２２９ 
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表１ オプション項目一覧

項

番

項    目

（本文該当箇所）

選  択  肢 選択肢

の関係

提供 / 選択

するサイド

選択条件

および備考

１ 転送メカニズムのサポート

（1.6.1）

①１つのみをサポートする

②複数をサポートする

Ｅ

Ｏ

網

２ ファシリティ情報要素中の

プロトコルプロファイル値

のサポート （1.6.1）

①１つのみをサポートする

②複数をサポートする

Ｅ

Ｏ

網

３ ベアラ関連転送における

「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージ中

の通知識別子最大長

（1.8.1.1.1）

①４オクテット

②４オクテットを越える任意

の値

Ｅ

Ｏ

網

４ ベアラ関連転送における

「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージ中

の通知識別子繰り返し回数

（1.8.1.1.1）

①０回

②１回以上

Ｅ

Ｏ

網

５ コネクションレス型ベアラ

非依存転送における「ファ

シリティ」（FACILITY）メッ

セージ中の通知識別子最大

長

（1.8.1.1.1）

①４オクテット

②４オクテットを越える任意

の値

Ｅ

Ｏ

網

６ コネクションレス型ベアラ

非依存転送における「ファ

シリティ」（FACILITY）メッ

セージ中の通知識別子繰り

返し回数

（1.8.1.2.1）

①０回

②１回以上

Ｅ

Ｏ

網

７ コネクション型ベアラ非依

存転送における「呼設定」

（SETUP）メッセージ中の

通知識別子最大長

（1.8.1.3.2）

①４オクテット

②４オクテットを越える任意

の値

Ｅ

Ｏ

網

※選択肢の関係 Ｅ：必須 Ｏ：オプション Ａ：１つ又は複数を選択

Ｓ：付加サービスに依存して 1 つ又は複数を選択
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項

番

項    目

（本文該当箇所）

選  択  肢 選択肢

の関係

提供 / 選択

するサイド

選択条件

および備考

８ コネクションレス型ベアラ

非依存転送における「呼設

定」（SETUP）メッセージ

中の通知識別子繰り返し回

数

（1.8.1.3.2）

①０回

②１回以上

Ｅ

Ｏ

網

９ コネクション型ベアラ非依

存転送における「応答」

（CONNECT）メッセージ中

の通知識別子最大長

（1.8.1.3.3）

①４オクテット

②４オクテットを越える任意

の値

Ｅ

Ｏ

網

10 コネクションレス型ベアラ

非依存転送における「応

答」（CONNECT）メッセー

ジ中の通知識別子繰り返し

回数

（1.8.1.3.3）

①０回

②１回以上

Ｅ

Ｏ

網

11 コネクション型ベアラ非依

存転送における「ファシリ

ティ」（FACILITY）メッセー

ジ中の通知識別子最大長

（1.8.1.3.4）

①４オクテット

②４オクテットを越える任意

の値

Ｅ

Ｏ

網

12 コネクションレス型ベアラ

非依存転送における「ファ

シリティ」（FACILITY）メッ

セージ中の通知識別子繰り

返し回数

（1.8.1.3.4）

①０回

②１回以上

Ｅ

Ｏ

網

13 コネクション型ベアラ非依

存転送における「解放」

（RELEASE）メッセージ中

の通知識別子最大長

（1.8.1.3.6）

①４オクテット

②４オクテットを越える任意

の値

Ｅ

Ｏ

網

※選択肢の関係 Ｅ：必須 Ｏ：オプション Ａ：１つ又は複数を選択

Ｓ：付加サービスに依存して 1 つ又は複数を選択
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項

番

項    目

（本文該当箇所）

選  択  肢 選択肢

の関係

提供 / 選択

するサイド

選択条件

および備考

14 コネクションレス型ベアラ

非依存転送における「解

放」（RELEASE）メッセー

ジ中の通知識別子繰り返し

回数

（1.8.1.3.6）

①０回

②１回以上

Ｅ

Ｏ

網

15 「呼設定」（SETUP）メッ

セージ含まれる付加サービ

スまたは付加的基本呼制御

の要求が処理できないとき

（1.9.1.1.2）

①呼を切断復旧する

②呼を継続する

Ｓ 網

16 ベアラ非依存転送における

通知情報の網によるコー

ディングの確認

（1.9.1.3.10）

①確認する

②確認しない

Ｅ

Ｏ

網

※選択肢の関係 Ｅ：必須 Ｏ：オプション Ａ：１つ又は複数を選択

Ｓ：付加サービスに依存して 1 つ又は複数を選択
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１．主要機能

1.1　規定範囲

本標準は、広帯域サービス総合ディジタル網（Ｂ－ＩＳＤＮ）のＴＢ参照点またはＳＢ／ＴＢ一致参照点

（ディジタル加入者線信号方式Ｎｏ．２（ＤＳＳ２）プロトコルを用いて標準ＪＴ－Ｉ４１３［１］で定

義されている）におけるローカルな情報交換を用いた付加的基本呼機能、付加サービスを適用するための

ファンクショナルプロトコルについて規定している。

ファンクショナルプロトコルは、ファシリティ情報要素の使用を前提としている。

このプロトコルは、ユーザ装置がサポートする付加的基本呼機能、付加サービスの内容に関する知識を

必要とするという意味でファンクショナル的である。ユーザ装置のみで処理可能なプロトコル要素のため

のセマンティクスを定義することにより、ユーザ装置は人の介在なしで動作できる。

本標準の中で記述された手順は、存在する呼に関連して、または存在するいかなる呼とも無関係に、付

加的基本呼機能または付加サービスについて、以下の場合に利用されることが可能である。

－　活性化、および非活性化

－　インボケーション、およびオペレーション

－　問い合わせ

－　状態要求、および

－　状態通知

個々の付加的基本呼機能と付加サービスに対する本標準の適用は本標準の対象外であり、個々の機能を

記述するそれぞれの標準の中で定義する。

また、本標準の別編ではさらに汎用ファンクショナルプロトコルにおけるローカルでないアドレッシン

グのための機能をカバーする。

標準ＪＴ－Ｑ２９３２．１に完全な適合をすることは、ＴＢ参照点またはＳＢ／ＴＢ一致参照点でのイン

タフェースにおける外部動作、すなわち本標準の中で記述する正しいメッセージ構造を適切な順序で生成

することを前提とする。

さらにまた、本標準の別編では、本標準に適合することを確認するために必要な試験の方法を記述する。

公衆ＩＳＤＮにアクセスするように用いるとき、本標準は、ファンクショナルプロトコルを用いて付加

的基本呼機能や付加サービスをサポートする装置が、ＴＢ参照点またはＳＢ／ＴＢ一致参照点のいずれのサ

イドにも実装されるために適用することができる。
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1.2　参考文献

以下のＴＴＣ標準及びＩＴＵ－Ｔ勧告とその他の参照物は、本標準の規定を本文中の参照を通して、構

成する規定を含んでいる。出版の時点では、以下に示されたそれぞれの版は有効なものである。すべての

標準とその他の参照物は、改定の対象となるため、本標準の利用者に、以下のリストに示された標準とそ

の他の参照物の最新版が適用できるかどうか調査することを勧める。その時点で有効なＴＴＣ標準ならび

にＩＴＵ－Ｔ勧告は、定期的に出版される。

[１] ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１３－広帯域－ＩＳＤＮ ユーザ網インタフェース・網インタフェース

規定点及びインタフェース構造

[２] ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２２９－Remote Operations; Protocol Specification.

[３] ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９－Remote Operations; Model，Notation and Service Definition.

[４] ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９－Vocabulary of Switching and Signalling Terms.

[５] ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１１２－Integrated Services Digital Network (ISDN); General Structure;

Vocabulary of Terms for ISDNs.

[６] ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８－Specification of Abstract Syntax Notation 1 (ASN.1).

[７] ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０９－Specification of Basic Encoding Rules for Abstract Syntax Notation 1

(ASN 1).

[８] ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．６８０－Information Technology; Abstract Syntax Notation 1 (ASN 1);

Specification of Basic Notation.

[９] ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．６９０－Information Technology; ASN.1 Encoding Rules; Specification of Basic

Encoding Rules (BER)，Canonical Encoding Rules (CER) and Distinguished Encoding Rules (DER).

[１０] ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２１０－ＩＳＤＮの提供するテレコミュニケーションサービス

[１１] ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９５１．２－Broadband Integrated Services Digital Network(B－ISDN);

Digital Subscriber Signalling System No.2 (DSS 2); Multiple Subscriber Number (MSN)

Supplementary Service.

[１２] ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９５１．８－Broadband Integrated Services Digital Network(B－ISDN);

Digital Subscriber Signalling System No.2 (DSS 2); Subaddressing (SUB) Supplementary Service.

[１３] ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１－広帯域ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースレイヤ３仕様基本呼

／コネクション制御

[１４] ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９７１－広帯域ＩＳＤＮ　ＤＳＳ２　ユーザ・網インタフェースポイン

ト・マルチポイント呼／コネクション制御

[１５] ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２１３０－広帯域ＩＳＤＮ　ＵＮＩシグナリング用ＡＡＬサービス依存

コーディネーション機能（SSCF-UNI）

[１６] ＩＴＵ－Ｔ勧告草案Ｑ．２９５５．１－Broadband Integrated Services Digital Network (B－ISDN);

Digital Subscriber Signalling System No.2 (DSS 2); Closed User Group (CUG) Supplementary Service.

[１７] ＩＴＵ－Ｔ勧告草案Ｑ．２９３ｘ －“･･･”.

[１８] ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｚ．１００－CCITT Specification and Description Language (SDL).

[１９] ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．８８０－Data Networks and open system communications - OSI applications -

Remote operations.
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1.3　定義

この標準は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９［３］で定義された以下の用語を使用する。

－　リモートオペレーション

－　オペレーション

－　オペレーションクラス（クラス１からクラス５まで）

－　アソシエーション（イニシエータ、レスポンダ）

－　起動（アプリケーションエンティティ；起動側）

本標準の目的のために以下の定義を用いる。

アプリケーションプロトコルデータユニット（ＡＰＤＵ）；コンポーネント：

付属資料ＡのＡ．１節で定義されたデータ構成。ＤＳＳ１を定義している標準の中で現れるコ

ンポーネントという用語と同一の意味である。

ベアラ非依存制御メッセージ：

送信時または受信時に網あるいはユーザにおける呼／コネクション状態の変化を引き起こす、

本標準の１．８．１．３節で定義されたメッセージ。

ベアラ関連転送メカニズム：

基本呼制御の手順に関連する手順や接続動作中、通信中または切断復旧フェーズのコネクショ

ンに関連する手順。ベアラ関連のサービスの起動では、適切な基本呼制御トランザクションに関

連づけるために、基本呼制御手順で用いられる呼番号を採用する。

ベアラ非依存転送メカニズム：

基本呼制御のための手順から独立し、またコネクションと相互に関係することがない手順。

呼／コネクション制御メッセージ：

送信中または受信時に網あるいはユーザにおける呼／コネクション状態の変化を引き起こす、

標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］３．１節で定義されたメッセージ。狭帯域ＩＳＤＮ（Ｎ－ＩＳＤ

Ｎ）と相互接続する呼については、送信中または受信時に網あるいはユーザにおける呼／コネク

ション状態の変化を引き起こす、標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］３．１節あるいは３．２節で定

義されたメッセージ。この場合、呼／コネクション制御メッセージは「付加情報」

（INFORMATION）メッセージと「経過表示」（PROGRESS）メッセージを含む。

呼番号（ダミー呼番号以外）：

シグナリングトランザクション識別子。そのシグナリングトランザクションは、ベアラ関連の

シグナリングトランザクション、あるいはベアラ非依存のシグナリングトランザクションである。

ここで、ベアラ関連のシグナリングトランザクションは、そのシグナリングトランザクションが

ベアラを制御する場合に用いられ、ベアラ非依存のシグナリングトランザクションは、そのシグ

ナリングトランザクションと関連のあるベアラがない場合に用いられる。呼が要求するベアラが

ただ一つしかない場合には、そのとき、対応するベアラ関連のシグナリングトランザクションの

呼番号は、呼を特定するために用いられる。
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呼／コネクション状態：

標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］２．１節で定義されている当該のユーザ、あるいは網の状態。

Ｎ－ＩＳＤＮとインターワークする呼については、標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］２．１節また

は、２．２節で定義されている状態。それぞれの呼番号に対して呼／コネクション状態が存在す

る。（そして、着信呼／コネクション状態にある付加的な応答コネクションエンドポイント識別

子（ＣＥＩ）についても状態が存在する。）

呼：

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９［４］２．２節の定義２２０１を参照。

コネクション：

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９［４］第０章の定義００１１を参照。本標準では、この用語にはベアラ

とそれに関連する制御信号を含んでいる。

コネクション型転送メカニズム：

サービス要求エンティティとサービスプロバイダの間で、シグナリング用ＡＡＬコネクション

と転送アソシエーションが設定されていることを必要とするメカニズムである。このメカニズム

は、成功か否かの報告を必要とする場合にリモートオペレーションをアクセスするための機能を

供給し、また、対応する転送メッセージ間で唯一関連するようにするため、転送アソシエーショ

ンに閉じた呼番号を提供する。

コネクションレス型転送メカニズム：

転送アソシエーションは存在しないが、ダミー呼番号を用いて単一転送メッセージの転送が提

供される場合のメカニズム。

ダミー呼番号：

メッセージが、識別されているシグナリングトランザクションに適用されないことを示す空の

値。他のルールで、ＤＳＳ２プロトコルエンティティのアソシエーションを規定する。

ファンクショナルプロトコル：

ファンクショナルプロトコルは、ファンクショナルな情報要素のシーケンスから成る。ファン

クショナルな情報要素は端末による生成あるいは、分析について、ある程度のインテリジェント

な処理を要求する。

着側網：

網でもある着側トランスポートエンティティ、つまり、インタフェースの網側のＤＳＳ２プロ

トコルエンティティのこと。ベアラ関連転送にとって、着側網は、着信側網である。

着側トランスポートエンティティ：

転送メカニズムを開始する同位のエンティティに応答するエンティティのこと。
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着側ユーザ：

ユーザでもある着側トランスポートエンティティ、つまり、インタフェースのユーザ側のＤＳ

Ｓ２プロトコルエンティティのこと。ベアラ関連転送にとって、着側ユーザは、着信側ユーザで

ある。

イニシエータ：

イニシエータとレスポンダの間のシグナリングコネクションの確立を要求するエンティティ

（ユーザ、あるいは、網）。

サービス総合ディジタル網（ＩＳＤＮ）：

標準ＪＴ－Ｉ１１２［５］２．３節の定義３０８を参照。

インボークＡＰＤＵ：

１．９．４．２．１節を参照。“ＸＸＸＸ”インボークＡＰＤＵと書かれている場合には、イ

ンボークＡＰＤＵは、オペレーション“ＸＸＸＸ”の値に設定されたオペレーション値を持つこ

とを意味する。

ローカルな情報交換：

アクセスのいずれかの側にあるリモートオペレーションサービス要素（ＲＯＳＥ）あるいは、

ＤＳＳ２エンティティに位置している他のアプリケーションサービス要素（ＡＳＥ）間の汎用ファ

ンクショナルデータへの変換。

網：

ユーザ網インタフェースの網側におけるＤＳＳ２プロトコルエンティティ。

非ローカルな情報交換：

一方または両方がいずれの側のＤＳＳ２エンティティにも位置していないリモートオペレー

ションサービス要素（ＲＯＳＥ）、あるいは、他のアプリケーションサービス要素（ＡＳＥ）間

の汎用ファンクショナルデータの交換。

発側網：

網でもある発側トランスポートエンティティ、つまり、インタフェースの網側のＤＳＳ２プロ

トコルエンティティのこと。ベアラ関連転送にとって、発側網は発信側網である。

発側トランスポートエンティティ：

転送メカニズムを起動するエンティティ。

発側ユーザ：

ユーザでもある発側トランスポートエンティティ、つまり、インタフェースのユーザ側のＤＳ

Ｓ２プロトコルエンティティのこと。ベアラ関連転送にとって、発側ユーザは発信側ユーザであ

る。
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パーティ制御メッセージ：

標準ＪＴ－Ｑ２９７１［１４］８．１．２節で定義されているメッセージ。送信、受信の際に、

ユーザ、あるいは網においてパーティ状態の変化を生じさせるメッセージ。

パーティ状態：

インタフェースで認識されている呼（標準ＪＴ－Ｑ２９７１［１４］７．２．１節を参照）の

それぞれのパーティの状態。

レスポンダ：

シグナリングコネクションを設定するときに、イニシエータからの要求に対する応答を行うエ

ンティティ（ユーザ、あるいは網）。

リターンリザルトＡＰＤＵ：

１．９．４．２．２節を参照。“ＸＸＸＸ”リターンリザルトＡＰＤＵと書かれている場合に

は、リターンリザルトＡＰＤＵは、“ＸＸＸＸ”インボークＡＰＤＵと対応することを意味する。

リターンエラーＡＰＤＵ：

１．９．４．２．３節を参照。“ＸＸＸＸ”リターンエラーＡＰＤＵと書かれている場合には、

リターンエラーＡＰＤＵは、“ＸＸＸＸ”インボークＡＰＤＵと対応することを意味する。

リジェクトＡＰＤＵ：

１．９．４．２．４節を参照。

シグナリング用ＡＡＬコネクションエンドポイント識別子；

コネクションエンドポイント識別子（ＣＥＩ）：

　同位エンティティを指すために、レイヤ３プロトコルエンティティによって用いられる識別子。

シグナリングコネクション：

コネクション型転送メカニズムとともに、ベアラ非依存手順を用いているＤＳＳ２プロトコル

エンティティのアソシエーション。

付加サービス：

標準ＪＴ－Ｉ２１０［１０］２．４節を参照。

ユーザ：

　ユーザ・網インタフェースのユーザ側における、ＤＳＳ２プロトコルエンティティ。
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1.4　略語

　本標準のため、以下の略語が用いられている。

ＡＰＤＵ Application Protocol Data Unit

アプリケーションプロトコルデータユニット

ＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌ Application Service Control

アプリケーションサービス制御

ＡＴＭ Asynchronous Transfer Mode

非同期転送モード

ＢＥＲ Basic Encoding Rules

基本符号化規則

Ｂ－ＩＳＤＮ Broadband Integrated Services Digital Network

広帯域サービス総合ディジタル網

ＢＲ Bearer Related

ベアラ関連

ＣＬ－ＢＩ Connectionless Bearer Independent

コネクションレス型ベアラ非依存

ＣＯ－ＢＩ Connection-Oriented Bearer Independent

コネクション型ベアラ非依存

ＤＳＳ１ Digital Subscriber Signalling System No.1

ディジタル加入者線信号方式Ｎｏ．１

ＤＳＳ２ Digital Subscriber Signalling System No.2

ディジタル加入者線信号方式Ｎｏ．２

ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌ Generic Functional Transport Control

汎用ファンクショナルトランスポート制御

Ｎ－ＩＳＤＮ Narrow-band Integrated Services Digital Network

狭帯域サービス総合ディジタル網

ＮＮＩ Network Node Interface

網ノードインタフェース

ＲＯＳＥ Remote Operations Service Element

リモートオペレーションサービス要素

ＳＡＡＬ Signalling ATM Adaptation Layer

シグナリング用ＡＴＭアダプテーションレイヤ

ＵＮＩ User Network Interface

ユーザ・網インタフェース
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1.5　説明

1.5.1　概要

　汎用ファンクショナルプロトコルは、同位エンティティのシグナリングアプリケーションのかわりに、

リモートオペレーションサービス要素（ＲＯＳＥ）のＡＰＤＵを交換する方法を提供するものである。こ

れらのシグナリングアプリケーションは、付加サービスの提供を行ったり、あるいは他の機能（例えば、

ルックアヘッド機能）の提供のためのプロトコルを提供する。この交換は、ＤＳＳ２手順を用いて設定さ

れるベアラに関連して行われるか、あるいは、任意のベアラに非依存で行われる。

　シグナリングアプリケーション間におけるリモートオペレーションサービス要素（ＲＯＳＥ）のＡＰＤ

Ｕの交換は、ユーザ・網インタフェースに対し、ローカルな場合と非ローカルな場合がある。

1.5.1.1　ローカルな情報交換

　もし、情報交換がローカルであるなら（つまり、ある一つのシグナリングアプリケーションが網に存在

しており、そして同位シグナリングアプリケーションがユーザに存在する）、例えば複数加入者番号付加

サービス（ＭＳＮ）のように、インタフェースのユーザ側の複数シグナリングエンティティから選択する

必要があるものでない限り、アドレッシング情報を必要としない。

　このような情報交換には、以下のものを用いている。

a)　ベアラ関連転送

b)　コネクションレス型ベアラ非依存転送

c)　コネクション型ベアラ非依存転送

　このような情報交換は、ローカルな情報交換が、よりグローバルな意味でのシグナリングアプリケーショ

ンのサポートに使用されることを妨げない。すなわち、この形式の用法は、個別のシグナリングアプリケー

ション自身の仕様に依存している。その交換は、ローカル網のシグナリングアプリケーションとローカル

ユーザのシグナリングアプリケーションの間において、ローカルなものである。これらのＡＰＤＵを受信

した結果として、ローカル網のシグナリングアプリケーションは、最終的に、リモートユーザを組み込ん

でいる他のシグナリングアプリケーションとの間に、シグナリングアソシエーションを設定するかもしれ

ない。

　非ローカルな情報交換については、本標準の本編においては範囲外である。非ローカルな情報交換のた

めの標準は、本標準の別編で述べる。

1.5.1.2　非ローカルな情報交換

　情報交換が非ローカルなものである場合は、アドレッシング情報が必要である。このアドレッシング情

報は特別な抽象機能に関連づけられた値を用いることによって、もしくはシグナリングのエンドポイント

のＩＳＤＮ番号を明示的に用いることによって与えられる。この非ローカルな情報交換は完全にＤＳＳ２

プロトコル（すなわち２つのユーザ網インタフェースの間での単一の情報交換）の範囲内である。より一

般的にはＤＳＳ２内のこのメカニズムは広帯域私設網のシグナリングプロトコル内や広帯域ＮＮＩプロト

コルに関連するＴＣＡＰプロトコル内の等価な機能部分にマップされる。
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1.5.2　プロトコルアーキテクチャ

　図１－１／ＪＴ－Ｑ２９３２．１は汎用ファンクショナルプロトコルの概念モデルと標準ＪＴ－Ｑ２９

３１［１３］で定義されている基本呼モデルとの関係を示している。

　最上位レイヤ（シングナリングアプリケーションレイヤ）では、実際の付加サービスプロトコルまたは

他のシングナリングアプリケーションプロトコルは、そのサービス特有の同位のアプリケーションサービ

ス制御（ＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌ）エンティティ間でやりとりされる。特定のＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌエンティ

ティのオペレーションについてはこの標準の規定外である。

　ＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌエンティティはリモートオペレーションサービス要素（ＲＯＳＥ）のサービスを

コーディネーション機能を介して使用する。これらのエンティティは汎用ファンクショナルトランスポー

ト制御（ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌ）のサービスをコーディネーション機能を介して使用する。

コーディネーション機能は基本呼のために実行される機能に加えて、ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌ（それと

ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌによって制御される個別の転送機能）、数種類のＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌエンティ

ティ、ＲＯＳＥ間の調整を行なう。

このモデルの規定と適用はこの標準内の記述を目的とするものであり、アクセスにおけるプロトコルの

規定に関して実装を制限することのみを期待する。プロトコルの要求条件を満たしていれば、実装にあたっ

てどのような内部アーキテクチャを使用しても自由である。
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通信サービスアプリケーション

ＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌ＃１

ＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌ＃ｎ

ＲＯＳＥ

ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌ

ＣＬ－ＢＩ

ＣＯ－ＢＩ

ポイント・ポイント

呼／コネクション（注）

ＳＡＡＬ－ＵＮＩ

コーディネーション

機能

　注－呼／コネクション制御はベアラ関連情報の転送に含まれる。標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］で記述

されるポイント・ポイントの呼／コネクション制御のみ示されているが、標準ＪＴ－Ｑ２９７１［１

４］で記述されるポイント・マルチポイントの呼／コネクション制御にも適用可能である。

図１－１／ＪＴ－Ｑ２９３２．１

(ITU-T Q.2932.1)

汎用ファンクショナルプロトコルのための追加を含むＤＳＳ２

プロトコルモデル

1.5.3　ローカルな情報交換へのプロトコルモデルの適用

図１－２／ＪＴ－Ｑ２９３２．１は、例えばＣＯ－ＢＩ転送メカニズムを用いたＤＳＳ２ユーザとＤＳ

Ｓ２網間のように通信しようとするシングナリングアプリケーションが隣接するノードにある場合のプロ

トコルモデルにおける情報の流れの例を示している。本標準の１．５．１．１節に示されているように他

の転送メカニズムを用いることもできる。
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ＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌ

ＲＯＳＥ

ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌ

ＣＯ－ＢＩ

ＳＡＡＬ－ＵＮＩ

コーディ
ネーショ
ン機能

コーディ
ネーション
機能

ＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌ

ＲＯＳＥ

ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌ

ＣＯ－ＢＩ

ＳＡＡＬ－ＵＮＩ

コーディ
ネーション
機能

ユーザノード 網ノード

図１－２／ＪＴ－Ｑ２９３２．１ 　ローカルな情報交換へのプロトコルモデルの適用

(ITU-T Q.2932.1)

1.5.4　個別のプロトコルエンティティによって提供されるサービス

1.5.4.1　ＲＯＳＥによって提供されるサービス

ＲＯＳＥはＲＯＳＥプロトコルをサポートし、ＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌへの一連のサービスを提供する。

これらのサービスはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９［３］で規定されている。

1.5.4.2　ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌによって提供されるサービス

　このエンティティはコーディネーション機能を介してＡＳ－ＣｏｎｔｒｏｌとＲＯＳＥへ以下のサービ

スを提供する。

a)　ベアラ関連サービス

－　ＧＦＴ－呼設定 － ベアラの設定フェーズでデータ転送を要求する。このサービスは確認型

サービスである。

－　ＧＦＴ－解放 － ベアラの解放フェーズでデータ転送を要求する。このサービスは確認型サー

ビスである。

－　ＧＦＴ－拒否 － 転送メカニズムを使用する能力を拒否する。このサービスは非確認型サービ

スである。

－　ＧＦＴ－データ － ベアラ通信中においてデータ転送を要求する。このサービスは非確認型

サービスである。

b)　コネクションレス型ベアラ非依存サービス

－　ＧＦＴ－ユニットデータ － データ転送を要求する。このサービスは非確認型サービスである。
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c)　コネクション型ベアラ非依存サービス

－　ＧＦＴ－呼設定 － ベアラ非依存のシグナリングアソシエーションの設定を（必要ならばデー

タ転送とともに）要求する。このサービスは確認型サービスである。

－　ＧＦＴ－解放 － ベアラ非依存のシグナリングアソシエーションの解放を（必要ならばデータ

転送とともに）要求する。このサービスは確認型サービスである。

－　ＧＦＴ－拒否 － 転送メカニズムを使用する能力を拒否する。このサービスは非確認型サービ

スである。

－　ＧＦＴ－データ － ベアラ非依存のシグナリングアソシエーションでの活性フェーズにおいて

データ転送を要求する。このサービスは非確認型サービスである。

1.5.4.3　ベアラ関連転送によって提供されるサービス

　標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］とＪＴ－Ｑ２９７１［１４］で規定されるベアラ関連の手順はいずれも

ベアラ関連プロトコル制御に使用することができる。マルチコネクションプロトコルが標準ＪＴ－Ｑ２９

３１［１３］の手順を用いたベアラ制御を提供しているので、マルチコネクションの呼に関連する転送に

おいて特別なサービスを必要としない。これらのエンティティで提供されるサービスはこれらの標準で規

定されている。さらにこれらのサービスは以下の追加サービスを提供している。

－　ＢＲ－データ　－　このサービスは非確認型サービスである。

通知サービスはすでに標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］ およびＪＴ－Ｑ２９７１［１４］の中で提供され

ている。

1.5.4.4　コネクションレス型ベアラ非依存転送によって提供されるサービス

　コネクションレス型ベアラ非依存転送はコーディネーション機能を介してＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌに以

下のサービスを提供する。

－　ＣＬ＿ＢＩ－ユニットデータ　－　このサービスは非確認型サービスである。

1.5.4.5　コネクション型ベアラ非依存転送によって提供されるサービス

　コネクション型ベアラ非依存転送はコーディネーション機能を介してＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌに以下の

サービスを提供する。

－　ＣＯ＿ＢＩ－呼設定　－　このサービスは確認型サービスである。

－　ＣＯ＿ＢＩ－解放　－　このサービスは確認型サービスである。

－　ＣＯ＿ＢＩ－拒否　－　このサービスは非確認型サービスである。

－　ＣＯ＿ＢＩ－データ　－　このサービスは非確認型サービスである。

　さらにコネクション型ベアラ非依存転送は以下のような通知データ転送サービスを提供している。

－　ＣＯ＿ＢＩ－通知　－　このサービスは非確認型サービスである。
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1.6　運用上の要求条件

1.6.1　サービス提供／取消し

本標準中における機能の提供と取消しについて直接的条件はない。本標準を使用するアプリケーション

のサービス提供と取消しは、それらのアプリケーションを記述する標準中で規定される。

下記の条件を除いて、本標準中のオプションのサポートは、本標準の使用を定義する標準によって条件

付けられる。

－　個々の転送メカニズムのサポートはオプションであるが、少なくとも一つの転送メカニズムはサポー

トされる。

－　１．９．３節で記述されるようなＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌの要求条件のサポートは必須である。ファ

シリティ情報要素中の個々のプロトコルプロファイル値に関係する手順のサポートはオプションであ

るが、少なくとも一つのプロトコルプロファイル値はサポートされる。

－　“ＲＯＳＥ”というプロトコルプロファイル値が提供されているとき、ＲＯＳＥに関係する手順がサ

ポートされる。

－　ベアラ非依存転送メカニズム中の着番号情報要素の使用のサポートは、複数加入者番号付加サービス

（ＭＳＮ）のサポートによる。

－　ベアラ非依存転送メカニズム中の着サブアドレス情報要素の使用のサポートは、サブアドレス付加

サービス（ＳＵＢ）のサポートによる。

－　ベアラ非依存転送メカニズム中の発番号情報要素の使用のサポートは、複数加入者番号付加サービス

（ＭＳＮ）のサポートによる。

1.6.2　発側網における要求条件

本標準の機能の提供における要求条件は、本標準を使用するアプリケーションに依存する。従って、本

標準の機能は網及びユーザオプションである。ただし、他の標準の要求条件によっては必須となる場合も

ある。

1.6.3　着側網における要求条件

本標準の機能の提供における要求条件は、本標準を使用するアプリケーションに依存する。従って、本

標準の機能は網及びユーザオプションである。ただし、他の標準の要求条件によっては必須となる場合も

ある。
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1.7　プリミティブ定義と状態定義

1.7.1　プリミティブ定義

標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］８．２節に定義されている以下のプリミティブが使用される。

－　ＡＡＬ－設定－要求

－　ＡＡＬ－設定－表示

－　ＡＡＬ－設定－確認

－　ＡＡＬ－解放－要求

－　ＡＡＬ－解放－表示

－　ＡＡＬ－解放－確認

－　ＡＡＬ－データ－要求

－　ＡＡＬ－データ－表示

　全てのプリミティブは、特定のシグナリング用ＡＡＬコネクションを識別するため、ＡＡＬコネクショ

ンエンドポイント識別子を使用する。

　以下のプリミティブは、本ドキュメント内で使用するため、特にＳＤＬ仕様書内のエンティティ間の関

係を記述するために追加されている。

a)　ＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌとコーディネーション機能間

注－これらのプリミティブは、付加サービスまたは付加的な機能に関する他の標準中の定義に完全に

依存する。ただし、ＲＯＳＥの要求条件と、転送メカニズムからの通知の必要性を反映する。

b)　ＲＯＳＥとコーディネーション機能間

注－これらのプリミティブはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９［３］及びＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．８８０［１９］

に定義されている。

c)　ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌとコーディネーション機能間

－　ＣＤ＿ｔｏ＿ＧＦ信号経路

ＧＦ－データ－要求

ＢＲ－データ－表示

ＣＯ＿ＢＩ－データ－表示

ＣＬ＿ＢＩ－ユニットデータ－表示

注－上記に加えて、以下のプリミティブが、ＣＯ－ＢＩ転送メカニズムを制御するためにＧＦ

Ｔ－Ｃｏｎｔｒｏｌによって用いられる。ただし、ＳＤＬには明確に記述されていない。

ＣＯ＿ＢＩ－呼設定－表示　ＣＯ＿ＢＩ－呼設定受付－表示

ＣＯ＿ＢＩ－呼設定－確認　ＣＯ＿ＢＩ－解放－表示　ＣＯ＿ＢＩ－解放－確認

－　ＧＦ＿ｔｏ＿ＣＤ信号経路

ＧＦ－データ－表示

ＢＲ－データ－要求

ＣＯ＿ＢＩ－データ－要求

ＣＬ＿ＢＩ－ユニットデータ－要求

注－上記に加えて、以下のプリミティブが、ＣＯ－ＢＩ転送メカニズムを制御するためにＧＦ

Ｔ－Ｃｏｎｔｒｏｌによって用いられる。ただし、ＳＤＬには明確に記述されていない。

ＣＯ＿ＢＩ－呼設定－要求　ＣＯ＿ＢＩ－呼設定受付－要求

ＣＯ＿ＢＩ－呼設定－応答　ＣＯ＿ＢＩ－解放－要求
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d)　コネクション型ベアラ非依存転送メカニズム（CO-bearer_independent）とコーディネーション機能間

－　ＣＯ＿ｔｏ＿ＣＤ信号経路

ＣＯ＿ＢＩ－呼設定－表示

ＣＯ＿ＢＩ－呼設定受付－表示

ＣＯ＿ＢＩ－呼設定－確認

ＣＯ＿ＢＩ－データ－表示

ＣＯ＿ＢＩ－通知－表示

ＣＯ＿ＢＩ－解放－表示

ＣＯ＿ＢＩ－解放－確認

リンク－設定－要求

ＣＯ＿ＢＩ－状態表示－表示

－　ＣＤ＿ｔｏ＿ＣＯ信号経路

ＣＯ＿ＢＩ－呼設定－要求

ＣＯ＿ＢＩ－呼設定受付－要求

ＣＯ＿ＢＩ－呼設定－応答

ＣＯ＿ＢＩ－データ－要求

ＣＯ＿ＢＩ－通知－要求

ＣＯ＿ＢＩ－解放－要求

ＣＯ＿ＢＩ－解放－応答

リンク－解放－表示

リンク－設定－エラー

リンク－設定－表示

リンク－設定－確認

e)  コネクションレス型ベアラ非依存転送メカニズム（CL-bearer_independent）とコーディネーション機

能間

－　ＣＤ＿ｔｏ＿ＣＬ信号経路

ＣＬ＿ＢＩ－ユニットデータ－要求

－　ＣＬ＿ｔｏ＿ＣＤ信号経路

ＣＬ＿ＢＩ－ユニットデータ－表示

f)　ベアラ関連転送メカニズム（ＪＴ－Ｑ２９３１－Ｕ）とコーディネーション機能間

（標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］と標準ＪＴ－Ｑ２９７１［１４］の定義に加えて）

－　ＣＤ＿ｔｏ＿ＱＵ信号経路

ＢＲ－データ－要求

－　ＱＵ＿ｔｏ＿ＣＤ信号経路

ＢＲ－データ－表示

g)　ベアラ関連転送メカニズム（ＪＴ－Ｑ２９３１－Ｎ）とコーディネーション機能間

（標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］と標準ＪＴ－Ｑ２９７１［１４］の定義に加えて）

－　ＣＤ＿ｔｏ＿ＱＮ信号経路

ＢＲ－データ－要求

－　ＱＮ＿ｔｏ＿ＣＤ信号経路

ＢＲ－データ－表示
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1.7.2　状態定義

1.7.2.1　ＡＰＤＵ転送メカニズム

1.7.2.1.1　ベアラ関連転送メカニズム

標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］あるいは、標準ＪＴ－Ｑ２９７１［１４］に定義されている以外に追加

される呼／コネクション状態はない。

1.7.2.1.2　コネクションレス型ベアラ非依存転送メカニズム

本節では、Ｂ－ＩＳＤＮ汎用ファンクショナルプロトコルにおけるコネクションレス型ベアラ非依存転

送メカニズムの状態を定義する。状態は網とユーザで同一である。

1.7.2.1.2.1　空（０）（Ｕ０）（Ｎ０）［Null］

ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌからサービス要求を受信した、あるいは同位エンティティからトランスポート

要求を受信したが、この要求をまだ処理していない状態。

　本状態は１．１３節に定義されたＳＤＬのために定義されており、プロトコルをコーディングする上で

直接の影響はない。

1.7.2.1.3　コネクション型ベアラ非依存転送メカニズム

本節では、Ｂ－ＩＳＤＮ汎用ファンクショナルプロトコルにおけるコネクション型ベアラ非依存転送メ

カニズムの状態を定義する。状態は網とユーザで同一である。

1.7.2.1.3.1　空（０）（Ｕ０）（Ｎ０）［Null］

ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌからサービス設定要求を受信した、あるいは同位エンティティから設定要求を

受信したが、この要求をまだ処理していない状態。

　注－本状態は呼番号で示されたＣＯ－ＢＩプロセスがない場合にもコーディネーションプロセスによっ

て使用される。

1.7.2.1.3.2　発呼（１）（Ｕ１）（Ｎ１）［Call Initiated］

発信側トランスポート設定要求状態で、ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌが同位エンティティへトランスポート

設定を要求した状態。

1.7.2.1.3.3　発呼受付（３）（Ｕ３）（Ｎ３）［Outgoing call proceeding］

発信側トランスポート設定要求状態で、同位エンティティがトランスポート設定のために必要な全情報

を受信したことの確認をトランスポートエンティティが受信した状態。

1.7.2.1.3.4　着呼（６）（Ｕ６）（Ｎ６）［Call Present］

着信側トランスポート設定要求状態で、ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌがトランスポート設定のために必要な

全情報を受信したことの確認をトランスポートエンティティがまだ送信していない状態。

1.7.2.1.3.5　着呼受付（９）（Ｕ９）（Ｎ９）［Incoming call proceeding］

着信側トランスポート設定要求状態で、ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌがトランスポート設定のために必要な

全情報を受信したことの確認をトランスポートエンティティが送信した状態。
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1.7.2.1.3.6　通信中（１０）（Ｕ１０）（Ｎ１０）［Active］

着信側トランスポート設定要求においては、トランスンポートエンティティが情報転送を許容したこと

の確認を同位エンティティへ送信した状態。発信側トランスポート設定要求においては、リモートエンティ

ティからの情報転送の許容通知をトランスポートエンティティが受信した状態。

1.7.2.1.3.7　解放要求（１１）（Ｕ１１）（Ｎ１１）［Release Request］

トランスポートエンティティが同位エンティティにトランスポートの解放を要求し、応答を待っている

状態。

1.7.2.2　ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌ

以下の状態が、１．１３節に定義されている仕様記述言語（ＳＤＬ）のために定義されている。プロト

コルをコーディングする上では直接の影響はない。

　－　ペンディング　－　ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌが起動され、ＡＰＤＵの処理準備状態にある。

1.8　コーディング上の要求条件

1.8.1　メッセージの機能定義及び内容

本節は標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］３章とともに読まれるべきである。全てのメッセージは、その節

で定義されたメッセージの追加であり、以降に示す表は、標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］３章の序言に従っ

て解釈されるべきである。

　以降の節においては、参照欄に以下の表記が適用されている。

ＪＴ－Ｑ２９３１／ｎｎ：標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］におけるｎｎ節参照

ＪＴ－Ｑ２９３２．１／ｎｎ：標準ＪＴ－Ｑ２９３２．１におけるｎｎ節参照

　この標準で規定されている情報要素が以降のメッセージに含まれることが許容されているかどうか決定

するためには、１．８．２節を参照すること。

　１．８．２節で定義されていない情報要素は、明白にメッセージ構造が示されている場合にのみ以降の

メッセージに含むことが許容される。

1.8.1.1　ベアラ関連トランザクションに対する付加的なメッセージ

以下に定義されたメッセージ構造に加えて、ファシリティ情報要素は、１．８．２．２．２節に定義さ

れているように、任意の呼／コネクション制御メッセージあるいはパーティ制御メッセージにも含まれう

る。

1.8.1.1.1　「ファシリティ」（FACILITY）

本メッセージは、付加サービスあるいは付加的基本呼機能を制御するために網またはユーザによって送

信される。インボークされるべき付加サービスあるいは付加的基本呼機能 及びそれに関連するパラメータ

がファシリティ情報要素により特定される。「ファシリティ」（FACILITY）メッセージの構造を表１－１

／ＪＴ－Ｑ２９３２．１に示す。
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表１－１／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　「ファシリティ」（FACILITY）メッセージの内容

(ITU-T Q.2932.1)

メッセージ種別 ：ファシリティ

定義区間 ：ローカル（注１）

方向 ：両方向

情報要素 参照 方向 種別 情報長

プロトコル識別子 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．２ 両方向 Ｍ １

呼番号（注２） ＪＴ－Ｑ２９３１／４．３ 両方向 Ｍ ４

メッセージ種別 ＪＴ－Ｑ２９３２．１／１．８．２．１ 両方向 Ｍ ２

メッセージ長 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．４ 両方向 Ｍ ２

ファシリティ ＪＴ－Ｑ２９３２．１／１．８．２．２．

２

両方向 Ｍ（注４） １０－＊

通知識別子 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．５．２３ 両方向 Ｏ（注３） ４－＊

　注１－本メッセージはローカルな意味を持つが、グローバルな意味を持つ情報を転送することもある。

　注２－ベアラ関連トランスポートに対して使用される呼番号値は、転送されたＡＰＤＵが関連づけられ

る呼／コネクションの呼番号である。

　注３－本識別子は、通知が行われる場合に使用される。通知識別子情報要素は、本メッセージ内で繰り

返されうる。最大長及び許容される繰り返し回数は網のオプションである。

　注４－本情報要素は任意の回数繰り返される。

1.8.1.2　コネクションレス型ベアラ非依存転送のためのメッセージ

1.8.1.2.1　「ファシリティ」（FACILITY）

本メッセージは、付加サービスあるいは付加的基本呼機能を制御するために網またはユーザによって送

信される。インボークされるべき付加サービスあるいは付加的基本呼機能及びそれに関連するパラメータ

がファシリティ情報要素により特定される。「ファシリティ」（FACILITY）メッセージの構造を表１－２

／ＪＴ－Ｑ２９３２．１に示す。
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表１－２／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　「ファシリティ」（FACILITY）メッセージの内容

(ITU-T Q.2932.1)

メッセージ種別 ：ファシリティ

定義区間 ：ローカル（注１）

方向 ：両方向

情報要素 参照 方向 種別 情報長

プロトコル識別子 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．２ 両方向 Ｍ １

呼番号（注２） ＪＴ－Ｑ２９３１／４．３ 両方向 Ｍ ４

メッセージ種別 ＪＴ－Ｑ２９３２．１／１．８．２．１ 両方向 Ｍ ２

メッセージ長 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．４ 両方向 Ｍ ２

ファシリティ ＪＴ－Ｑ２９３２．１／１．８．２．２．

２

両方向 Ｍ（注７） １０－＊

着番号 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．５．１１ ｎ→ｕ Ｏ（注３） ４－＊

着サブアドレス ＪＴ－Ｑ２９３１／４．５．１２ ｎ→ｕ Ｏ（注４） ４－２５

発番号 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．５．１３ ｕ→ｎ Ｏ（注６） ４－＊

通知識別子 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．５．２３ 両方向 Ｏ（注５） ４－＊

　注１－本メッセージはローカルな意味を持つが、グローバルな意味を持つ情報を転送することがある。

　注２－ダミー呼番号が使用される。

　注３－転送メカニズム利用エンティティが、着番号情報を用いることによって、ユーザ側の特定のエン

ティティに対しアドレッシングしたい場合に含まれる。使用方法は、複数加入者番号付加サービ

ス（ＭＳＮ）のサービス提供状況に依存する。本情報要素はＳＢ／ＴＢ一致参照点でのみ適用され

る。

　注４－転送メカニズム利用エンティティが、着サブアドレス情報を用いることによって、ユーザ側の特

定のエンティティに対しアドレッシングしたい場合に含まれる。使用方法は、サブアドレス付加

サービス（ＳＵＢ）のサービス提供状況に依存する。本情報要素はＳＢ／ＴＢ一致参照点でのみ適

用される。

　注５－本識別子は、通知が行われる場合に使用される。通知識別子情報要素は、本メッセージ内で繰り

返されうる。最大長及び許容される繰り返し回数は網のオプションである。

　注６－ユーザ側エンティティが、転送メカニズム利用エンティティに対し、自分自身を識別させたい場

合に含まれる。使用方法は、複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）のサービス提供状況に依存

する。本情報要素はＳＢ／ＴＢ一致参照点でのみ適用される。

　注７－本情報要素は任意の回数繰り返される。
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1.8.1.3　コネクション型ベアラ非依存転送のためのメッセージ

1.8.1.3.1　「呼設定受付」（CALL PROCEEDING）

本メッセージは、要求されたトランスポート設定が開始され、これ以上の設定情報が受け付けられない

ことを示すため、着信ユーザから網へあるいは網から発信ユーザへ送信される。「呼設定受付」（CALL

PROCEEDING）メッセージの構造を表１－３／ＪＴ－Ｑ２９３２．１に示す。

表１－３／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　「呼設定受付」（CALL PROCEEDING）メッセージの内容

(ITU-T Q.2932.1)

メッセージ種別 ：呼設定受付

定義区間 ：ローカル

方向 ：両方向

情報要素 参照 方向 種別 情報長

プロトコル識別子 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．２ 両方向 Ｍ １

呼番号 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．３ 両方向 Ｍ ４

メッセージ種別 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．４ 両方向 Ｍ ２

メッセージ長 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．４ 両方向 Ｍ ２

1.8.1.3.2　「ＣＯ－ＢＩ呼設定」（CO-BI SETUP）

　本メッセージは、トランスポート設定を開始するため、発信ユーザから網へおよび網から着信ユーザへ

送信される。「ＣＯ－ＢＩ呼設定」（CO-BI SETUP）メッセージの構造を表１－４／ＪＴ－Ｑ２９３２．

１に示す。

表１－４／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　「ＣＯ－ＢＩ呼設定」（CO-BI SETUP）メッセージの内容

(ITU-T Q.2932.1)

メッセージ種別 ： ＣＯ－ＢＩ呼設定

定義区間 ：ローカル（注１）

方向 ：両方向

情報要素 参照 方向 種別 情報長

プロトコル識別子 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．２ 両方向 Ｍ １

呼番号 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．３ 両方向 Ｍ ４

メッセージ種別 ＪＴ－Ｑ２９３２．１／１．８．２．１ 両方向 Ｍ ２

メッセージ長 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．４ 両方向 Ｍ ２

ファシリティ ＪＴ－Ｑ２９３２．１／１．８．２．２．

２

両方向 Ｏ（注２） ４－＊

着番号 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．５．１１ ｎ→ｕ Ｏ（注３） ４－＊

着サブアドレス ＪＴ－Ｑ２９３１／４．５．１２ ｎ→ｕ Ｏ（注４） ４－２５

発番号 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．５．１３ ｕ→ｎ Ｏ（注５） ４－＊

通知識別子 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．５．２３ 両方向 Ｏ（注６） ４－＊
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　注１－本メッセージはローカルな意味を持つが、グローバルな意味を持つ情報を転送することがある。

　注２－要求しているＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌが呼設定要求メッセージの中にＡＰＤＵを使用したい場合

に含まれる。本情報要素は任意の回数繰り返される。

　注３－ＳＢ／ＴＢ一致参照点であって複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）が提供されている場合で、

転送メカニズム利用エンティティが着番号情報を使用して、ユーザ側の特定エンティティに対し

てアドレッシングしたい場合に、網からユーザ方向において含まれる。

　注４－ＳＢ／ＴＢ一致参照点であってサブアドレス付加サービス（ＳＵＢ）が提供されている場合で、転

送メカニズム利用エンティティが着サブアドレス情報を使用して、ユーザ側の特定エンティティ

に対してアドレッシングしたい場合に、網からユーザ方向において含まれる。

　注５－ＳＢ／ＴＢ一致参照点であって複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）が提供されている場合で、

転送メカニズム利用エンティティが発番号情報を使用して、ユーザ側の特定エンティティに対し

てアドレッシングしたい場合に、ユーザから網方向において含まれる。

　注６－本識別子は、通知が行われる場合に使用される。通知識別子情報要素は、本メッセージ内で繰り

返されうる。最大長及び許容される繰り返し回数は網のオプションである。

1.8.1.3.3　「応答」（CONNECT）

本メッセージは、着側エンティティがトランスポート設定要求を受付けたことを示すため、着信ユーザ

から網へおよび、網から発信ユーザへ送信される。「応答」（CONNECT）メッセージの構造を表１－５／

ＪＴ－Ｑ２９３２．１に示す。

表１－５／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　「応答」（CONNECT）メッセージの内容

(ITU-T Q.2932.1)

メッセージ種別 ： 応答

定義区間 ： ローカル（注１）

方向 ： 両方向

情報要素 参照 方向 種別 情報長

プロトコル識別子 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．２ 両方向 Ｍ １

呼番号 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．３ 両方向 Ｍ ４

メッセージ種別 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．４ 両方向 Ｍ ２

メッセージ長 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．４ 両方向 Ｍ ２

ファシリティ ＪＴ－Ｑ２９３２．１／１．８．２．２．

２

両方向 Ｏ（注２） ４－＊

通知識別子 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．５．２３ 両方向 Ｏ（注３） ４－＊

注１－本メッセージはローカルな意味を持つが、グローバルな意味を持つ情報を転送することもある。

注２－応答するＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌが呼設定応答メッセージ中にＡＰＤＵを使用したい場合に含

まれる。本情報要素は任意の回数繰り返される。

注３－本識別子は、通知が行われる場合に使用される。通知識別子情報要素はこのメッセージ内で繰

り返されうる。最大長及び許容される繰り返し回数は網のオプションである。
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1.8.1.3.4　「ファシリティ」（FACILITY）

本メッセージは、付加サービスあるいは付加的基本呼機能を制御するために、網またはユーザによって

送信される。インボークされるべき付加サービスあるいは付加的基本呼機能及びそれに関連するパラメー

タがファシリティ情報要素により特定される。「ファシリティ」（FACILITY）メッセージの構造は１．８．

１．１．１節に示されるものと同様である（表１－１／ＪＴ－Ｑ２９３２．１参照）。

1.8.1.3.5　「通知」（NOTIFY）

本メッセージは、ユーザあるいは網によって呼に関連する情報を表示するために送信される。「通知」

（NOTIFY）メッセージの構造は標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］３．１．１０節に示されるものと同様であ

る（表３－１１／ＪＴ－Ｑ２９３１参照）。

1.8.1.3.6　「解放」（RELEASE）

本メッセージは、同位のトランスポートエンティティによって制御されるトランスポートコネクション

のエンド・エンド部分の解放を要求するために、そして同位のトランスポートエンティティが「解放完了」

（RELEASE COMPLETE）メッセージを送信した後、その呼番号値を解放できるよう準備させるためにト

ランスポートエンティティによって送信される。「解放」（RELEASE）メッセージの構造を表１－６／Ｊ

Ｔ－Ｑ２９３２．１に示す。

表１－６／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　「解放」（RELEASE）メッセージの内容

(ITU-T Q.2932.1)

メッセージ種別 ： 解放

定義区間 ： ローカル（注１）

方向 ： 両方向

情報要素 参照 方向 種別 情報長

プロトコル識別子 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．２ 両方向 Ｍ １

呼番号 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．３ 両方向 Ｍ ４

メッセージ種別 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．４ 両方向 Ｍ ２

メッセージ長 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．４ 両方向 Ｍ ２

理由表示 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．５．１５ 両方向 Ｍ（注２） ６－３４

ファシリティ ＪＴ－Ｑ２９３２．１／１．８．２．２．

２

両方向 Ｏ（注３） ４－＊

通知識別子 ＪＴ－Ｑ２９３１／４．５．２３ 両方向 Ｏ（注４） ４－＊

注１－本メッセージはローカルな意味を持つが、グローバルな意味を持つ情報を転送することもある。

注２－本情報要素はメッセージに２度含まれうる。

注３－解放しているＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌが呼解放要求メッセージ中にＡＰＤＵを使用したい場合

に含まれる。本情報要素は任意の回数繰り返される。

注４－本識別子は、通知が行われる場合に使用される。通知識別子情報要素はこのメッセージ内で繰

り返されうる。最大長及び許容される繰り返し回数は網のオプションである。
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1.8.1.3.7　「解放完了」（RELEASE COMPLETE）

本メッセージは、このメッセージを送信したトランスポートエンティティが呼番号値を解放したことを

表示するためにユーザまたは網によって送信される。受信側装置は呼番号値を解放する。「解放完了」

（RELEASE COMPLETE）メッセージの構造は標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］３．１．６節に示されるも

のと同様である（表３－７／ＪＴ－Ｑ２９３１参照）。

1.8.1.3.8　「状態表示」（STATUS）

本メッセージは、「状態問合」（STATUS ENQUIRY）メッセージの応答または、任意の時点で何らかの

エラー状態を報告するために送信される。「状態表示」（STATUS）メッセージの構造は標準ＪＴ－Ｑ２９

３１［１３］３．１．８節に示されるものと同様である（表３－９／ＪＴ－Ｑ２９３１参照）。

1.8.1.3.9　「状態問合」（STATUS ENQUIRY）

本メッセージは、同位のレイヤ３エンティティに対して「状態表示」（STATUS）メッセージを要求する

ために、任意の時点でユーザまたは網により送信される。「状態問合」（STATUS ENQUIRY）メッセージ

に対応する「状態表示」（STATUS）メッセージの送信は必須である。「状態問合」（STATUS ENQUIRY）

メッセージの構造は、標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］３．１．９節に示されるものと同様である（表３－

１０／ＪＴ－Ｑ２９３１参照）。

1.8.2　一般的なメッセージフォーマットと情報要素のコーディング

　以下の追加事項とともに、標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］４章を用いる。

1.8.2.1　メッセージ種別

　本標準のための追加メッセージ種別のコード化は表１－７／ＪＴ－Ｑ２９３２．１に定義される。

表１－７／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　メッセージ種別

(ITU-T Q.2932.1)

ビット

8 7 6 5 4 3 2 1

0 0 0 - - - - - 標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］呼設定メッセージ群

1 0 1 0 1 「ＣＯ－ＢＩ呼設定」（CO-BI SETUP）

0 1 1 - - - - - 標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］その他のメッセージ群

0 0 0 1 0 「ファシリティ」（FACILITY）
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1.8.2.2　その他の情報要素

　表１－８／ＪＴ－Ｑ２９３２．１は汎用ファンクショナルプロトコルのために定義された追加情報要素

と、本目的のために拡張された標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］の情報要素を示している。

表１－８／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　汎用ファンクショナルプロトコルに特有な情報要素

(ITU-T Q.2932.1)

ビット 参照節 最大長

8 7 6 5 4 3 2 1 （オクテット）

0 0 0 1 1 1 0 0 ファシリティ［Facility］ １．８．２．２．２ 注

他の値はすべて予約済み

注－ファシリティ情報要素の最大長は、メッセージの最大長に制限される以外は、アプリケーション

に依存する。

ＴＴＣ注－ファシリティ情報要素の参照節に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかな誤りがあるため訂正

した。

1.8.2.2.1　呼状態［Call State］

　呼状態情報要素は標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］４．５．１０節で定義されている。ただし、コネクショ

ン型ベアラ非依存転送メカニズム用に、表１－９／ＪＴ－Ｑ２９３２．１で定義される状態値が割当てら

れる。

表１－９／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　呼状態情報要素

(ITU-T Q.2932.1)

呼状態値（オクテット５）

ビット

6 5 4 3 2 1 状態

0 0 0 0 0 0 0 空

0 0 0 0 0 1 1 発呼

0 0 0 0 1 1 3 発呼受付

0 0 0 1 1 0 6 着呼

0 0 1 0 0 1 9 着呼受付

0 0 1 0 1 0 10 通信中

0 0 1 0 1 1 11 解放要求
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1.8.2.2.2　ファシリティ［Facility］

　ファシリティ情報要素の目的はＡＰＤＵを伝達することである。

　ファシリティ情報要素は、「通知」（NOTIFY）メッセージ、「状態表示」（STATUS）メッセージ、「状

態問合」（STATUS　ENQUIRY）メッセージを除く、全ての呼／コネクション制御メッセージ、パーティー

制御メッセージおよび本標準で定義される全てのメッセージに含まれうる。

　図１－３／ＪＴ－Ｑ２９３２．１はファシリティ情報要素の構造を示す。表１－１０／ＪＴ－Ｑ２９３

２．１は付加サービスまたは付加的基本呼機能に適用できるプロトコルプロファイルフィールド値を示す。

8 7 6 5 4 3 2 1

1 1 1 1

1

1

0 0 0 0 0

0 0

2

3

4

5

6

ｵｸﾃｯﾄ

ファシリティファシリティ

情報要素識別子

標準情報要素動作指示フィールドコーディング

拡張

拡張 予備 プロトコルプロファイル

ファシリティ内容長

フラグ 情報要素動作内容予約済

ＡＰＤＵ（注）

注－特定のサービス要求に依存して、一つ以上のＡＰＤＵを含みうる。複数ＡＰＤＵは一つのファシ

リティ情報要素に含めるか、もしくは二つ以上の（個々の）ファシリティ情報要素に含めて送ら

れる。一つのファシリティ情報要素にするか複数のファシリティ情報要素を使うかは、ファシリ

ティ情報要素の最大長を考慮して送信側が選択する。

図１－３／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　ファシリティ情報要素

(ITU-T Q.2932.1)

表１－１０／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　ファシリティ情報要素プロトコルプロファイル

(ITU-T Q.2932.1)

ビット

5 4 3 2 1

1 0 0 0 1 リモートオペレーションプロトコル（注１）

他の値はすべて予約済であり、その使用法は本標準の規定範囲外である。

注１－このコードポイントの使用はオクテット６等に現れるＡＰＤＵのみがＲＯＳＥでの使用のため

に定義されたものであることを示す。全てのローカル値はＤＳＳ１およびＤＳＳ２プロトコル

に対して規定されたものである。
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　ＡＰＤＵの構造は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８［６］で規定されている抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）

を用いて付表Ａ．１－１／ＪＴ－Ｑ２９３２．１で定義される。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．６８０［８］で規定

されている抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）を用いた表現は付表Ｂ．１－１／ＪＴ－Ｑ２９３２．１で定義

されている。

　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８［６］によって規定される場合、ファシリティ情報要素中の全てのデータ構

造（オクテット６等）はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０９［７］で規定される基本符号化規則（ＢＥＲ）によっ

て符号化される。

　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．６８０［８］によって規定される場合、ファシリティ情報要素中の全てのデータ構

造（オクテット６等）はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．６９０［９］で規定される基本符号化規則（ＢＥＲ）によっ

て符号化される。

注－以下のガイドラインは、異なる長さ符号化法のアプリケーションに適用される。

－　データ値の長さが 128 オクテット未満である場合には、ショートフォームの固定長形式の符号化

法を使用する。

－　ロングフォームの固定長形式の符号化法を使用する場合は、オクテット数が最小になるように使

用する。

－　OCTET STRING と BIT STRING 値は単純型で符号化される。

　受信側エンティティは基本符号化規則の全ての長さ符号化法を解釈できなければならない。

1.8.2.2.2.1　標準ＪＴ－Ｑ２９３１の既存の情報要素のパラメータとしての扱い

　付加サービスあるいは付加的基本呼機能のプロトコル仕様では、新しいパラメータを定義するか、もし

くは標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］の既存の情報要素をパラメータとすることが必要である。

　標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］メッセージのどこにも現れてこない場合には、新たなパラメータをＩＴ

Ｕ－Ｔ勧告Ｘ．２０９［７］のコーディングまたはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．６９０［９］のいずれか適切な方

を用いて定義する。

　付加サービスまたは付加的基本呼機能のプロトコル仕様では、一つ以上の標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］

既存情報要素を、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０９［７］のデータ要素もしくはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．６９０［９］

のデータ要素のいずれか適切な方の中に埋め込んでよい。そのとき、これら情報要素は標準ＪＴ－Ｑ２９

３１［１３］のコーディングのままである。このオプションが選択されるとき、全ての標準ＪＴ－Ｑ２９

３１［１３］情報要素は、標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］情報要素タグに続く内容として一括してグルー

プ化されるべきである。このデータ要素は単独であるかもしれないし、あるいはシーケンスやセットの一

部であるかもしれない。
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　ファシリティ情報要素の中にファシリティ情報要素を埋め込んだ形では使用されない。

　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８［６］で規定される抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）を用いた本メカニズムの

形式的な定義は、付属資料Ａ、Ａ．２節、付表Ａ．１－２／ＪＴ－Ｑ２９３２．１で与えられる。 ＩＴＵ

－Ｔ勧告Ｘ．６８０［８］で規定される抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）を用いた本メカニズムの形式的な

定義は、付属資料Ｂ、付表Ｂ．１－２／ＪＴ－Ｑ２９３２．１で与えられる。

1.9　ＳＢ／ＴＢ一致参照点におけるシグナリング手順

1.9.1　ＡＰＤＵ 転送メカニズム

　オペレーションのためのトランスポート機能はＤＳＳ２メッセージを使用し、ＡＰＤＵをやり取りする

ことによって提供される。

　付加サービスまたは付加的基本呼機能ファンクショナルプロトコル（ファシリティ情報要素を用いた）

は、コネクションと関連する場合、存在するベアラ関連呼番号を使用してもよい。そうでなければ、ベア

ラ非依存呼番号を使用する。

1.9.1.1　べアラ関連転送

注－ベアラ関連転送メカニズムは１．３節で定義される。

　コネクション制御のための手順は、標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］５章に記述されている。　これらの

手順は、伝送されるＡＰＤＵによる影響を受けない。ベアラ関連転送手順とオペレーションは、お互いに

独立して作用する。

1.9.1.1.1　通常動作

　ベアラ関連転送のため、任意の呼／コネクション制御メッセージやパーティ制御メッセージ、および１．

８．１．１節で定義されたメッセージは、ファシリティ情報要素を用いてＡＰＤＵを送るために使用して

もよい。これらのメッセージは、ベアラコネクションの呼番号を用いる。

「ファシリティ」(FACILITY)メッセージは、以下に示す呼／コネクション状態では送られないものとする。

－ 空　（０）（Ｕ０）（Ｎ０） ［Null］

－ 発呼　（１）（Ｕ１）（Ｎ１）　［Call Initiated］

－ 着呼　（６）（Ｕ６）（Ｎ６）　［Call Present］

－ 解放要求　（１１）（Ｕ１１）（Ｎ１１）　［Release Request］

－ 解放通知　（１２）（Ｕ１２）（Ｎ１２）　［Release Indication］

　呼番号は、同一のコネクションに属するメッセージを関連づけるための方法を提供する。付加サービス

または付加的基本呼機能が複数のコネクションに影響を及ぼす場合は、個々にそれぞれのコネクションを

識別するために異なる呼番号が用いられる。このことは、それぞれのコネクションを別々に管理するため

に区別されたメッセージを用いることを意味する。

　ＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌ処理によりＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌ機能に関連した呼／コネクションが解放される

場合、解放メッセージ内の理由表示情報要素には理由表示＃１６“正常切断”が設定される。
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注－解放についての任意の付加的理由はＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌによって生成されるＡＰＤＵに含まれ、

ファシリティ情報要素を用いて転送される。

　ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌによって通知される汎用ファンクショナルデータは、ファシリティ情報要素の

中に含まれ、何らかの理由により呼制御メッセージまたはパーティ制御メッセージが送信されるならば、

その中に含めて送信される。そうでなければ、「ファシリティ」（FACILITY）メッセージで送信される。

　転送メカニズムは、ファシリティ情報要素内の受信したすべての有効な汎用ファンクショナルデータお

よびプロトコルプロファイル値をＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌへ転送し、ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌで規定され

た手順（１．９．３節を参照）が適用される。

1.9.1.1.2　例外手順

　網またはユーザが、受信した「呼設定」（SETUP）メッセージの中の付加サービスまたは付加的基本呼

機能要求を認識したが、その要求を処理することができない場合は、以下のオプションが適用される。

－ 網またはユーザは、その呼要求を破棄し、理由表示情報要素とファシリティ情報要素に適切な

パラメータを持つリターンエラーＡＰＤＵを含む呼解放メッセージにより、付加サービスまた

は付加的基本呼機能のインボケーションを拒否してもよい。

－ 網またはユーザは、標準ＪＴ－Ｑ２９３１ ［１３］の呼制御手順に従ってその呼要求の処理を

継続し、ファシリティ情報要素に適切なパラメータを持つリターンエラーＡＰＤＵを含む「ファ

シリティ」（FACILITY）メッセージ、または呼／コネクション制御メッセージやパーティ制御

メッセージにより、付加サービスまたは付加的基本呼機能のインボケーションを拒否してもよ

い。

　どのオプションを使用するかは、個々の付加サービスや他の標準の付加的基本呼機能手順に依存する。

　さらに、網またはユーザは、受信したＡＰＤＵにエラーを認めた場合、標準ＪＴ－Ｑ２９３１ ［１３］

の呼制御手順に従って呼要求の処理を継続し、付加サービスまたは付加的基本呼機能のインボケーション

を無視してもよい。この場合、リジェクトコンポーネントが生成されるものとする。

　呼番号値が解放された後、いかなる応答メッセージも送信されないものとする。

　１．９．１．１節の手順は、標準ＪＴ－Ｑ２９３１ ［１３］およびＪＴ－Ｑ２９７１ ［１４］で規定

される手順を拡張したものである。標準ＪＴ－Ｑ２９３１ ［１３］５．６節およびＪＴ－Ｑ２９７１［１

４］９．５節で定義されているように汎用エラー処理手順が適用される。しかしながら、ファシリティ情

報要素のオクテット５についてのエラー処理は、１．９．３．２節で規定される。ＡＰＤＵに関するエラー

処理は、１．９．４．２．４節で規定される。コネクションが解放されつつある場合、未処理の付加サー

ビスや付加的基本呼機能要求における取り扱いは、個別の付加サービスや付加的基本呼機能に関する標準

に対しての課題である。

ＴＴＣ注－ＡＰＤＵに関するエラー処理の参照節に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかな誤りがあるため訂

正した。
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1.9.1.2　ベアラ非依存転送メカニズム

　本節および１．９．１．３節と１．９．１．４節は、コネクションに関係しないＡＰＤＵの転送につい

て定義する。本標準は、標準ＪＴ－Ｑ２１３０ ［１５］に記述されるシグナリング用ＡＡＬコネクション

サービスを利用する。トランスポートのために用いられるメッセージ（すなわち、「ＣＯ－ＢＩ呼設定」

（CO-BI SETUP）メッセージ、「応答」（CONNECT）メッセージ、「ファシリティ」（FACILITY）メッ

セージおよび「解放」（RELEASE）メッセージ）は、アプリケーション型オペレーションＡＰＤＵを含む

ファシリティ情報要素を伝えてもよい。

　個々の転送メッセージ間の相互関連は、それぞれのメッセージの呼番号値によって規定される。

　ベアラ非依存転送機能は以下の２つに分類される。

－ コネクション型　（注）

－ コネクションレス型　（注）

注－コネクション型およびコネクションレス型の用語は、１．３節で定義される。

　本節の範囲内では、シグナリング用ＡＡＬサービスプリミティブは、プロトコルレイヤ間の通信を説明

するために使用され、実装についての規定や制約を意図するものではない。

1.9.1.3　コネクション型ベアラ非依存転送メカニズム

　本節では、ベアラコンテキストに依存しないシグナリング用エンティティ間のＡＰＤＵ転送を規定する

コネクション型サービスに関する手順について記述する。

　コネクション型ベアラ非依存トランスポートのためのプロトコル制御上の必要条件の記述には、本標準

の１．７．２．１．３節に定義される状態を使用する。
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1.9.1.3.1　「空」状態における動作

　発側トランスポートエンティティは、ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌによってベアラ非依存シグナリングコネ

クションの起動を要求された場合、以下の処理を実行する。

a) 信頼できるシグナリング用ＡＡＬコネクションが存在することを確認する。信頼できるシグナ

リング用ＡＡＬコネクションが存在しない場合、トランスポートエンティティは、標準ＪＴ－

Ｑ２１３０ ［１５］に記述された手順に従って信頼できるシグナリング用ＡＡＬコネクション

を設定する。

b) 適切なシグナリング用ＡＡＬコネクションにおいて、以下の情報のみを含む「ＣＯ－ＢＩ呼設

定」（CO-BI SETUP）メッセージを送信する。

－　標準ＪＴ－Ｑ２９３１ ［１３］４．３節に従って選択された呼番号

－　ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌより指示された場合は、１つまたは、複数のファシリティ情報要

素

－　いずれかのＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌエンティティより指示された場合は、１つまたは、複数

の通知識別子情報要素

注－さらに、「ＣＯ－ＢＩ呼設定」（CO-BI SETUP）メッセージを本標準の１．９．２節で記述されるよ

うに着番号情報要素、発番号情報要素および着サブアドレス情報要素を用いて拡張してもよい。

c) タイマＴ３０３を起動する。

d) 「発呼」状態に遷移する。

　着側トランスポートエンティティは、ベアラ非依存シグナリングコネクションの設定に関係する「ＣＯ

－ＢＩ呼設定」（CO-BI SETUP）メッセージを受信した場合、以下の処理を実行する。

i) 要求が有効であり、処理できる場合、ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌに対しコネクション要求を指示

し、「着呼」状態に遷移する。

ii) 要求が無効、もしくはＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌで受け入れられない場合、発側トランスポート

エンティティへ「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージを返送し、呼番号を解放し

て「空」状態を維持する。

1.9.1.3.2　｢着呼」状態における動作

　着側トランスポートエンティティは、ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌより指示された場合、発側トランスポー

トエンティティへ「呼設定受付」（CALL PROCEEDING）メッセージを返送し、「着呼受付」状態に遷移

する。

　着側トランスポートエンティティは、ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌより指示された場合、発側トランスポー

トエンティティへ「応答」（CONNECT）メッセージを返送し、「通信中」状態に遷移する。
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1.9.1.3.3　「発呼」状態における動作

　発側トランスポートエンティティは、着側トランスポートエンティティから「呼設定受付」（CALL

PROCEEDING）メッセージを受信した場合、タイマＴ３０３を停止し「発呼受付」状態に遷移する。

　発側トランスポートエンティティは、タイマＴ３０３が満了するまでに応答がない場合、ＧＦＴ－Ｃｏ

ｎｔｒｏｌへシグナリングコネクション要求の失敗を通知し、「空」状態に遷移する。

注１－前段のエンティティに対する任意のプロトコルシグナリングで使用できるよう、解放理由表示値＃

１０２“タイマ満了による回復”が通知される。

注２－「ＣＯ－ＢＩ呼設定」（CO-BI SETUP）メッセージを受信したＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌが、コネク

ション型手順を提供してない場合、且つメッセージ種別情報要素内の動作指示表示が特段の動作を

示さない場合は、着側は理由表示＃８１“無効呼番号”を含む「解放完了」（RELEASE COMPLETE）

メッセージを返送する。この場合、１．９．１．３．８節に従ったコネクション解放を開始する。

1.9.1.3.4　「着呼受付」状態における動作

　ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌからベアラ非依存シグナリングコネクションを設定したという通知を受信した

とき、着側トランスポートエンティティは「応答」（CONNECT）メッセージを送信し、「通信中」状態に

遷移する。

　「応答」（CONNECT）メッセージは以下を含む。

　－　ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌにより指示された場合は、１つまたは複数のファシリティ情報要素

　－　いずれかのＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌエンティティにより指示された場合は、１つまたは複数の通知識

別子情報要素

1.9.1.3.5　「発呼受付」状態における動作

　着側トランスポートエンティティから「応答」（CONNECT）メッセージを受信したとき、発側トランス

ポートエンティティはシグナリングコネクションが設定されたことをＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌに通知し、

「通信中」状態に遷移する。

1.9.1.3.6　「通信中」状態における動作

　「通信中」状態では「ファシリティ」（FACILITY）メッセージを送信もしくは受信することができる。
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1.9.1.3.7　コネクションの解放

　トランスポートエンティティは、ベアラ非依存シグナリングコネクションの解放を、ＧＦＴ－Ｃｏｎｔ

ｒｏｌによって要求されたとき、以下の処理を実行する。

　－　「解放要求」状態の場合、ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌからの要求は無視する。または

　－　他のトランスポートエンティティ状態の場合、適切な理由表示値をともなった「解放」（RELEASE）

メッセージを送信し、タイマＴ３０８を開始し、「解放要求」状態に遷移する。

　トランスポートエンティティは、ベアラ非依存シグナリングコネクションを解放するように、ローカル

で決定した場合には（例えば、プロトコルエラーが原因）、「解放要求」状態でなければ、シグナリング

コネクションが解放されたことをＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌに通知し、「解放」（RELEASE）メッセージを

送信し、タイマＴ３０８を開始し、「解放要求」状態に遷移する。

　「解放」（RELEASE）メッセージは以下を含む。

－　適切な理由表示値

－　ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌにより指示された場合は、１つまたは複数のファシリティ情報要素

－　いずれかのＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌエンティティにより指示された場合は、１つまたは複数の通知

識別子情報要素

　「解放要求」状態以外のどの状態においても「解放」（RELEASE）メッセージを受信したら、トランス

ポートエンティティは、シグナリングコネクションが解放されたことのＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌへの通知、

全てのタイマの停止、「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージの送信、呼番号の解放を行なっ

た後、「空」状態に遷移する。

　「解放要求」状態以外のどの状態においても「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージを受信

したら、トランスポートエンティティは、シグナリングコネクションが解放されたことのＧＦＴ－Ｃｏｎ

ｔｒｏｌへの通知、全てのタイマの停止、「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージの送信、呼

番号の解放を行なった後、「空」状態に遷移する。

1.9.1.3.8　「解放要求」状態における動作

　「解放」（RELEASE）メッセージもしくは「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージを受信し

たら、トランスポートエンティティはタイマＴ３０８の停止、呼番号の解放を行なった後、「空」状態に

遷移する。

　タイマＴ３０８が第一回目の満了となった場合、「解放」（RELEASE）メッセージを再送し、さらに、

タイマＴ３０８を再開始する。タイマＴ３０８が第二回目満了の場合、トランスポートエンティティは呼

番号を解放し、「空」状態に遷移する。
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1.9.1.3.9　コネクション型ベアラ非依存シグナリングコネクションに関連するＡＰＤＵの転送

　ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌによって指示されたとき、汎用ファンクショナルデータはファシリティ情報要

素に含まれて、シグナリングトランザクションの設定もしくは解放のためベアラ非依存制御メッセージを

送信する時はそれに含めて、もしくは、「通信中」状態であれば「ファシリティ」（FACILITY）メッセー

ジで転送される。

　転送メカニズムはファシリティ情報要素内の受信した全ての有効な汎用ファンクショナルデータ及びプ

ロトコルプロファイル値をＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌへ転送し、ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌで規定された手順

（１．９．３節を参照）を適用する。

1.9.1.3.10　通知の転送

　ベアラ非依存通知の引き渡しは、コネクション型転送メカニズムの通信中の呼番号を使用する。つまり、

設定の開始（すなわち、「ＣＯ－ＢＩ呼設定」（CO-BI SETUP）メッセージ）から、解放の開始（すなわ

ち、「解放」（RELEASE）メッセージ）まで呼番号は使用中である。

　通知の引き渡しが設定または解放と同時に起きる場合、通知情報はベアラ非依存制御メッセージで運ば

れる。他の全ての場合、通知情報は「通知」（NOTIFY）メッセージで転送される。加えて「通知」（NOTIFY）

メッセージは「ＣＯ－ＢＩ呼設定」（CO-BI SETUP）メッセージに対する最初のレスポンスが送信または

受信された後で、かつ呼番号の解放が始まる前にＤＳＳ２エンティティにより送信または受信されうる。

　通知が網により受信された場合、網は通知の内容が有効なコーディングであることをオプションとして

確認する。そしてその呼に関与している相手ユーザに通知を転送する。

　「通知」（NOTIFY）メッセージの送信または受信の後、インタフェースのどちら側でも状態変化はない。

　受信側のＣＯ－ＢＩトランスポートエンティティが、関連するＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌエンティティを持

たないとき、すなわち、ＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌ間で関係がまだ存在しないとき、受信したメッセージの結

果としても関係が生成されないとき、または関係が消滅していたとき、受信した通知は破棄される。

1.9.1.3.11　プロトコルエラー処理

　標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］５．６節が以下の修正とともに適用される。

　－　ＶＣＩとＶＰＣＩの扱いに関連する動作は、適用できない。

　－　「呼設定確認」（SETUP ACKNOWLEDGE）、「呼出」（ALERTING）、「経過表示」（PROGRESS）

メッセージ（標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］で定義）はどの状態で受信されても（「空」状態を除

く、この場合には無効呼番号エラー手順が適用される）、標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］５．６．

４節に従って期待しないまたは認識できないメッセージとして扱う。

　これらの一般エラー処理手順はファシリティ情報要素のオクテット１から４に適用される。オクテット

５のエラー処理は１．９．３．２節に規定される。

　ベアラ非依存コネクション状態情報の生成と要求には、標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］５．６．１１節

が適用される。
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1.9.1.4　コネクションレス型ベアラ非依存転送メカニズム

1.9.1.4.1　通常動作

　コネクションレス型転送メカニズムは「ファシリティ」（FACILITY）メッセージを基本としている。但

し、コネクションレス型転送メカニズムは標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］４．３節で規定されているダミー

呼番号値のみを使用する。

　データが送信される前にトランスポートエンティティは、信頼できるシグナリング用ＡＡＬコネクショ

ンの設定を最初に確認しすでに利用可能でない場合、標準ＪＴ－Ｑ２１３０［１５］で記述しているシグ

ナリング用ＡＡＬ－設定－要求プリミティブを使用して設定する。このコネクションの設定完了は、シグ

ナリング用ＡＡＬ－設定－確認プリミティブにより表示される。

  「ファシリティ」（FACILITY）メッセージは“ユーザ”情報、すなわちファシリティ情報要素のＡＰＤ

Ｕ構造を運ぶために使用されている。

注－加えて、「ファシリティ」（FACILITY）メッセージも本標準の１．９．２節で記述される着番号情報

要素、発番号情報要素、着サブアドレス情報要素とともに拡張されうる。

　ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌにより指示されたとき、トランスポートエンティティは汎用ファンクショナル

データを一つもしくは複数のファシリティ情報要素に含め、この情報を「ファシリティ」（FACILITY）メッ

セージに含めて転送する。

　トランスポートエンティティは、ファシリティ情報要素内の受信したの全ての有効な汎用ファンクショ

ナルデータ及びプロトコルプロファイル値をＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌへ転送し、ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌ

で規定された手順（１．９．３節を参照）が適用される。

1.9.1.4.2　例外手順

　メッセージ動作指示表示がエラー処理の結果として、受信された「ファシリティ」（FACILITY）メッセー

ジに適用される場合、受信側は“呼解放”と“廃棄および状態報告”を、“廃棄および無視”を受信したも

のとして扱う。

　動作指示表示が受信した情報要素に適用される場合、受信側は“呼解放”と“メッセージ廃棄および状

態報告”を、“メッセージ廃棄および無視”を受信したものとして扱う。

　「ファシリティ」（FACILITY）メッセージを受信したときにファシリティ情報要素が含まれていない場

合には、受信エンティティはその「ファシリティ」（FACILITY）メッセージを廃棄する。

　オクテット１から４に有効でない内容のファシリティ情報要素が含まれた「ファシリティ」（FACILITY）

メッセージを受信した場合、そのファシリティ情報要素と「ファシリティ」（FACILITY）メッセージは無

視され、そして「ファシリティ」（FACILITY）メッセージの内容については何も行なわない。

　期待されていない情報要素、認識できない情報要素、または内容の誤ったオプションの情報要素を含む

「ファシリティ」（FACILITY）メッセージを受信した場合でかつ明白な動作が適用されない場合、その情

報要素は無視され、そのメッセージと、認識でき有効な内容の情報要素とで動作が行なわれる。
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　シグナリング用ＡＡＬ－解放－表示プリミティブによりシグナリング用ＡＡＬコネクションが解放され

た、もしくはシグナリング用ＡＡＬ－設定－表示プリミティブにより自発的にシグナリング用ＡＡＬコネ

クションが初期化されたという表示をトランスポートエンティティが受信した場合、付加サービスもしく

は付加的基本呼機能に影響を与えるような手順は本標準の範囲外である。

注－レイヤ２エラー処理は付加サービスや付加的基本呼機能に依存しており、それらはこの節を参照して

別の標準で記述されている。

1.9.2　ＡＰＤＵのアドレッシング

1.9.2.1　ローカルアドレッシング

　本標準の本節においては、通信は完全にローカルである。つまりユーザにおけるＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌ

エンティティと網内のＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌエンティティとの間にアソシエーションが存在する。しかし、

複数のＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌエンティティがユーザ内に存在する可能性もあり、これらの識別およびアド

レッシングは、複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）あるいはサブアドレス付加サービス（ＳＵＢ）の

どちらかによって実行される。図１－４／ＪＴ－Ｑ２９３２．１に、上記の複数の端末アプリケーション

のための関連するアーキテクチャを示す。

ＳＡＡＬ

網 ユーザ１ ユーザ２ ユーザ３

ＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌ

ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌ

転送メカニズム

ＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌ

ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌ

転送メカニズム

ＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌ

ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌ

転送メカニズム

ＳＡＡＬ

ＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌ

ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌ

転送メカニズム

番号＝Ａ

サブアドレス＝Ｘ

番号＝Ａ

サブアドレス＝Ｙ

番号＝Ｂ

図１－４／ＪＴ－Ｑ２９３２．１

(ITU-T Q.2932.1)

複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）およびサブアドレス付加サ

ービス（ＳＵＢ）の使用に関連したプロトコルアーキテクチャ

　必要なローカルアドレスは全て、ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌによって適切なトランスポートエンティティ

に提供される。

1.9.2.2　複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）が適用される場合の追加トランスポート手順

1.9.2.2.1　ベアラ関連転送メカニズム

　複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９５１．２［１１］に記述されてい

るように、ベアラにのみ適用される。
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1.9.2.2.2　コネクション型ベアラ非依存転送メカニズム

　発ユーザは、「ＣＯ－ＢＩ呼設定」（CO-BI SETUP）メッセージの中に発番号情報要素を含むことが出

来る。発番号情報要素のコーディングは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９５１．２［１１］２．９．１．１節の

「呼設定」（SETUP）メッセージで規定されているのと同じ要求条件に従う。

　発側網が「ＣＯ－ＢＩ呼設定」（CO-BI SETUP）メッセージにおける発番号情報要素を受信すると、網

は基本呼に関してＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９５１．２［１１］２．９．１．１節に規定されているのと同じ

手順を発番号情報要素に適用する。

　着側網は、「ＣＯ－ＢＩ呼設定」（CO-BI SETUP）メッセージに着番号情報要素を含むことが出来る。

着番号情報要素のコーディングは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９５１．２［１１］２．９．２．１節の「呼設

定」（SETUP）メッセージで規定されているのと同じ要求条件に従う。

　着ユーザが「ＣＯ－ＢＩ呼設定」（CO-BI SETUP）メッセージにおける着番号情報要素を受信すると、

ユーザは、基本呼に関してＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９５１．２［１１］２．９．２．２節に規定されている

のと同じ手順を着番号情報要素に適用する。

ＴＴＣ注－参照している他の勧告の節番号に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかな誤りがあるため訂正した。

1.9.2.2.3　コネクションレス型ベアラ非依存転送メカニズム

　発ユーザは、「ファシリティ」（FACILITY）メッセージの中に発番号情報要素を含むことが出来る。発

番号情報要素のコーディングは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９５１．２［１１］２．９．１．１節における「呼

設定」（SETUP）メッセージで規定されているのと同じ要求条件に従う。

　発側網が「ファシリティ」（FACILITY）メッセージの発番号情報要素を受信すると、網は、基本呼に関

してＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９５１．２［１１］２．９．１．１節に規定されているのと同じ手順を発番号

情報要素に適用する。

　着側網は、「ファシリティ」（FACILITY）メッセージの中に着番号情報要素を含むことが出来る。着番

号情報要素のコーディングは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９５１．２［１１］２．９．２．１節における「呼

設定」（SETUP）メッセージのために規定されているのと同じ要求条件に従う。例外としてプロトコルは

何も返ってこない。

　着ユーザが「ファシリティ」（FACILITY）メッセージにおける着番号情報要素を受信すると、ユーザは、

基本呼に関してＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９５１．２［１１］２．９．２．２節に規定されているのと同じ手

順を着番号情報要素に適用する。

ＴＴＣ注－参照している他の勧告の節番号に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかな誤りがあるため訂正した。
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1.9.2.3　サブアドレス付加サービス（ＳＵＢ）が適用される場合の追加トランスポート手順

1.9.2.3.1　ベアラ関連転送メカニズム

　サブアドレス付加サービス（ＳＵＢ）は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９５１．８［１２］に規定されている

ようにベアラにのみ適用される。

1.9.2.3.2　コネクション型ベアラ非依存転送メカニズム

　着側網は、「ＣＯ－ＢＩ呼設定」（CO-BI SETUP）メッセージの中に、着サブアドレス情報要素を含む

ことが出来る。着サブアドレス情報要素のコーディングは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９５１．８［１２］８．

９．２．１節にある「呼設定」（SETUP）メッセージのための規定と同じ要求条件に従う。

着ユーザが、「ＣＯ－ＢＩ呼設定」（CO-BI SETUP）メッセージの中の着サブアドレス情報要素を受信

すると、ユーザは基本呼に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９５１．８［１２］８．９．２．２節に規定さ

れているのと同じ手順を着サブアドレス情報要素に適用する。

1.9.2.3.3　コネクションレス型ベアラ非依存転送メカニズム

　着側網は、「ファシリティ」（FACILITY）メッセージの中に着サブアドレス情報要素を含むことがある。

着サブアドレス情報要素のコーディングは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９５１．８［１２］８．９．２．１節

にある「呼設定」（SETUP）メッセージのための規定と同じ要求条件に従う。例外として、プロトコルは

何も返ってこない。

　着ユーザが「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ中の着サブアドレス情報要素を受信すると、着ユー

ザは、基本呼に関してＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９５１．８［１２］８．９．２．２節に規定されているのと

同じ手順を着サブアドレス情報要素に適用する。

ＴＴＣ注－参照している他の勧告の節番号に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかな誤りがあるため訂正した。

1.9.3　ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌ

　本節では、ローカルなアドレッシングのみがサポートされるときのＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌのための限

定された手順を示す。
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1.9.3.1　汎用ファンクショナルデータの転送

　ＲＯＳＥ、あるいは他のＡＳＥが汎用ファンクショナルデータを転送するために必要なとき、ＧＦＴ－

Ｃｏｎｔｒｏｌに示される。ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌは

－ ＲＯＳＥ 、あるいは他のＡＳＥによって提供される情報から、要求される転送メカニズムを決

定する。

－ 要求される転送メカニズムが汎用ファンクショナルデータを転送する状態にあることを確かめ

る。

－ 新しくコネクション型ベアラ非依存転送メカニズムを設定するとき、「呼設定受付」（CALL

PROCEEDING）メッセージ受信の表示を転送メカニズムから受信すると、ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒ

ｏｌは、タイマＴ３１０を開始する。ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌから、「応答」（CONNECT）

メッセージ受信の表示を受信すると、ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌは、タイマＴ３１０を停止する。

タイマＴ３１０が満了すると、適切なＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌに、汎用ファンクショナルデータ

送信の失敗を通知する。

注－前段のエンティティに対する任意のプロトコルシグナリングで使用できるよう、解放理由

表示値＃１０２“タイマ満了による回復”が通知される。

－ 適切な転送メカニズムに対して、汎用ファンクショナルデータの転送を要求するＡＳＥの種別

に基づいて汎用ファンクショナルデータとプロトコルプロファイルを提供する。特に、本標準

の規定範囲におけるローカルアドレッシングのためのＲＯＳＥの提供については、プロトコル

プロファイルは“リモートオペレーションプロトコル”に設定される。

－ ファシリティ情報要素内の動作指示表示を示す。

注－ファシリティ情報要素内の動作指示表示の主な機能は、汎用ファンクショナルプロトコル

がサポートされないときの修正動作を示すことである。

－ 複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）あるいはサブアドレス付加サービス（ＳＵＢ）のため

必要なアドレスを示す。

　ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌが汎用ファンクショナルデータの転送を提供できないとき、このことをＲＯＳ

Ｅあるいは他の適切なＡＳＥに示す。

1.9.3.2　汎用ファンクショナルデータの受信

　転送メカニズムはファシリティ情報要素を受信すると、ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌに示す。

ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌは、プロトコルプロファイルをチェックし、それが有効であった場合、この情

報を適切なＡＳＥに示す。特に、プロトコルプロファイルが“リモートオペレーションプロトコル”に設

定されている場合、 ＲＯＳＥ ＡＳＥに示す。プロトコルプロファイルが予約された値に設定されている

かあるいはサポートされていないプロトコルプロファイルの値に設定されている場合、汎用ファンクショ

ナルデータは廃棄され、標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］５．６．８．２節あるいは５．７．２節で規定さ

れている認識されない情報要素内容のための手順が、適切な転送メカニズムにおいて実行される。標準Ｊ

Ｔ－Ｑ２９３１［１３］５．６．８．２節および５．７．２節におけるエラー処理手順は、ファシリティ

情報要素のオクテット１からオクテット５までのエラーに対してのみ適用される。後続のオクテットにお

けるエラーは、適切なＲＯＳＥ手順によって処理される。
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1.9.4　リモートオペレーション手順

1.9.4.1　概説

　汎用ファンクショナルプロトコルは、汎用ファンクショナルデータ交換の手段を提供し、ＲＯＳＥ（Ｉ

ＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９［３］及びＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．８８０［１９］参照）の実現として規定されてい

る。

1.9.4.2　オペレーションのための手順

　本節のオペレーションのための手順の仕様は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２２９［２］あるいはＩＴＵ－Ｔ勧

告Ｘ．８８０［１９］の手順の要素の定義に従っているが、本標準のファシリティ情報要素の範囲内での

アプリケーションのために規定される要素のみを使用する。さらに、本節ではエラー手順に関してＲＯＳ

Ｅへの拡張を含んでいる。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２２９［２］及びＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．８８０［１９］は、

リモートオペレーション手順の整合のとれた仕様を提供しており、いずれを適用するかは、ＡＳ－Ｃｏｎ

ｔｒｏｌエンティティによるリモートオペレーションの規定のために使用された抽象的構文の版数に依存

する。

　オペレーションのための手順は、ＤＳＳ２プロトコルの転送メカニズムの使用を通しての同位プロトコ

ル機構間の相互作用に関して定義されている。オペレーションプロトコルは次の手順からなる。

　－　インボケーション

　－　リターンリザルト

　－　リターンエラー

　－　リジェクト

　適切なＡＰＤＵのコーディング、内容、そして構成は、本標準の１．８．２節に定義されている。特定

オペレーションによってはリターンリザルトおよびリターンエラーＡＰＤＵを、適用することができる。

これは、個々のアプリケーションの標準内に規定されている。

　以降の節では、これらのＡＰＤＵの手順の要約が、本標準への適用可能な限り示されている。

1.9.4.2.1　インボケーション

　アプリケーションエンティティ（起動側）は、他方のアプリケーションエンティティ（実行側）によっ

て行われるオペレーションを起動するためにインボケーション手順を使用する。インボケーション手順は、

付表Ａ．１－１／ＪＴ－Ｑ２９３２．１に記述されたインボークＡＰＤＵを使用する。インボークＡＰＤ

Ｕは、適切な転送メッセージ（例えば、呼／コネクション制御メッセージ、パーティ制御メッセージ、ベ

アラ非依存制御メッセージ、又は「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ）内で送られたファシリティ

情報要素内でリモート同位エンティティに向かって送信される。

　オペレーション値は、起動されるオペレーション、例えば、特定付加サービス、特定付加サービスの一

部、または汎用ファンクションを識別するために使用される。

　インボーク識別子は、ＲＯＳＥ－起動サービス（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９［３］１０．１節）の要求

を識別し、対応する応答にこの要求を関連付けるために使用される。その値は起動側で割り当てられる。
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　インボーク識別子は、ある呼番号値の中で意味を持つ。値（インボーク識別子、呼番号、シグナリング

用ＡＡＬコネクションエンドポイント識別子）は、ユニークにオペレーションのインスタンスを識別する。

この点に関してダミー呼番号は、呼番号と同様に扱われる。

　インボーク識別子値は、このインボーク識別子により識別されたインボケーションに関する応答が期待

されている限り、再利用されない。

　リンク識別子は、起動オペレーションが子オペレーションであり、リンクされた親オペレーションをこ

のパラメータで識別する時に、ＲＯＳＥ－起動サービス（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９［３］１０．１節）

の中で使用される。

1.9.4.2.2　リターンリザルト

　ＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌエンティティ（実行側）は、成功したオペレーションの結果を他方のＡＳ－Ｃｏ

ｎｔｒｏｌエンティティ（起動側）に転送することを要求するため、リターンリザルト手順を使用する。

リターンリザルト手順は、付表Ａ．１－１／ＪＴ－Ｑ２９３２．１で記述されたリターンリザルトＡＰＤ

Ｕを使用する。

　リターンリザルトＡＰＤＵは、適切な転送メッセージ内のファシリティ情報要素でリモート同位エン

ティティに向かって送信される。

1.9.4.2.3　リターンエラー

　ＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌエンティティ（実行側）は、失敗したオペレーションの場合にエラー情報を他方

のＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌエンティティ（起動側）に転送することを要求するため、リターンエラー手順を

使用する。リターンエラー手順は、付表Ａ．１－１／ＪＴ－Ｑ２９３２．１に記述されたリターンエラー

ＡＰＤＵを使用する。

　リターンエラーＡＰＤＵは、適切な転送メッセージ内のファシリティ情報要素でリモート同位エンティ

ティに向かって送信される。

1.9.4.2.4　リジェクト

　ＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌエンティティは、他方のＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌエンティティの要求（インボケー

ション）または応答（リザルト又はエラー）を拒否するために、リジェクト手順を使用する。

　リジェクト手順は、受信した要求あるいは応答が受信ＡＰＤＵでエラー（例えば、誤ったＡＰＤＵまた

は認識されないオペレーション）のために処理できない時に受信側で使われる。リジェクトＡＰＤＵを受

信したことで、リジェクト手順を開始しない。

さらに、リジェクトコンポーネントは、また、アプリケーションに適用するのと同じ理由のためにＲＯ

ＳＥによって生成されるかもしれない。

　リジェクト手順は、付表Ａ．１－１／ＪＴ－Ｑ２９３２．１で記述したリジェクトＡＰＤＵを使用し、

付表１－１１／ＪＴ－Ｑ２９３２．１に規定したプロブレムの定義を使用する。リジェクトＡＰＤＵは、

適切な転送メッセージ内のファシリティ情報要素でリモート同位エンティティに向かって送信される。
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表１－１１／ＪＴ－Ｑ２９３２．１  プロブレムコード定義

(ITU-T Q.2932.1)

一般プロブレム

・認識されないＡＰＤＵ そのタイプ識別子によって明示されるＡＰＤＵのタイプが、付属資

料Ａ（本標準のＡ．１章）に定義されている４個の中にないことを

意味する。

・誤ったＡＰＤＵ ＡＰＤＵの構成が、付属資料Ａ（本標準のＡ．１章）に適合しない

ことを意味する。

・誤った構成のＡＰＤＵ ＡＰＤＵの構成が、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８［６］、Ｘ．２０９

［７］及びＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．６８０［８］、Ｘ．６９０［９］に

定義されている標準の表示法及びコーディング法に適合しないこと

を意味する。

インボークプロブレム

・重複しているインボケーション インボーク識別子パラメータが、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９［３］

の割当て規則からはずれていることを意味する。

・認識されないオペレーション ユーザと網の間で合意されていないオペレーションであることを意

味する。

・誤ったアーギュメント ユーザと網の間で合意されていないオペレーションアーギュメント

の種別であることを意味する。（注２）

・リソース制限 実行すべきユーザまたは網が、リソース制限により、起動されたオ

ペレーションの実行をできないことを意味する。

・イニシエータ解放 アプリケーションが、コネクション型転送メカニズムを解放しよう

としているので起動されたオペレーションを実行することを望んで

いない。

・認識されないリンク識別子 規定されたリンク識別子と等しいインボーク識別子に関して、進行

中のオペレーションが無いことを意味する。

・期待されないリンク応答 リンク識別子により参照された起動オペレーションは、親オペレー

ションでないことを意味する。

・期待されない子オペレーション 起動された子オペレーションは、リンク識別子により参照された起

動親オペレーションが許容したものでないことを意味する。

リターンリザルトプロブレム

・認識されないインボケーション 指定されたインボーク識別子をもったオペレーションは進行してい

ないことを意味する。

・期待されないリザルト応答 起動オペレーションが結果の報告をしないことを意味する。

・誤ったリザルト ユーザと網の間で合意されていないリザルトパラメータの種別であ

ることを意味する。（注２）

リターンエラープロブレム

・認識されないインボケーション 指定されたインボーク識別子をもったオペレーションは進行してい

ないことを意味する。

・期待されないエラー応答 起動オペレーションが失敗の報告をしないことを意味する。

・認識されないエラー 報告されたエラーは、ユーザと網の間で合意されていないことを意

味する。

・期待されないエラー 報告されたエラーは、起動オペレーションが報告できるものでない

ことを意味する。

・誤ったパラメータ ユーザと網の間で合意されていないエラーパラメータの種別である

ことを意味する。（注２）

注１－上記の定義は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２２９［９］７．４．４．２節と７．５．４．２節に適合

している。

注２－オプションでもなく、かつ割り当てられたデフォルト値を持たない全ての値（データ要素）を

正しく受信した場合は、このプロブレムを使用しない。（１．８．２．２．２節参照）
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1.9.4.2.5　データタイプの形式的な定義

オペレーション（OPERATION）とエラー（ERROR）マクロの形式的な定義は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２

１９［３］の図４／Ｘ．２１９で定義されており、抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）マクロ概念を使用して

抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）で記述されている。これらのマクロは必要とするオペレーションとエラー

を定義するための個別付加サービスの標準で使用される。

注－本定義は付録Ⅲに転載されている。

1.10　私設ＩＳＤＮとのインタワーキング手順

1.10.1　ＡＰＤＵ転送メカニズム

オペレーションの転送機能は、標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］で規定されるＤＳＳ２メッセージによる

ＡＰＤＵのやりとりによって行われる。

付加サービスあるいは付加的基本呼機能プロトコル（ファシリティ情報要素を使用する）は、コネクショ

ンに関連させる場合には、存在しているベアラ関連呼番号を使用し、そうでなければ、ベアラ非依存呼番

号を使用する。

1.10.1.1　ベアラ関連転送

本手順は、１．９．１．１節で規定される。

1.10.1.2　ベアラ非依存転送メカニズム

１．９．１．２節で規定される２つの転送メカニズム、すなわち、コネクション型ベアラ非依存転送メ

カニズムやコネクションレス型ベアラ非依存転送メカニズムが適用される。

注－私設ＩＳＤＮのインタワーキングのための特有な手順のために、コネクション型転送メカニズムを

使用することが推奨される。しかしながら、これはアプリケーションに依存するものであり、また、

この標準の手順を使用して個々の標準において規定する。

1.10.1.3　コネクション型ベアラ非依存転送メカニズム

１．９．１．３節の手順を適用する。

1.10.1.4　コネクションレス型ベアラ非依存転送メカニズム

１．９．１．４節の手順を適用する。

1.10.2　ＡＰＤＵのアドレッシング

１．９．２．１節の手順を適用する。複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）やサブアドレス付加サー

ビス（ＳＵＢ）のための手順は、私設ＩＳＤＮとのインタワーキングのためのＴ
Ｂ
参照点に適用できない。

1.10.3　ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌ

本節では、ローカルアドレッシングのみがサポートされるときのＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌのための限定

された手順を示す。

１．９．３節の手順を適用する。
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1.10.4　汎用ファンクショナルプロトコル

１．９．４節の手順を適用する。

1.11　他網との相互作用

本節では、インタワーキングユニットを介したＤＳＳ２と他のアクセスプロトコル（例：ＤＳＳ１）と

のインタワーキングのための手順を示す。それゆえに、より複雑な機能が介在する場合の可能かつ適切な

マッピングを示す。

1.11.1　Ｎ－ＩＳＤＮとのインタワーキング

Ｎ－ＩＳＤＮとのインタワーキングにおいて２つの手段が存在する。第１では汎用ファンクショナルプ

ロトコルが完全に終端される。第２では汎用インタワーキング機能が提供される。

インタワーキング機能は１．１１．１．１節の手順、または、１．１１．１．２節の手順を提供する。

手順はケースバイケースで選択することはできない。

注－１．１１．１．２節はより簡易な機能を提供しているが、インタワーキング機能の中でインタワー

クする事を望む汎用ファンクショナルプロトコルを使用している全ての付加サービスや付加的基本

呼機能が、ＤＳＳ１とＤＳＳ２双方のプロトコルにおいて等価な手順上の必要条件と等価な抽象及

び具体的構文の定義を持つときのみ、この機能を使用することが可能である。これらの条件が適用

されない時には、１．１１．１．１節を使用する。
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1.11.1.1　汎用ファンクショナルプロトコルの完全な終端

　図１－５／ＪＴ－Ｑ２９３２．１に、このインタワーキングメカニズムのプロトコルアーキテクチャ

を示す。

図１－５／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　完全に終端するインタワーキング

(ITU-T Q.2932.1)

この状態において、汎用ファンクショナルプロトコルはインタワーキングユニットにおいて完全に終端

している。それにより、インタワーキングの必要条件はＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌエンティティの必要条件を

与えているＴＴＣ標準またはＩＴＵ－Ｔ勧告の仕様により規定される。したがって、これらの手順は本標

準の範囲外である。インタワーキング機能の中のＤＳＳ２側では、本標準の１．９節及び１．１０節を適

切に適用する。
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GFT-Control

トランスポート

SAAL

AS-Control

ROSE

GFT-Control

トランスポート

SAAL

インタワーキング機能

DSS1 DSS2
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1.11.1.2　汎用インタワーキング機能

1.11.1.2.1　アーキテクチャ

図１－６／ＪＴ－Ｑ２９３２．１に、このインタワーキングメカニズムのプロトコルアーキテクチャを

示す。

図１－６／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　汎用インタワーキング

(ITU-T Q.2932.1)

この形態のインタワーキングが行われる場合、ＤＳＳ１とＤＳＳ２の両方の付加サービス手順及び他の

機能性は、転送メカニズムを除いて同一である。双方のプロトコルでは、同じ付加サービスや機能に関し

ては同じオペレーションとエラーの値が使用される。

個々の転送メカニズムのインタワーキングのための手順は、次節で与えられる。

1.11.1.2.2　ベアラ関連転送メカニズム

全てのマッピングは、標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］６章で記述されているものに加えて、ファシリティ

情報要素が全てのマッピングされたメッセージ内に含まれる様に実行される。

加えて、ＤＳＳ２からＤＳＳ１へのマッピングには表１－１２／ＪＴ－Ｑ２９３２．１に示されるマッピ

ングが適用される。

DSS1 DSS2

AS-Control

ROSE

GFT-Control

トランスポート

SAAL

AS-Control

JT-Q932

JT-Q921

インタワーキング機能

トランスポート

SAALJT-Q921

JT-Q932
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表１－１２／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　ＤＳＳ２からＤＳＳ１へのマッピング

(ITU-T Q.2932.1)

ＤＳＳ２メッセージ ＤＳＳ１メッセージ

「ファシリティ」    

（FACILITY）

「ファシリティ」

（FACILITY）

　加えて、ＤＳＳ１からＤＳＳ２へのマッピングには表１－１３／ＪＴ－Ｑ２９３２．１に示されるマッ

ピングが適用される。

表１－１３／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　ＤＳＳ１からＤＳＳ２へのマッピング

(ITU-T Q.2932.1)

ＤＳＳ１メッセージ ＤＳＳ２メッセージ

「ファシリティ」    

（FACILITY）

「ファシリティ」

（FACILITY）

　ＤＳＳ２のファシリティ情報要素は、第２オクテットを削除し、情報長表示を調整することで、内容へ

の他の変更を生じる事なくＤＳＳ１のファシリティ情報要素にマッピングされる。

　ＤＳＳ１のファシリティ情報要素は、第２オクテットを挿入し、情報長表示フィールドを１オクテット

から２オクテットに変更し、それに応じて情報長を調整することで、内容への他の変更を生じる事なくＤ

ＳＳ２のファシリティ情報要素にマッピングされる。第２オクテット内のフラグビットは０に設定される。

すなわち、標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］５．６節で定義されている通常のエラー処理手順が適用される。

1.11.1.2.3　コネクション型ベアラ非依存メカニズム

　以下のマッピングは汎用ファンクショナルデータのローカルな転送にのみ適用される。ＤＳＳ２からＤ

ＳＳ１へのマッピングに対しては、表１－１４／ＪＴ－Ｑ２９３２．１に示されるマッピングが適用され

る。
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表１－１４／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　ＤＳＳ２からＤＳＳ１へのマッピング

(ITU-T Q.2932.1)

ＤＳＳ２メッセージ ＤＳＳ１メッセージ

「ＣＯ－ＢＩ呼設定」

（CO-BI SETUP）（注１）

「登録」

（REGISTER）

「呼設定受付」

（CALL PROCEEDING）

マッピングされない

「応答」（CONNECT） 「ファシリティ」

（FACILITY）（注３）

「ファシリティ」

（FACILITY）

「ファシリティ」

（FACILITY）

「解放」

（RELEASE）（注２）

「解放完了」

（RELEASE COMPLETE）

「解放完了」

（RELEASE COMPLETE）

「解放完了」

（RELEASE COMPLETE）（注４）

「通知」

（NOTIFY）（注５）

マッピングされない

注１－「呼設定受付」（CALL PROCEEDING） メッセージと「応答」（CONNECT）メッセージは、共に

インタワーキング機能によってＤＳＳ２エンティティに返送される。

注２－「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージもまたインタワーキング機能によってＤＳＳ２

エンティティに返送される。

注３－「応答」（CONNECT）メッセージがファシリティ情報要素を含む場合のみマッピングが行われる。

注４－ＤＳＳ２の「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージが最初の解放メッセージである場合

のみマッピングが発生する。

注５－このメッセージがＤＳＳ２からＤＳＳ１へのインタワーキングシナリオで発生することは予期され

ていない。

　ＤＳＳ１からＤＳＳ２へのマッピングに対しては、表１－１５／ＪＴ－Ｑ２９３２．１に示されるマッ

ピングが適用される。
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表１－１５／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　ＤＳＳ１からＤＳＳ２へのマッピング

(ITU-T Q.2932.1)

ＤＳＳ１メッセージ ＤＳＳ２メッセージ

「登録」

（REGISTER）

「ＣＯ－ＢＩ呼設定」

（CO-BI SETUP）

「ファシリティ」

（FACILITY）

「ファシリティ」

（FACILITY）

「解放完了」

（RELEASE COMPLETE）

「解放」

（RELEASE）

　表１－１４／ＪＴ－Ｑ２９３２．１と表１－１５／ＪＴ－Ｑ２９３２．１で示されるマッピングには以

下の情報要素がいずれの方向にもマッピングされる。

－　ファシリティ情報要素

－　着番号情報要素

－　着サブアドレス情報要素

－　通知識別子情報要素

　ＤＳＳ２プロトコルに含まれる以下の情報要素の内容は廃棄される。

－　発番号情報要素

　ＤＳＳ２のファシリティ情報要素は、第２オクテットを削除し、情報長表示を調整することで、内容へ

の他の変更を生じる事なくＤＳＳ１のファシリティ情報要素にマッピングされる。

　ＤＳＳ１のファシリティ情報要素は、第２オクテットを挿入し、情報長表示フィールドを１オクテット

から２オクテットに変更し、それに応じて情報長を調整することで、内容への他の変更を生じる事なくＤ

ＳＳ２のファシリティ情報要素にマッピングされる。第２オクテット内のフラグビットは０に設定される。

すなわち、標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］５．６節で定義されている通常のエラー処理手順が適用される。

　他の情報要素は標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］６章で定義されている様にマッピングされる。

1.11.1.2.4　コネクションレス型ベアラ非依存メカニズム

　ＤＳＳ２からＤＳＳ１へのマッピングに対しては、表１－１６／ＪＴ－Ｑ２９３２．１に示されるマッ

ピングが適用される。
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表１－１６／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　ＤＳＳ２からＤＳＳ１へのマッピング

(ITU-T Q.2932.1)

ＤＳＳ２メッセージ ＤＳＳ１メッセージ

「ファシリティ」    

（FACILITY）

「ファシリティ」

（FACILITY）

　ＤＳＳ１からＤＳＳ２へのマッピングに対しては、表１－１７／ＪＴ－Ｑ２９３２．１に示されるマッ

ピングが適用される。

表１－１７／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　ＤＳＳ１からＤＳＳ２へのマッピング

(ITU-T Q.2932.1)

ＤＳＳ１メッセージ ＤＳＳ２メッセージ

「ファシリティ」    

（FACILITY）

「ファシリティ」

（FACILITY）

　以下の情報要素がいずれの方向にもマッピングされる。

－　ファシリティ情報要素

－　着番号情報要素

－　着サブアドレス情報要素

－　通知識別子情報要素

　ＤＳＳ２プロトコルに含まれる以下の情報要素の内容は廃棄される。

－　発番号情報要素

　ＤＳＳ２のファシリティ情報要素は、第２オクテットを削除し、情報長表示を調整することで、内容へ

の他の変更を生じる事なくＤＳＳ１のファシリティ情報要素にマッピングされる。

　ＤＳＳ１のファシリティ情報要素は、第２オクテットを挿入し、情報長表示フィールドを１オクテット

から２オクテットに変更し、それに応じて情報長を調整することで、内容への他の変更を生じる事なくＤ

ＳＳ２のファシリティ情報要素にマッピングされる。第２オクテット内のフラグビットは０に設定される。

すなわち、標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］５．６節で定義されている通常のエラー処理手順が適用される。

　他の情報要素は標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］６章で定義されている様にマッピングされる。
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1.11.2　非ＩＳＤＮとのインタワーキング

　非ＩＳＤＮとの汎用ファンクショナルプロトコルのインタワーキングは起こり得ない。

　汎用ファンクショナルプロトコルに関連するＤＳＳ２プロトコルの範囲内で受信した全ての情報は、イ

ンタワーキング機能において廃棄される。

1.11.3　フレームリレーとのインタワーキング

　フレームリレーとの汎用ファンクショナルプロトコルのインタワーキングは起こり得ない。

　汎用ファンクショナルプロトコルに関連するＤＳＳ２プロトコルの範囲内で受信した全ての情報は、イ

ンタワーキング機能において廃棄される。

1.11.4　パケット交換公衆データ網（ＰＳＰＤＮ）とのインタワーキング

　パケット交換公衆データ網（ＰＳＰＤＮ）との汎用ファンクショナルプロトコルのインタワーキングは

起こり得ない。

　汎用ファンクショナルプロトコルに関連するＤＳＳ２プロトコルの範囲内で受信した全ての情報は、イ

ンタワーキング機能において廃棄される。

1.12　パラメータ値

1.12.1　コネクション型ベアラ非依存転送

　表１－１８／ＪＴ－Ｑ２９３２．１は、コネクション型ベアラ非依存トランスポートエンティティのた

めに必要なプロトコルタイマの値と属性を定義する。

　表１－１８／ＪＴ－Ｑ２９３２．１では、以下の凡例が着側トランスポートエンティティまたは発側ト

ランスポートエンティティへのプロトコルタイマの適用を示すのに用いられる。

Ｍ： タイマのサポートが必須である。

Ｏ： タイマのサポートがオプションである。

Ｍ（Ｉ）： 関連する（オプションの）手順が実装されているならば、タイマのサポートは必須である。

　表１－１８／ＪＴ－Ｑ２９３２．１で定義される全てのタイマ値は、１０％の許容差を持つ。最小値と

最大値が与えられている場合には、値の選択については規定された範囲内で実装マターであり、この時の

許容差は、最小値以下１０％と最大値以上１０％となる。
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表１－１８／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　トランスポートエンティティタイマ値

(ITU-T Q.2932.1)

タイマ

番号

タイマ

値

呼の

状態

開始

条件

正常停止

条件

タイマ満了時

の動作

着側トラン

スポートエ

ンティティ

発側トラン

スポートエ

ンティティ

Ｔ３０３ 最小４秒、

最大６秒

発呼 「ＣＯ－ＢＩ

呼設定」(CO-

BI SETUP)送

信時。

「呼設定受付」(CALL

PROCEEDING)、「応

答」(CONNECT)、「解

放完了」(RELEASE

COMPLETE)受信時。

１．９．１．３．３節

の規定によりコネク

ションを解放する。

Ｍ

Ｔ３０８ 最小４秒、

最大６秒

解放

要求

「解放」

(RELEASE)送

信時。

「解放」(RELEASE)

または「解放完了」

(RELEASE

COMPLETE)受信時。

「解放」(RELEASE)

を再送し、Ｔ３０８を

再開始する。

Ｍ Ｍ

第２回目

Ｔ３０８

最小４秒、

最大６秒

解放

要求

Ｔ３０８満了

時。

「解放」(RELEASE)

または「解放完了」

(RELEASE

COMPLETE)受信時。

呼番号を解放する。 Ｍ Ｍ

Ｔ３０９ １０秒 任意の

状態

シグナリング

用ＡＡＬ切

断。安定状態

にあるコネク

ションは失わ

れない。

シグナリング用ＡＡ

Ｌ再接続時。

コネクションと呼番

号を解放する。

Ｍ Ｍ

Ｔ３２２ 最小４秒、

最大６秒

空以外

の任意

のコネ

クショ

ン状態

「状態問合」

(STATUS

ENQUIRY)送

信時。

「状態表示」

（STATUS）、「解放」

(RELEASE)または「解

放完了」(RELEASE

COMPLETE)受信時。

「状態問合」(STATUS

ENQUIRY)が数回送

信されても良い。

－実装に依存する。

Ｍ（Ｉ） Ｍ（Ｉ）

表１－１９／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌタイマ値

(ITU-T Q.2932.1)

タイマ

番号

タイマ

値

状態 開始

条件

正常停止

条件

タイマ満了時

の動作

着側エン

ティティ

発側エン

ティティ

Ｔ３１０ ３０秒 空 ＣＯ＿ＢＩ－

呼設定受付－

表示受信時。

ＣＯ＿ＢＩ－呼設定

－確認またはＣＯ＿

ＢＩ－解放－表示受

信時。

１．９．３．１節の規

定によりコネクショ

ンを解放する。

Ｍ

ＴＴＣ注－タイマ満了時の動作における参照節に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかな誤りがあるため訂正した。
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1.13　動的な記述（ＳＤＬ）

　仕様記述言語（ＳＤＬ）ダイヤグラムは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｚ．１００［１８］に従って規定されている。

1.13.1　ブロック概略ダイヤグラム

　汎用ファンクショナルプロトコルのために最低限要求されるＤＳＳ２プロトコルのブロック概略ダイヤ

グラムを図１－７／ＪＴ－Ｑ２９３２．１に示す。

1.13.2　コーディネーション機能

　標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］Ｃｏｏｒｄ－ＮとＣｏｏｒｄ－Ｕのコーディネーション機能のための追

加ＳＤＬダイヤグラムをそれぞれ図１－８／ＪＴ－Ｑ２９３２．１と図１－９／ＪＴ－Ｑ２９３２．１に

示す。

1.13.3　コンポーネント転送メカニズム

1.13.3.1　ベアラ関連転送メカニズム

　網（ＪＴ－Ｑ２９３１－Ｎ）とユーザ（ＪＴ－Ｑ２９３１－Ｕ）のベアラ関連転送メカニズムのための

追加ＳＤＬダイヤグラムをそれぞれ図１－１０／ＪＴ－Ｑ２９３２．１と図１－１１／ＪＴ－Ｑ２９３２．

１に示す。

1.13.3.2　コネクション型ベアラ非依存転送メカニズム

　コネクション型ベアラ非依存転送メカニズムのためのＳＤＬダイヤグラムを図１－１２／ＪＴ－Ｑ２９

３２．１に示す。

1.13.3.3　コネクションレス型ベアラ非依存転送メカニズム

　コネクションレス型ベアラ非依存転送メカニズムのためのＳＤＬダイヤグラムを図１－１３／ＪＴ－Ｑ

２９３２．１に示す。

1.13.4　汎用ファンクショナルトランスポート制御（ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌ）

　ＧＦＴ－ＣｏｎｔｒｏｌのためのＳＤＬダイヤグラムを図１－１４／ＪＴ－Ｑ２９３２．１に示す。

　宛先決定のための手順を図１－１５／ＪＴ－Ｑ２９３２．１に示す。

　複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）のための手順を図１－１６／ＪＴ－Ｑ２９３２．１と図１－１

８／ＪＴ－Ｑ２９３２．１に示す。

　サブアドレス付加サービス（ＳＵＢ）のための手順を図１－１７／ＪＴ－Ｑ２９３２．１と図１－１９

／ＪＴ－Ｑ２９３２．１に示す。
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図１－７／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　ブロック概略ダイアグラム

(ITU-T Q.2932.1)

ＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌ

ＲＯＳＥ
（Ｏ、Ｎ）

ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌ
（Ｏ、Ｎ）

ＣＯ－ベアラ－非依存
（Ｏ、Ｎ）

ＣＬ－ベアラ－非依存
（Ｏ、１）

ＪＴ－Ｑ２９３１－Ｕ

ＪＴ－Ｑ２９３１－Ｎ

この図は標準ＪＴ－Ｑ２
９３１、Ｃｏ－ｏｒｄ－
ＮとＣｏ－ｏｒｄ－Ｕ処
理を表している。
説明の都合上、ＪＴ－Ｑ
２９３１－ＵとＪＴ－Ｑ
２９３１－Ｎの両方の処
理は、１つのコーディ
ネーション機能に依存す
るものとして示されてい
る。

コーディネーション
機能

（１、１）

ＡＰから ＣＤ_to_ＡＳ

ＡＰへ ＡＳ_to_ＣＤ

ＣＤ_to_ＲＯ

ＲＯ_to_ＣＤ

ＣＤ_to_ＧＦ

ＧＦ_to_ＣＤ

ＣＤ_to_ＣＯ

ＣＯ_to_ＣＤ

ＣＤ_to_ＣＬ

ＣＬ_to_ＣＤ

ＣＤ_to_ＱＵ

ＱＵ_to_ＣＤ

ＣＤ_to_ＱＮ

ＱＮ_to_ＣＤＳＡＡＬから

ＳＡＡＬへ

Block  DSS2＿プロトコル
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No

CO_BI_Setup.request(#)

ＣＯ＿ＢＩ－呼設定－要求

CO_bearer_independent

 ＣＯ－ベアラ－非依存

CO_BI_Setup.request(#)
ＣＯ＿ＢＩ－呼設定－要求(#)

/*ＣＯ－ベアラ－非依存へ*/

AAL_ESTABLISH.request

ＡＡＬ－設定－要求

ACTIVE T309
Ｔ３０９起動中

SET T309
Ｔ３０９起動

CN1-AAL
Awaiting Establish
ＡＡＬ設定待ち

この遷移はＪＴ－Ｑ２９３１のＣｏ－ｏｒｄ－Ｎ

処理の４／１０ページに追加される。

CN0-AAL
 Connection Released
ＡＡＬコネクション解放

Yes
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Call Reference
recognized

認識可能な呼番号

Yes

Call Reference
=Dummy

呼番号＝ダミー

Call Reference
=Global

呼番号＝グローバル

AAL_DATA.indication(#)
ＡＡＬ－データ－表示（＃）

/* SAAL から */

Valid Call Reference format
有効な呼番号フォーマット

Check-Msg(#)

メッセージチェック（＃）

Q.2931
Protocol Discriminator
ＪＴ－Ｑ２９３１

プロトコル識別子

Message Length ＜ 9 octets
メッセージ長＜9オクテット

CN3-AAL
Connection Established
ＡＡＬコネクション設定

この遷移はＪＴ－Ｑ２９３１のＣｏ－ｏｒｄ－Ｎ

処理の６／１０ページと同等な遷移と置き換えら

れる。

CN3-AAL
 Connection Established
 ＡＡＬコネクション設定

No

Yes

Yes

No

No

Yes

VNo

No

No

コネクションレス型
ベアラ非依存手順へ

X グローバル呼番号
手順へ

Yes

Yes Z
プロトコルなし手順へ

Y
ＪＴ－Ｑ２９３１プロトコル
関連手順へ
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CO_bearer_independent
   

ＣＯ－ベアラ－非依存

Call Reference Flag = 0
呼番号フラグ＝0

CO_BI_SETUP(#)
ＣＯ＿ＢＩ－呼設定（＃）

/* ＣＯ－ベアラ－非依存へ */

CN3-AAL
Connection Established
ＡＡＬコネクション設定

AAL_DATA.request(#)
ＡＡＬ－データ－要求（＃）

/* ＳＡＡＬへ */

Message Type
メッセージ種別

Q.2931.N
ＪＴ－Ｑ２９３１－Ｎ

SETUP(#)
呼設定(#)

/*ＪＴ－Ｑ２９３１－Ｎへ */

Cause:= 81
理由表示：＝８１

Build-Msg
 (RELEASE-

COMPLETE,Cause,#）
メッセージ組立て

(解放完了､理由表示､#）

CS= 0
呼状態＝０

Cause:= 101
理由表示：＝１０１

Cause:= 30; CS:= 0
理由表示：＝３０

呼状態：＝０

Build-Msg
(STATUS,CS,Cause,#)

メッセージ組立て（状態表

示、呼状態､理由表示､#)

Call Reference Flag = 0
呼番号フラグ＝0

CN3-AAL
Connection Established
ＡＡＬコネクション設定

CN3-AAL
Connection Established
ＡＡＬコネクション設定

AAL_DATA.request(#)
ＡＡＬ－データ－要求（＃）

/* ＳＡＡＬへ */

CN3-AAL
Connection Established
ＡＡＬコネクション設定

このページは、ＪＴ－Ｑ２９３１の
Ｃｏ－ｏｒｄ－Ｎ処理の８／１０
ページと置き換えられる。

Z

CO_BI_SETUP(#)
ＣＯ＿ＢＩ－呼設定(#)

RELEASE_COMPLETE(#)
解放完了(#)

STATUS_ENQUIRY(#)
状態問合（＃）

STATUS(#)
状態表示（＃）

OTHER(#)
その他（＃）

SETUP(#)
呼設定（＃）

No

Yes

YesNo

Yes No
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Message(#)
メッセージ（＃）

/* ＣＯ－ベアラ－非依存へ */

Other
その他

Other
その他

Message(#)
メッセージ（＃）

/* ＪＴ－Ｑ２９３１－Ｎへ */

SETUP
呼設定

Call Reference initiated by
呼番号割付要因

 Ｙ

CO_BI_SETUP
ＣＯ＿ＢＩ－呼設定

CO_BI_SETUP
 ＣＯ＿ＢＩ－呼設定

CN3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定

このページはＪＴ－Ｑ２９

３１のＣｏ－ｏｒｄ－Ｎ処

理の９／１０ページと置き

換えられる。

Message Type
メッセージ種別

Message Type
メッセージ種別

CN3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定

SETUP
呼設定
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 Ｗ

Primitive Type
プリミティブ種別

Setup-request
呼設定－要求

Q.2931-N
ＪＴ－Ｑ２９３１－Ｎ

Reset-response
リセット－応答

Reset-response(#)
リセット－応答(#)

/*Reset-resp-N へ */

Reset-request
リセット－要求

Reset-request(#)
リセット－要求(#)

/* Reset-Start-N へ */

Reset -response(#)
リセット－応答(#)

/* Reset-resp-N へ */

Reset-error-response
リセット－エラー－応答

Setup-request
呼設定－要求

/* ＪＴ－Ｑ２９３１－Ｎへ */

All other Q.2931and Q.2932 BR
primitives

他の全てのＪＴ－Ｑ２９３１プ

リミティブとＪＴ－Ｑ２９３

２．１ベアラ関連プリミティブ

CO_BI_Setup.request
ＣＯ＿ＢＩ－呼設定－要求

CL_BI_UNITDATA.request
ＣＬ＿ＢＩ－ユニット

データ－要求

All other CO_BI_Q.2932
primitives

他の全てのＣＯ＿ＢＩ－ＪＴ

－Ｑ２９３２．１プリミティブ

Primitive
プリミティブ

/*ＪＴ－Ｑ２９３１－Ｎへ */

CO_bearer_independent
ＣＯ－ベアラ－非依存

Primitive
プリミティブ

/*ＣＯ－ベアラ－非依存へ*/
CL_bearer_independent
ＣＬ－ベアラ－非依存

CO_BI_Setup.request
ＣＯ＿ＢＩ－呼設定－要求

/* ＣＯ－ベアラ－非依存

へ*/

CL_BI_UNITDATA.request
ＣＬ＿ＢＩ－ユニットデータ－

要求

/* ＣＬ－ベアラ－非依存へ*/

このページはＪＴ－Ｑ２９

３１のＣｏ－ｏｒｄ－Ｎ処

理の１０／１０ページと置

き換えられる。

CN3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定

CN3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定



- 59 - ＪＴ－Ｑ２９３２．１

図１－８／ＪＴ－Ｑ２９３２．１（ページ６／７）　Ｃｏ－ｏｒｄ－Ｎ処理

(ITU-T Q.2932.1)

 Ｖ

CL_bearer_independent
ＣＬ－ベアラ－非依存

Message
メッセージ

/*ＣＬ－ベアラ－非依存へ*/

Data.indication primitive
データ－表示プリミティ

ブ

/*任意のトランスポー

トから*/

Data.indication primitive
データ－表示プリミティブ

/*ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌへ*/

GF_Data.request
ＧＦ－データ－要求

/*ＲＯＳＥから*/

GF_Data.indication
ＧＦ－データ－表示

/*ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌ

から*/

GF_Data.request
ＧＦ－データ－要求

/*ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌへ*/

GF_Data.indication
ＧＦ－データ－表示

/*ＲＯＳＥへ*/

CN3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定

CN3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定

CN3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定

CN3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定

CN3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定
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BR_Data.request
ＢＲ－データ－要求

/*ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌ

から*/

個々のトランスポート処理とＧＦ

Ｔ－ Ｃｏｎｔｒｏｌ処理の作成

は、ここには示されない。しかし、

これもまた、Ｃｏ－ｏｒｄ処理に

よって連携されなければならな

い。

CL_BI_UNITDATA.request
ＣＬ＿ＢＩ－ユニットデータ－要求

/*ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌから*/

CO_BI_Data.request
ＣＯ＿ＢＩ－データ－要求

/*ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌ

から*/

BR_Data.request
ＢＲ－データ－要求

/*ＪＴ－Ｑ２９３１－Ｎ

へ*/

CO_BI_Data.request
ＣＯ＿ＢＩ－データ－要求

/*ＣＯ－ベアラ－非依存へ*/

CL_BI_UNITDATA.request
ＣＬ＿ＢＩ－ユニットデータ－要求

/* ＣＬ－ベアラ－非依存へ*/

CN3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定

CN3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定
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CU0-AAL Connection
Released

ＡＡＬコネクション解放

CO_BI_Setup.request(#)
ＣＯ＿ＢＩ－

呼設定－要求（＃）

CO_bearer_independent
ＣＯ－ベアラ－非依存

CO_BI_Setup.request(#)
ＣＯ＿ＢＩ－呼設定－

要求（＃）

/* ＣＯ－ベアラ－非依存へ */

AAL_ESTABLISH
request

ＡＡＬ－設定－要求

ACTIVE T309
Ｔ３０９起動中

CU1-AAL
Awaiting Establish
ＡＡＬ設定待ち

この遷移は、ＪＴ－Ｑ２９３１

Ｃｏ－ｏｒｄ－Ｕ処理の４／１０ページ

に追加される。

Yes

No

SET T309
Ｔ３０９起動
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Call Reference = Dummy
呼番号＝ダミー

Call Reference = Global
呼番号＝グローバル

Call Reference recognized
認識可能な呼番号

CU3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定

AAL-DATA-indication(#)
ＡＡＬ－データ－表示（＃）

/*ＳＡＡＬから*/

Check-Msg(#)
メッセージ－チェック

（＃）

Q.2931
Protocol Discriminator
ＪＴ－Ｑ２９３１

プロトコル識別子

Message Length < 9 octes
メッセージ長

＜９オクテット

Valid Call Reference format
有効な呼番号フォーマット

Yes

No

Yes

No

No

No

No

Yes

Yes

Yes

Yes

No

コネクションレス型

ベアラ非依存手順へ

グローバル

呼番号手順へ

プロトコル なし
手順へ

ＪＴ－Ｑ２９３１

プロトコル関連手順へ

Ｖ

Ｘ

Ｚ

Ｙ

この遷移は、ＪＴ－Ｑ２９３１

Ｃｏ－ｏｒｄ－Ｕ処理の６／１０ページ

の同等な遷移と置き換えられる。

CU3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定
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Message Type
メッセージ種別

Call Reference Flag = 0
呼番号フラグ＝ 0

CS = 0
呼状態＝０

Cause:= 30; CS:= 0
理由表示：＝ 30
呼状態：＝ 0

YesNo No

CO_bearer_independent
ＣＯ－ベアラ－非依存

CO_BI_SETUP(#)
ＣＯ＿ＢＩ－呼設定（＃）

/*ＣＯ－ベアラ－非依存へ*/

CU3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定

SETUP(#)
呼設定（＃）

/*ＪＴ－Ｑ２９３１－Ｕへ*/

Cause:= 101
理由表示：＝ 101

Cause:= 81
理由表示：＝ 81

CU3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定

Build-Msg(RELEASE-
COMPLETE,Cause,#)

メッセージ組立（解放完

了、理由表示、＃）

AAL_DATA.request(#)
ＡＡＬ－データ－要求（＃）

/*ＳＡＡＬへ*/

CU3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定

Build-Msg(STATUS,CS,
Cause,#)
メッセージ組立（状態表示、

呼状態、理由表示、＃）

CU3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定

Q.2931-U
ＪＴ－Ｑ２９３１－Ｕ

YesYes No

CO_BI_SETUP(#)
ＣＯ＿ＢＩ－呼設定（＃）

OTHER(#)
その他（＃）

STATUS_ENQUIRY(#)
状態問合（＃）

Ｚ

RELEASE_COMPLETE(#)
解放完了（＃）

SETUP(#)
呼設定（＃）

STATUS(#)
状態表示（＃）

Call Reference Flag = 0
呼番号フラグ＝ 0

AAL_DATA.request(#)
ＡＡＬ－データ－要求

/* ＳＡＡＬへ*/

このページは、ＪＴ－Ｑ２９３１

Ｃｏ－ｏｒｄ－Ｕ処理の８／１０ページ

と置き換えられる。
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SETUP
呼設定

Call Reference initiated by
呼番号割付要因

Message Type
メッセージ種別

Message(#)
メッセージ（＃）

/*ＪＴ－Ｑ２９３１－Ｕへ*/

CU3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定

Message Type
メッセージ種別

Message(#)
メッセージ（＃）

/*ＣＯ－ベアラ－非依存へ*/

CU3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定

Ｙ

CO_BI_SETUP
ＣＯ＿ＢＩ－呼設定

SETUP
呼設定

Other
その他

このページは、ＪＴ－Ｑ２９３１

Ｃｏ－ｏｒｄ－Ｕ処理の９／１０ページ

と置き換えられる。

CO_BI_SETUP
ＣＯ＿ＢＩ－呼設定

Other
その他
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 Ｗ

Primitive Type
プリミティブ種別

Setup-request
呼設定－要求

Q.2931-U
ＪＴ－Ｑ２９３１－Ｕ

Reset-response
リセット－応答

Reset-response(#)
リセット－応答(#)
/*Reset-resp-U へ*/

Reset-request
リセット－要求

Reset-request(#)
リセット－要求(#)

/* Reset-Start-U へ*/

Reset-response(#)
リセット－応答(#)

/* Reset-resp-U へ*/

Reset-error-response
リセットエラー－応答

Setup-request
呼設定－要求

/*ＪＴ－Ｑ２９３１－Ｕ

へ*/

All other Q.2931and Q.2932 BR
primitives

他の全てのＪＴ－Ｑ２９３１プ

リミティブとＪＴ－Ｑ２９３

２．１ベアラ関連プリミティブ

CO_BI_Setup.request
ＣＯ＿ＢＩ－呼設定－要求

CL_BI_Unit_Data.request
ＣＬ＿ＢＩ－ユニット

データ－要求

All other CO_BI_Q.2932
primitives

他の全てのＣＯ＿ＢＩ－ＪＴ

－Ｑ２９３２．１プリミティブ

Primitive
プリミティブ

/*ＪＴ－Ｑ２９３１－Ｕ

へ*/

CO_bearer_independent
ＣＯ－ベアラ－非依存

Primitive
プリミティブ

/* ＣＯ－ベアラ－非依存

へ*/

CL_bearer_independent
ＣＬ－ベアラ－非依存

CO_BI_Setup.request
ＣＯ＿ＢＩ－呼設定－要求

/* ＣＯ－ベアラ－非依存

へ*/

CL_BI_UnitData.request
ＣＬ＿ＢＩ－ユニット

データ－要求

/* ＣＬ－ベアラ－非依存へ*/

このページはＪＴ－Ｑ２９３１

のＣｏ－ｏｒｄ－U 処理の１０

／１０ページと置き換える。

CU3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定

CU3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定



ＪＴ－Ｑ２９３２．１ - 66 -

図１－９／ＪＴ－Ｑ２９３２．１（ページ６／７）　Ｃｏ－ｏｒｄ－Ｕ処理

(ITU-T Q.2932.1)

 Ｖ

CL_bearer_independent
ＣＬ－ベアラ－非依存

Message
メッセージ

/* ＣＬ－ベアラ－非依存

へ*/

Data.indication primitive
データ－表示プリミティ

ブ

/*任意のトランスポー

トから*/

Data.indication primitive
データ－表示プリミティブ

/*ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌへ*/

GF_Data.request
ＧＦ－データ－要求

/*ＲＯＳＥから*/

GF_Data.indication
ＧＦ－データ－表示

/*ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌ

から*/

GF_Data.request
ＧＦ－データ－要求

/*ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌへ*/

GF_Data.indication
ＧＦ－データ－表示

/*ＲＯＳＥへ*/

CU3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定

CU3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定

CU3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定

CU3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定

CU3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定
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CL_BI_UnitData.request
ＣＬ＿ＢＩ－ユニットデータ－要求

/* ＣＬ－ベアラ－非依存へ*/

BR_Data.request
ＢＲ－データ－要求

/*ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌ

から*/

CO_BI_Data.request
ＣＯ＿ＢＩ－データ－要求

/*ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌ

から*/

CL_BI_UnitData.request
ＣＬ＿ＢＩ－ユニットデータ－要求

/*ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌから*/

BR_Data.request
ＢＲ－データ－要求

/*ＪＴ－Ｑ２９３１－Ｕ

へ*/

CO_BI_Data.request
ＣＯ＿ＢＩ－データ－要求

/*ＣＯ－ベアラ－非依存へ*/

CU3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定

CU3-AAL Connection
Established

ＡＡＬコネクション設定
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＊

(except N0,N1,N6,N11,N12)
Ｎ０、Ｎ１、Ｎ６、Ｎ１１、Ｎ１２を除く状態

FACILITY(#)
ファシリティ（＃）

BR_Data.request(#)
ＢＲ－データ－要求（＃）

FACILITY(#)
ファシリティ（＃）

－

Verify-Msg
メッセージ検証

Result
結果

STATUS(Cause,CS)
状態表示（理由表示、呼状

態)

BR_Data.indication(#)
ＢＲ－データ－表示（＃）

－－

－ －

BR_Data.indication(#)
ＢＲ－データ－表示（＃）

ＪＴ－Ｑ２９３２．１

１．９．１．１．１

呼状態＝

前状態

呼状態＝

前状態

　Ｄ

このページでは、標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］

で定義されているＪＴ－Ｑ２９３１－Ｎ処理の一

部を示しており、ベアラ関連転送メカニズムが実

装されている場合に要求される追加的な遷移を提

供している。

メッセージ検証は、メッセージをメッセージの符号化則に基づ

き検証する。メッセージ検証は、受信不可情報要素を取り除き、

結果と理由表示変数で結果を返送する。

結果の略語を以下に示す。

RAI－報告及び無視(Report and Ignore)
RAP－報告及び処理継続(Report and Proceed)
CLR－呼解放(Release Call)
OK－ＯＫ

I－無視(Ignore)

STATUS(Cause,CS)
状態表示（理由表示、呼状

態）

RAP OK RAI

CLR I
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メッセージ検証は、メッセージをメッセージの符合化則に基き検証す

る｡メッセージ検証は､受信不可情報要素を取り除き、結果と理由表示変

数で結果を返送する。結果の略語を以下に示す。

RAI－報告及び無視(Report and Ignore)
RAP－報告及び処理継続(Report and Proceed)
CLR－呼解放(Release Call)
OK－ＯＫ

I－無視(Ignore)

このページでは､標準ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］で定義

されているＪＴ－Ｑ２９３１－Ｕ処理の一部を示して

おり、ベアラ関連転送メカニズムが実装されている場

合に要求される追加的な遷移を提供している｡

         

－

*
(except  U0,U1,U6,U11,U12)

Ｕ０、Ｕ１、Ｕ６、Ｕ１１、Ｕ１２を除く状態

BR_Data.request(#)
ＢＲ－データ－要求（＃）

FACILITY(#)
ファシリティ（＃）

  ＪＴ－Ｑ２９３２．１

   １．９．１．１．１

FACILITY(#)
ファシリティ（＃）

Verify-Msg
メッセージ検証

－

Result

結果

BR_Data.indication(#)
ＢＲ－データ－表示（＃）

呼状態＝

前状態

－

－－

呼状態＝

前状態

RAP OK RAI

CLR I

STATUS(Cause,CS)
状態表示

（理由表示、呼状態）

BR_Data.indication(#)
ＢＲ－データ－表示（＃）

Ｄ

STATUS(Cause,CS)
状態表示

（理由表示、呼状態）
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0-Null

空

CO_BI_Setup.request(#)
ＣＯ＿ＢＩ－呼設定

－要求（＃）

 １．９．１．３．１

CO-BI SETUP(#)
ＣＯ－ＢＩ呼設定（＃）

Verify-Msg
メッセージ検証

1-Call Initiated

発呼

Result

結果

CO_BI_Setup.indication(#)
ＣＯ＿ＢＩ－呼設定

－表示（＃）

6-Call Present

着呼

RAP OK CLR I

STATUS(Cause,CS:=6)
状態表示（理由表示、

呼状態：＝ 6）

全てのメッセージおよびプリミティブは、Ｃｏ－ｏｒ

ｄ処理とやりとりされる。

＃は、特別に記述されている情報要素を除く、メッセー

ジまたはプリミティブで受信した全ての情報要素を示

すものとする。

CO-BI SETUP(#)
ＣＯ－ＢＩ呼設定

（＃）

SET  T303

Ｔ３０３起動

RELEASE
COMPLETE(Cause,#)

解放完了（理由表示、＃）

RAI

STATUS(Cause,CS:= 0)
状態表示（理由表示、

呼状態：＝ 0）

－

0-Null

空

Verify-State
状態検証

Recovery-Procedure
回復手順

 実装固有
 手順

 実装固有
 手順

 実装固有
 手順

メッセージ検証は、メッセージをメッセージの符合化則に基き検証す

る｡メッセージ検証は､受信不可情報要素を取り除き、結果と理由表示変

数で結果を返送する。結果の略語を以下に示す。

RAI－報告及び無視(Reportand Ignore)
RAP－報告及び処理継続(Report and Proceed)
CLR－呼解放(Release Call)
OK－ＯＫ

I－無視(Ignore)

Verify-Msg
メッセージ検証
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アプリケーションプロセスは、タイミ

ングをとったあと呼番号を解放す

る。

STATUS(Cause,CS:=1)
状態表示（理由表示、

呼状態：＝ 1）

1-Call Initiated

発呼

1-Call Initiated

発呼

CALL PROCEEDING(#)
呼設定受付（＃）

Timeout T303
Ｔ３０３

タイムアウト

１．９．１．３．３

Result

結果

3-Outgoing Call Proceeding

発呼受付

RAP OK

RAICLR I

STATUS(Cause,CS:=3)
状態表示（理由表示、

呼状態：＝ 3）

CO_BI_Proceeding.indication(#)
ＣＯ＿ＢＩ－呼設定受付

－表示（＃）

CO_BI_Release.indication
ＣＯ＿ＢＩ－解放－表示

Verify-Msg
メッセージ検証

RESET  T303

Ｔ３０３停止

1-Call Initiated

発呼

Ｒ
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STATUS(Cause,CS:= 3)
状態表示（理由表示、

呼状態：＝ 3）

3-Outgoing Call Proceeding

発呼受付

3-Outgoing Call Proceeding

発呼受付

CONNECT(#)
応答（＃）

10-Active

通信中

RAP OK RAICLR I

STATUS(Cause,CS:=10)
状態表示（理由表示、

呼状態：＝ 10）

CO_BI_Setup.confirm(#)
ＣＯ＿ＢＩ－呼設定

－確認（＃）

Verify-Msg
メッセージ検証

3-Outgoing Call Proceeding

発呼受付

Result

結果

Ｒ
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１．９．１．３．２

6-Call Present

着呼

CO_BI_Setup.response(#)
ＣＯ＿ＢＩ－呼設定－

応答（＃）

10-Active

通信中

CONNECT(#)

応答（＃）

CO_BI_Proceeding.request(#)
ＣＯ＿ＢＩ－呼設定受付－

要求（＃）

9-Incoming Call Proceeding

着呼受付

CALL PROCEEDING(#)

呼設定受付（＃）

CO_BI_Release.response(Cause)
ＣＯ＿ＢＩ－解放－応答（理由

表示）

RELEASE
COMPLETE(Cause)
解放完了（理由表示）
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9-Incoming Call Proceeding

着呼受付

CO_BI_Setup.response(#)

ＣＯ＿ＢＩ－呼設定－応答（＃）

10-Active

通信中

CONNECT(#)

応答（＃）

１．９．１．３．４
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10-Active

通信中

－

CO_BI_Data.request(#)

ＣＯ＿ＢＩ－データ－要求（＃）

－

FACILITY(#)

ファシリティ（＃）

FACILITY(#)

ファシリティ（＃）

Verify-Msg

メッセージ検証

Result

結果

－

STATUS(Cause,CS:=10)
状態表示(理由表示、呼状

態：＝ 10)

－

CO_BI_Data.indication(#)

ＣＯ＿ＢＩ－データ－表示（＃）

STATUS(Cause,CS:=10)
状態表示(理由表示、呼状

態：＝ 10)

１．９．１．３．６

１．９．１．３．９

RAP OK CLR RAI I

R
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10-Active

通信中

Link_establish.error

リンク－設定－エラー

－

STATUS ENQUIRY

状態問合

CO_BI_Release.confirm(Cause:=27)
ＣＯ＿ＢＩ－解放－確認

（理由表示：＝ 27）

Link_release.indication

リンク－解放－表示

－

Link_establish.request

リンク－設定－要求

Link_establish.indication

リンク－設定－表示

Link_establish.confirm

リンク－設定－確認

ACTIVE T322

T322 起動中

Timeout:=0

タイムアウト：＝ 0

SET T322

T322 起動

TRUE

FALSE

ＪＴ－Ｑ２９３１［１３］

５．６．１０
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RELEASE COMPLETE
(Cause)

解放完了（理由表示）

RELEASE
(Cause,#)

解放（理由表示、＃）

CO_BI_Release.request
(Cause)

ＣＯ_ＢＩ－解放－要求

（理由表示）

Any state excluding
0,11

０、１１を除く状態

Verify-Msg

メッセージ検証

Verify-Msg

メッセージ検証

Cause R:=Cause
/* Cause saved */

理由表示Ｒ：＝理由表示
/*理由表示セーブ*/

Result
結果

Result
結果 RESET ALL TIMERS

全タイマ停止

RELEASE(Cause)

解放（理由表示）

RESET ALL TIMERS

全タイマ停止

CO_BI_Release.indication(Cause)
 ＣＯ＿ＢＩ－解放－表示

（理由表示）

RESET ALL TIMERS

全タイマ停止

R

CO_BI_Release
.indication(Cause,#)

ＣＯ＿ＢＩ－解放－表示

（理由表示、＃）

SET T308
Timeout:=0
Ｔ３０８起動

タイムアウト：＝ 0

RELEASE COMPLETE

解放完了

11-Release Request

解放要求

Any state excluding
0,6,11

０、６、１１を除く状態

OK,CLR,I,RAP,RAI
OK,CLR,I,

RAP,RAI

CO_BI_Release.confirm
(Cause)

ＣＯ＿ＢＩ－解放－確認

（理由表示）
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Release reason:=failure

解放理由：＝ 失敗

RELEASE
(#)
解放

（＃）

STATUS
(Cause,CS-R)

状態表示
（理由表示、相手呼状態)

RELEASE COMPLETE
(#)

解放完了

（＃）

Verify-Msg

メッセージ検証

Result
結果

RESET T308

Ｔ３０８停止

CO_BI_Release.confirm
(Cause,#)

ＣＯ＿ＢＩ－解放－確認

（理由表示、＃）

Result
結果

RELEASE COMPLETE
(Cause,#)

解放完了（理由表示、＃)

Timeout T308

Ｔ３０８タイムアウト

Verify-Msg

メッセージ検証

Timeout=1
タイムアウト＝ 1

CO_BI_Release.confirm
(Cause)

ＣＯ＿ＢＩ－解放－確認
（理由表示）

RELEASE
(Cause R)

解放
（理由表示Ｒ）

SET T308
Timeout:=1
Ｔ３０８起動

タイムアウト：＝ 1

CO_BI_Release.confirm
(Release reason)

ＣＯ＿ＢＩ－解放－確認

（解放理由）

11-Release Request

解放要求

STATUS
(Cause,CS:=6)

状態表示
(理由表示、呼状態：＝ 6)

STATUS
(Cause,CS:=11)

状態表示
（理由表示,呼状態：＝ 11)

－

CS-R=0
相手呼状態＝0

11-Release Request

解放要求

0-Null

空

YES

NO

OK,CLR,I,RAP,RAI

IRAICLROKRAP

NO

YES

11-Release Request

解放要求
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STATUS ENQUIRY

状態問合

*
(except 0)

０を除く状態

STATUS
(Cause,CS-R)

状態表示
（理由表示、相手呼状態)

Verify-Msg

メッセージ検証

Verify-Msg

メッセージ検証

Result
結果

*
(except 0,11)

０、１１を除く状態

Timeout:=Timeout+1

タイムアウト：＝

タイムアウト＋1

Timeout=NT
タイムアウト＝ＮＴ

STATUS
(Cause,CS)
状態表示

（理由表示、呼状態）

－

CS:=”current state”
Cause:=30

呼状態：＝現状態

理由表示：＝ 30

STATUS ENQUIRY
(#)

状態問合（＃）

SET T322

Ｔ３２２起動

－

CO_BI_Release.confirm
(Cause:=41)

ＣＯ＿ＢＩ－解放－確認
（理由表示：＝ 41）

S

Timeout T322

Ｔ３２２タイムアウト

I,RAP,OK,

CLR,RAI

ＮＴ＝状態問合の送

信回数（実装依存、

1 以上） NO

YES
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Result
結果

0=Null

空

STATUS
(Cause,CS)
状態表示

（理由表示、呼状態）

RESET T322

Ｔ３２２停止

Verify-State

状態検証

Recovery
option

回復オプション

Recovery-procedure

回復手順

－

CO_BI_Status.indication
(Cause:=101)

ＣＯ＿ＢＩ－状態表示－表示
（理由表示：＝ 101)

Compatible
state

状態一致

CS-R=0
相手呼状態＝ 0

Cause=30
理由表示＝ 30

STATUS
(Cause,CS)
状態表示

（理由表示、呼状態）

CO_BI_Release.confirm
(Cause)

ＣＯ＿ＢＩ－解放－確認
（理由表示）

－

S

R

I

YES

NO

NO

YES

YESNO

NO YES

RAICLROKRAP
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*
(except 0)

０を除く状態

Unexpected message
 (except RELEASE or
RELEASE COMPLETE)
期待されないメッセージ
(解放または解放完了を除く)

STATUS
状態表示

Status-enquiry
option

状態問合オプション

Timeout := 0
タイムアウト：＝ 0

ACTIVE T322
Ｔ３２２起動中

STATUS
(Cause := 101)

状態表示
（理由表示：＝ 101）

－

Any other message
他の任意のメッセージ

Unrecognized message
認識されないメッセージ

STATUS
状態表示

－

Cause option
理由表示オプション

STATUS
(Cause := 98)

状態表示
(理由表示：＝ 98)

－－－

STATUS
ENQUIRY
状態問合

SET T322
Ｔ３２２起動

－

SDL で明確に示

されていない任

意の認識された

メッセージ

YES NO

FALSE

TRUE

1
2
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図１－１２／ＪＴ－Ｑ２９３２．１（ページ１３／１４）　ＣＯ－ベアラ－非依存処理

(ITU-T Q.2932.1)

Link_release.indication
リンク－解放－表示

*
(except 0, 10)

０、１０を除く状態

CO_BI_Release.indication
Cause := 27

ＣＯ＿ＢＩ－解放－表示
理由表示：＝ 27
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図１－１２／ＪＴ－Ｑ２９３２．１（ページ１４／１４）　ＣＯ－ベアラ－非依存処理

(ITU-T Q.2932.1)

Verify-Msg
メッセージ検証

R

*
(except 0, 1, 6, 11)

０、１、６、１１を除く状態

CO_BI_Notify.request (#)
ＣＯ＿ＢＩ－通知－要求

（＃）

NOTIFY (#)
通知 （＃）

NOTIFY (#)
通知 （＃）

－

Result
結果

STATUS
(Cause, CS)
状態表示

（理由表示、呼状態）
－

STATUS
(Cause, CS)
状態表示

（理由表示、呼状態）

CO_BI_Notify.indication (#)
ＣＯ＿ＢＩ－通知－表示

（＃）

－ －

RAP CLR RAI IOK
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ＴＴＣ注－判断ボックスからの出線に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかな誤りがあるため訂正した。

図１－１３／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　ＣＬ－ベアラ－非依存処理

(ITU-T Q.2932.1)

0 - Null
空

FACILITY (#)
ファシリティ（＃）

Ignore unexpected
information element

期待されない情報要素を
無視

CL_BI_UNITDATA
.indication (#)

ＣＬ＿ＢＩ－ユニット
データ－表示（＃）

CL_BI_UNITDATA.request
(#)

ＣＬ＿ＢＩ－ユニット
データ－要求 （＃）

FACILITY (#)
ファシリティ（＃）

Ignore optinal information
element with content error
内容にエラーのあるオプ
ションの情報要素を無視

ファシリティ情報要素があり

且つ正しいことをチェック

YES

NO
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図１－１４／ＪＴ－Ｑ２９３２．１（ページ１／２）　ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌ処理

(ITU-T Q.2932.1)

CL_BI_UnitData.request (#)
ＣＬ＿ＢＩ－ユニットデー

タ－要求（＃）

Pending
ペンディング

transport
トランスポート

MSN Provided
複数加入者番号
（ＭＳＮ）提供

BR_Data.request (#)
ＢＲ－データ－要求（＃）

GF_Data.request (#)
ＧＦ－データ－要求

（＃）

注１

－

SUB Provided
サブアドレス

（ＳＵＢ）提供

CO_BI_Data.request (#)
ＣＯ＿ＢＩ－データ－要

求（＃）

注１－　情報は、コーディネーションプロセスでベアラ関連メッセージと同期を取り得る。
同期の取り方は実装に依存しているので、このＳＤＬには示されない。

注２－　適切な場合、データはＣＯ＿ＢＩ－呼設定－要求、 ＣＯ＿ＢＩ－呼設定－応答、 Ｃ
Ｏ＿ＢＩ－解放－要求プリミティブでも送られ得る。　それは実装に依存する問題であり、そ
のＣＯ－ＢＩ処理の設定に関しては本標準の範囲外である。

注２

YES

NO

NO

YES

ＢＲ
ＣＬ－ＢＩＣＯ－ＢＩ

MSN_outgoing
複数加入者番号

（ＭＳＮ）－発信

SUB_outgoing
サブアドレス

（ＳＵＢ）－発信

MSN_outgoing
複数加入者番号

（ＭＳＮ）－発信

SUB_outgoing
サブアドレス

（ＳＵＢ）－発信
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図１－１４／ＪＴ－Ｑ２９３２．１（ページ２／２）　ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌ処理

(ITU-T Q.2932.1)

BR_Data.indication(#)
ＢＲ－データ－表示（＃）

－

CL_BI_UnitData.indication (#)
ＣＬ＿ＢＩ－ユニットデータ

－表示（＃）

CO_BI_Data.indication (#)
ＣＯ＿ＢＩ－データ－表

示（＃）

注１－情報は、コーディネーションプロセスでベアラ関連メッセージと同期を取り得る。この情報
を分離するためのメカニズムはコーディネーションプロセスによって行れる。

注２－情報は、ＣＯ＿ＢＩ－呼設定－表示、 ＣＯ＿ＢＩ－呼設定－確認、 ＣＯ＿ＢＩ－解放－表
示プリミティブにも現れることもある。　ＣＯ－ＢＩ転送メカニズムの設定／解放のタイミ
ングについては本標準の範囲外であり、このＳＤＬはその詳細について触れない。

注３－タイマＴ３１０は、ＣＯ＿ＢＩ－呼設定受付－表示プリミティブの受信により開始され、 Ｃ
Ｏ＿ＢＩ－呼設定－確認またはＣＯ＿ＢＩ－解放－表示プリミティブの受信で停止される。
タイマＴ３１０が満了すると、通知がＡＳ－Ｃｏｎｔｒｏｌへ送られる｡

Pending
ペンディング

注１
注２

注３

GF_Data.indication(#)
ＧＦ－データ－表示

（＃）

MSN Provided
複数加入者番号
（ＭＳＮ）提供

SUB Provided
サブアドレス

（ＳＵＢ）提供

MSN_incoming
複数加入者番号

（ＭＳＮ）－着信

SUB_incoming
サブアドレス

（ＳＵＢ）－着信

YES

YES

NO

NO

Determine_destination
宛先－決定

MSN_incoming
複数加入者番号

（ＭＳＮ）－着信

SUB_incoming
サブアドレス

（ＳＵＢ）－着信
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図１－１５／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　宛先－決定手順

(ITU-T Q.2932.1)

Protocol Profile
プロトコル

プロファイル

Result:=process (ROSE ASE)
結果：＝処理（ＲＯＳＥ　ＡＳＥ）

Result:=discard
結果：＝廃棄

Other
その他

ＲＯＳＥ

認識されない情報要素
内容に対する処理
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図１－１６／ＪＴ－Ｑ２９３２．１（ページ１／１）　複数加入者番号（ＭＳＮ）－発信手順

(ITU-T Q.2932.1)

NETWORK
網

USER
ユーザ

Include called party
number

着番号を含める

Include calling party
number

発番号を含める
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図１－１７／ＪＴ－Ｑ２９３２．１（ページ１／１）　サブアドレス（ＳＵＢ）－発信手順

(ITU-T Q.2932.1)

Include called party
subaddress

着サブアドレスを含める

NETWORK
網

USER
ユーザ
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図１－１８／ＪＴ－Ｑ２９３２．１（ページ１／１）　複数加入者番号（ＭＳＮ）－着信手順

(ITU-T Q.2932.1)

NETWORK
網

USER
ユーザ

Calling
party number included

発番号

が含まれている

Called
party number included

着番号

が含まれている

Called party
number = local

number
着番号

＝ローカル番号

Discarddata
データを破棄

Assign default profile
デフォルトプロファイル

を割り当てる

Assign profile associated
with

calling party number
発番号に関連するプロ

ファイルを割り当てる

YES

NO

YES

NO NO

YES

－
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図１－１９／ＪＴ－Ｑ２９３２．１（ページ１／１）　サブアドレス（ＳＵＢ）－着信手順

(ITU-T Q.2932.1)

NETWORK
網

USER
ユーザ

Called
 party subaddress

 included
着サブ

アドレスが含ま

れている

Called
 party subaddress = local

subaddress
着サブアドレス＝

ローカルな

サブアドレス
Discard data
データを破棄

YES

NO

YES

NO

－
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付属資料Ａ：ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８［６］を用いたデータ種別の形式的な定義

（標準ＪＴ－Ｑ２９３２．１に対する）

　本付属資料は、本標準のために定義された抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）モジュールを提供する。

A.1　ＡＰＤＵ種別

　付表Ａ．１－１／ＪＴ－Ｑ２９３２．１に、ファンクショナルプロトコルで用いられるＡＰＤＵデータ

種別の形式的な定義を示す。

付表Ａ．１－１／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　　ＡＰＤＵ種別

(ITU-T Q.2932.1)

Facility-Information-Element-APDU{ccitt recommendation q 2932 facility-information-element-APDU(3)}

DEFINITIONS ::=

BEGIN

EXPORTS InvokeIDType, APDU;

IMPORTS OPERATION, ERROR

FROM Remote-Operation-Notation

{joint-iso-ccitt remote-operations(4) notation(0)};

APDU ::= CHOICE {

invokeAPDU [1] IMPLICIT InvokeAPDU,

returnResultAPDU [2] IMPLICIT ReturnResultAPDU,

returnErrorAPDU [3] IMPLICIT ReturnErrorAPDU,

rejectAPDU [4] IMPLICIT RejectAPDU}

InvokeAPDU ::= SEQUENCE {

invokeID InvokeIDType,

linked-ID [0] IMPLICIT InvokeIDType OPTIONAL,

operation-value OPERATION,

argument ANY DEFINED BY operation-value OPTIONAL}

-- ANY は、個々のオペレーション種別定義におけるキーワード ARGUMENT

--に引き続く単一の抽象構文記法１(ＡＳＮ．１)のデータ種別で埋められる。

InvokeIDType ::= INTEGER (-32768..32767)

ReturnResultAPDU

::= SEQUENCE {

invokeID InvokeIDType,

SEQUENCE {

operation-value OPERATION,

result ANY DEFINED BY operation-value

-- ANY は、個々のオペレーション種別定義におけるキーワード RESULT

-- に引き続く単一の抽象構文記法１(ＡＳＮ．１)のデータ種別で埋められる。

}OPTIONAL}

ReturnErrorAPDU
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::= SEQUENCE {

invokeID InvokeIDType,

error-value ERROR,

parameter ANY DEFINED BY error-value OPTIONAL }

-- ANY は、個々のオペレーション種別定義におけるキーワード PARAMETER

--に引き続く単一の抽象構文記法１(ＡＳＮ．１)のデータ種別で埋められる。

RejectAPDU ::= SEQUENCE {

invokeID CHOICE {

InvokeIDType,

NULL },

problem CHOICE {

[0] IMPLICIT GeneralProblem,

[1] IMPLICIT InvokeProblem,

[2] IMPLICIT ReturnResultProblem,

[3] IMPLICIT ReturnErrorProblem }}

GeneralProblem ::= INTEGER {--ROSE プロバイダにより検出

unrecognizedAPDU(0),

mistypedAPDU(1),

badlyStructuredAPDU(2)}

InvokeProblem ::= INTEGER {--ROSE ユーザにより検出

--付加サービスエンティティ

duplicateInvocation (0),

unrecognizedOperation (1),

mistypedArgument (2),

resourceLimitation (3),

initiatorReleasing (4),

unrecognizedLinkedID (5),

linkedResponseUnexpected (6),

unexpectedChildOperation (7)}

ReturnResultProblem ::= INTEGER { --ROSE ユーザにより検出

unrecognizedInvocation (0),

resultResponseUnexpected (1),

mistypedResult (2)}

ReturnErrorProblem ::= INTEGER {--ROSE ユーザにより検出

unrecognizedInvocation (0),

errorResponseUnexpected (1),

unrecognizedError (2),

unexpectedError (3),

mistypedParameter (4)}

END -- ファシリティ情報要素-APDU（Facility-Information-Element-APDU）の終了
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A.1　標準ＪＴ－Ｑ２９３１情報要素の定義

　付表Ａ． １－２／ＪＴ－Ｑ２９３２．１に、抽象構文記法１(ＡＳＮ．１)定義にＤＳＳ２情報要素を含

めるために使用されている、汎用で適用可能な種別の抽象構文記法１(ＡＳＮ．１)定義を示す。

　使用されるべきＤＳＳ２情報要素は、種別、DSS2InformationElement が使用されるポイントでコメントと

して示される。

付表Ａ．１－２／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　　埋め込まれたＤＳＳ２情報要素の定義

(ITU-T Q.2932.1)

Embedded-DSS2-Types {ccitt recommendation q 2932 embedded-dSS2-types (7)}

DEFINITIONS EXPLICIT TAGS ::=

BEGIN

EXPORTS DSS2InformationElement;

DSS2InformationElement ::= [APPLICATION 0] IMPLICIT OCTET STRING

END -- 埋め込まれた DSS2 種別（Embedded-DSS2-Types）の終了
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付属資料Ｂ：ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．６８０［８］を用いたデータ種別の形式的な定義

(標準ＪＴ－Ｑ２９３２．１に対する)

本付属資料は、本標準のために定義された抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）モジュールを提供する。

B.1　ＡＰＤＵ種別

付表Ｂ．１－１／ＪＴ－Ｑ２９３２．１に、ファンクショナルプロトコルで用いられるＡＰＤＵデータ種

別の形式的な定義を示す。

付表Ｂ．１－１／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　　ＡＰＤＵ種別

(ITU-T Q.2932.1)

Revised-Facility-Information-Element-Components

{ccitt recommendation q 2932 revised-facility-information-element-

components(13)}

DEFINITIONS

IMPLICIT TAGS ::=

BEGIN

--全てをエクスポートする。

IMPORTS OPERATION, ERROR FROM ｛joint-iso-ccitt remote-operations(4) informationObjects(5)

version1(0)};

ROS {InvokeId:InvokeIdSet, OPERATION:Invokable,OPERATION:Returnable} ::= CHOICE

｛

invoke [1] Invoke {{InvokeIdSet},{Invokable}},

returnResult [2] ReturnResult {{Returnable}},

returnError [3] ReturnError {{Errors{{Returnable}}}},

reject [4] Reject

}

(CONSTRAINED BY {-- 上記定義に従う --}

! RejectProblem : general-unrecognizedPDU)

Invoke {InvokeId:InvokeIdSet,OPERATION:Operations} ::= SEQUENCE

{

invokeId InvokeId (InvokeIdSet)

(CONSTRAINED BY {-- 明確にする --}

!RejectProblem : invoke-duplicateInvocation).

linkedid CHOICE

{

present[0] IMPLICIT present < InvokeId,

absent [1] IMPLICIT NULL

}

(CONSTRAINED BY {-- 未決定オペレーションを識別する --}
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! RejectProblem : invoke-unrecognizedLinkedId)

(CONSTRAINED BY {-- 一つ以上のリンクオペレーションがある --}

! RejectProblem : invoke-linkedResponseUnexpected)

OPTIONAL

opcode OPERATION.&operationCode

({Operations}

! RejectProblem : invoke-unrecognizedOperation),

argument OPERATION.&ArgumentType

({Operations} {@opcode}

! RejectProblem : invoke-mistypedArgument)

OPTIONAL

}

(CONSTRAINED BY {--上記定義に従う--}

! RejectProblem : general-mistypedPDU)

(

WITH COMPONENTS

{ ...,

linkedid ABSENT

}

WITH COMPONENTS

{...,

linkedid PRESENT

opcode

(CONSTRAINED BY {-- 関連づけられたオペレーションの&Linked フィールドに存在する--}

! RejectProblem : invoke-unexpectedLinkedOperation)

}

)

ReturnResult {OPERATION:Operations} ::= SEQUENCE

{

invokeId InvokeId

(CONSTRAINED BY {-- 未決定オペレーションのために存在する --}

! RejectProblem : returnResult-unrecognizedInvocation)

(CONSTRAINED BY {-- 結果を返送する --}

! RejectProblem : returnResult-resultResponseUnexpected),

result SEQUENCE

{

opcode OPERATION.&operationCode

(({Operations})(CONSTRAINED BY {-- インボーク識別子によって識別する--}

! RejectProblem : returnResult-unrecognizedInvocation)),

result OPERATION.&ResultType

({Operations} {(@opcode}

! RejectProblem : returnResult-mistypedResult)

}
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OPTIONAL

}

(CONSTRAINED BY {--上記定義に従う--}

! RejectProblem : general-mistypedPDU)

ReturnError {ERROR:Errors} ::= SEQUENCE

{

invokeId InvokeId

CONSTRAINED BY {-- 未決定オペレーションのために存在する--}

! RejectProblem : returnError-unrecognizedInvocation)

(CONSTRAINED BY {-- エラーを返送する --}

! RejectProblem : returnError-errorResponseUnexpected),

errcode ERROR.&errorCode

( {Errors}

! RejectProblem : returnError-unrecognizedError)

(CONSTRAINED BY

 {-- 関連づけられたオペレーションの&ERRORS フィールド内に存在する--}

! RejectProblem : returnError-unexpectedError),

parameter ERROR.&ParameterType

({Errors} {@errcode}

! RejectProblem : returnError-mistypedParameter) OPTIONAL

}

(CONSTRAINED BY { -- 上記定義に従う --}

! RejectProblem : general-mistypedPDU)

Reject ::= SEQUENCE

{

invokeId InvokeId

problem CHOICE

{

general [0] GeneralProblem,

invoke [1]  InvokeProblem,

returnResult [2] ReturnResultProblem,

returnError [3] ReturnErrorProblem

}

}

(CONSTRAINED BY { -- 上記定義に従う--}

! RejectProblem : general-mistypedPDU)

GeneralProblem ::= INTEGER

{

unrecognizedComponent(0),

mistypedComponent (1),

badlyStructuredComponent (2) }

InvokeProblem ::= INTEGER
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{

duplicateInvocation (0),

unrecognizedOperation (1),

mistypedArgument (2),

resourceLimitation (3),

releaseInProgress (4),

unrecognizedLinkedId (5),

linkedResponseUnexpected (6),

unexpectedLinkedOperation (7),

}

ReturnResultProblem ::= INTEGER

{

unrecognizedInvocation (0),

resultResponseUnexpected ( 1),

mistypedResult (2)

}

ReturnErrorProblem ::= INTEGER

{

unrecognizedInvocation (0),

errorResponseUnexpected (1),

unrecognizedError (2),

unexpectedError (3),

mistypedParameter (4)

}

RejectProblem ::= INTEGER

{

general-unrecognizedPDU (0),

general-mistypedPDU (1),

general-badlyStructuredPDU (2),

invoke-duplicateInvocation (10),

invoke-unrecognizedOperation(11)

invoke-mistypedArgument (12),

invoke-resourceLimitation (13),

invoke-releaseInProgress (14),

invoke-unrecognizedLinkedId (15),

invoke-linkedResponseUnexpected (16),

invoke-unexpectedLinkedOperation (17),

returnResult-unrecognizedInvocation (20),

returnResult-resultResponseUnexpected (21),

returnResult-mistypedResult (22),

returnError-unrecognizedInvocation (30),

returnError-errorResponseUnexpected (31),

returnError-unrecognizedError (32)
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returnError-unexpectedError (33)

 returnError-mistypedParameter (34)

}

InvokeId ::= CHOICE

{

present INTEGER

absent NULL

}

noInvokeId InvokeId ::= absent:NULL

NoInvokeId InvokeId ::= {noInvokeId}

Errors (OPERATION:Operations} ERROR ::= {Operations.&Errors}

END--一般的なＲＯＳＰＤＵ定義の終了

付表Ｂ．１－２／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　　埋め込まれたＤＳＳ２情報要素の定義

(ITU-T Q.2932.1)

Embedded-DSS2-Types {ccitt recommendation q 2932 embedded-dSS2-types(7)}

DEFINITIONS EXPLICIT TAGS ::=

BEGIN

EXPORTS DSS2InformationElement;

DSS2InformationElement ::= [APPLICATION 0] IMPLICIT OCTET STRING

END -- 埋め込まれたＤＳＳ２種別（Embedded-DSS2-Types）の終了
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付録Ⅰ　情報フロー

（標準ＪＴ－Ｑ２９３２．１に対する）

I.1　コネクション型ベアラ非依存転送メカニズム

I.1.1　ベアラ非依存設定とデータ転送

コネクション型ベアラ非依存転送メカニズムにおける情報フローの例として、付図Ⅰ．１－１／ＪＴ－Ｑ

２９３２．１に示す。

付図Ⅰ．１－１／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　　コネクション型ベアラ非依存転送メカニズム

(ITU-T Q.2932.1)

発側エンティティ 着側エンティティ

ＣＯ－ＢＩ呼設定(CO-BI SETUP)
ファシリティ情報要素

呼設定受付(CALL PROCEEDING)

応答(CONNECT)
ファシリティ情報要素

ファシリティ(FACILITY)

ファシリティ情報要素

ファシリティ(FACILITY)
ファシリティ情報要素

解放(RELEASE)
ファシリティ情報要素

解放完了(RELEASE COMPLETE)
ファシリティ情報要素
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付録Ⅱ　動作指示表示

（標準ＪＴ－Ｑ２９３２．１に対する）

以下の略語は表中において使用される。

使用する ＝　明示的な指示に従う

使用しない ＝　指示フィールドは意味を持たない

Ｎ ＝　網

Ｕ ＝　ユーザ

付表Ⅱ．１－１／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　ベアラ関連トランスポートで使用される標準ＪＴ－Ｑ２９

(ITU-T Q.2932.1) ３２．１のメッセージの動作指示表示の典型的な利用法

メッセージ フラグ 生成源 動作表示

ファシリティ（FACILITY） 注 Ｎ＆Ｕ 注

注－任意のファシリティ情報要素の動作指示表示が「呼解放」に設定されているならば、「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージの動作指示表示も同じ値に設定される。それ以外の場合にはフラグは使用さ

れず、動作表示も意味を持たない。
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付表Ⅱ．１－２／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　コネクション型ベアラ非依存トランスポートで使用される標

(ITU-T Q.2932.1) 準ＪＴ－Ｑ２９３２．１のメッセージの動作指示表示の典型的

な利用法

メッセージ フラグ 生成源 動作表示

呼設定受付（CALL PROCEEDING） 使用しない Ｎ＆Ｕ 無意味

ＣＯ－ＢＩ呼設定(CO-BI SETUP) 使用しない Ｎ＆Ｕ 無意味

応答(CONNECT) 使用しない Ｎ＆Ｕ 無意味

ファシリティ(FACILITY) 注 Ｎ＆Ｕ 注

通知(NOTIFY) 使用しない Ｎ＆Ｕ 無意味

解放(RELEASE) 使用しない Ｎ＆Ｕ 無意味

解放完了(RELEASE COMPLETE) 使用しない Ｎ＆Ｕ 無意味

状態表示(STATUS) 使用しない Ｎ＆Ｕ 無意味

状態問合(STATUS ENQUIRY) 使用しない Ｎ＆Ｕ 無意味

注－任意のファシリティ情報要素の動作指示表示が「呼解放」に設定されているならば、「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージの動作指示表示も同じ値に設定される。それ以外の場合にはフラグは使用さ

れず、動作表示も意味を持たない。

付表Ⅱ．１－３／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　コネクションレス型ベアラ非依存トランスポートで使用され

(ITU-T Q.2932.1) る標準ＪＴ－Ｑ２９３２．１のメッセージの動作指示表示の典

型的な利用法

メッセージ フラグ 生成源 動作表示

ファシリティ(FACILITY) 使用しない Ｎ＆Ｕ 無意味

付表Ⅱ．１－４／ＪＴ－Ｑ２９３２．１　標準ＪＴ－Ｑ２９３２．１の情報要素における動作指示表示の

(ITU-T Q.2932.1) 典型的な利用法

情報要素 フラグ 生成源 動作表示

ファシリティ 注 Ｎ＆Ｕ 注

注－このフィールドに含まれた値は、標準ＪＴ－Ｑ２９３２．１の手順の使用方法を規定している他の標

準により規定されている。同じフィールドについて２つの標準で違う値が規定されている場合の値は

実装依存となるが、このとき、複数のＡＰＤＵを含めるため、複数のファシリティ情報要素を使用す

ることを検討すべきである。
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付録Ⅲ　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８［６］を用いた遠隔操作記法の形式的な定義

（標準ＪＴ－Ｑ２９３２．１に対する）

付表Ⅲ－１／ＪＴ－Ｑ２９３２．１ 遠隔操作データ種別の形式的な定義

(ITU-T Q.2932.1) （ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９［３］図４／Ｘ．２１９の引用）

Remote-Operation-Notation {joint-iso-ccitt remote-operations(4) notation(0)}

DEFINITIONS ::=

BEGIN

EXPORTS OPERATION, ERROR;

-- オペレーションに対するマクロ定義

OPERATION MACRO ::=

BEGIN

TYPE NOTATION ::= Argument Result Errors LinkedOperations

VALUE NOTATION ::= value (VALUE CHOICE {

localValue INTEGER,

globalValue OBJECT IDENTIFIER})

Argument ::= "ARGUMENT" NamedType | empty

Result ::= "RESULT" ResultType | empty

ResultType ::= NamedType | empty

Errors ::= "ERRORS" "{" ErrorNames "}" | empty

LinkedOperations ::= "LINKED" "{" LinkedOperationNames "}" | empty

ErrorNames ::= ErrorList | empty

ErrorList ::= Error | ErrorList "," Error

Error ::= value (ERROR) -- エラー値を参照する

 | type -- エラー値が規定されていなければエラー種別

を参照する
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LinkedOperationNames ::= OperationList | empty

OperationList ::= Operation | OperationList "," Operation

Operation ::= value (OPERATION) -- オペレーション値を参照する

 | type -- オペレーション値が規定されていな

  ければ、オペレーション種別を参照する

NamedType ::= identifier type | type

END -- オペレーションマクロ（OPERATION MACRO）の終了

-- オペレーションエラーに対するマクロ定義

ERROR MACRO ::=

BEGIN

TYPE NOTATION ::= Parameter

VALUE NOTATION ::= value (VALUE CHOICE {

localValue INTEGER,

globalValue OBJECT IDENTIFIER})

Parameter ::= "PARAMETER" NamedType | empty

NamedType ::= identifier type | type

END -- エラーマクロ（ERROR MACRO）の終了

END -- 遠隔操作記法（Remote-Operation-Notation）の終了
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付録Ⅳ　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．６８０［８］を用いた遠隔操作記法の形式的な定義

（標準ＪＴ－Ｑ２９３２．１に対する）

付表Ⅳ－１／ＪＴ－Ｑ２９３２．１

(ITU-T Q.2932.1)

遠隔操作データ種別の形式的な定義

（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．８８０［１９］付属資料Ａの引用）

Remote-Operations-Information-Objects

{joint-iso-itu-t remote-operations(4) informationObjects(5) version1(0)}

DEFINITIONS ::=

BEGIN

-- 全てをエキスポートする

IMPORTS emptyBind, emptyUnbind

FROM {joint-iso-ccitt remote-operations(4) useful-definitions(7)

version1(0)}

OPERATIONS ::= CLASS

{

&ArgumentType OPTIONAL,

&argumentTypeOptional BOOLEAN OPTIONAL,

&returnResult BOOLEAN DEFAULT TRUE,

&ResultType OPTIONAL,

&resultTypeOptional BOOLEAN OPTIONAL,

&Errors ERROR OPTIONAL,

&Linked OPERATION OPTIONAL,

&synchronous BOOLEAN DEFAULT FALSE,

&alwaysReturns BOOLEAN DEFAULT TRUE,

&InvokePriority Priority OPTIONAL,

&ResultPriority Priority OPTIONAL,

&operationCode Code UNIQUE OPTIONAL

}

WITH SYNTAX

{

[ARGUMENT &ArgumentType [OPTIONAL &argumentTypeOptional]]

[RESULT &ResultType [OPTIONAL  &resultTypeOptional]]

[RETURN RESULT &returnResult]

[ERRORS &Errors]

[LINKED &Linked]

[SYNCHRONOUS &synchronous]

[ALWAYS RESPONDS &alwaysReturns]

[INVOKE PRIORITY &InvokePriority]

[RESULT PRIORTY &ResultPriority]

[CODE &operationCode]



ＪＴ－Ｑ２９３２．１ - 106 -

}

ERROR ::= CLASS

{

&ParameterType OPTIONAL,

&parameterTypeOptional BOOLEAN OPTIONAL,

&ErrorPriority Priority OPTIONAL,

&errorCode Code UNIQUE OPTIONAL

}

WITH SYNTAX

{

[PARAMETER &ParameterType[OPTIONAL &parameterTypeOptional]]

[PRIORITY &ErrorPriority]

[CODE &errorCode]

}

OPERATION-PACKAGE ::= CLASS

{

&Both OPERATION OPTIONAL,

&Consumer OPERATION OPTIONAL,

&Supplier OPERATION OPTIONAL,

&id OBJECT IDENTIFIER UNIQUE OPTIONAL

}

WITH SYNTAX

{

[OPERATIONS &Both]

[CONSUMER INVOKES &Supplier]

[SUPPLIER INVOKES &Consumer]

[ID &id]

}

CONNECTION-PACKAGE ::= CLASS

{

&bind OPERATION DEFAULT emptyBind,

&unbind OPERATION DEFAULT emptyUnbind,

&responderCanUnbind BOOLEAN DEFAULT FALSE,

&unbindCanFail BOOLEAN DEFAULT FALSE,

&id OBJECT IDENTIFIER UNIQUE OPTIONA

}

WITH SYNTAX

{

[BIND &bind]

[UNBIND &unbind]

[RESPONDER UNBIND &responderCanUnbind]

[FAILURE TO UNBIND &unbindCanFail]

[ID &id]

}
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CONTRACT ::= CLASS

{

&connection CONNECTION-PACKAGE OPTIONAL,

&OperationsOf OPERATION-PACKAGE OPTIONAL,

&InitiatorConsumerOf OPERATION-PACKAGE OPTIONAL,

&InitiatorSupplierOf OPERATION-PACKAGE OPTIONAL,

&id OBJECT IDENTIFIER UNIQUE OPTIONAL

}

WITH SYNTAX

{

[CONNECTION &connection]

[OPERATIONS OF &OperationsOf]

[INITIATOR CONSUMER OF &InitiatorConsumerOf]

[RESPONDER CONSUMER OF &InitiatorSupplierOf]

[ID &id]

}

ROS-OBJECT-CLASS ::= CLASS

{

&Is ROS-OBJECT-CLASS OPTIONAL,

&Initiates CONTRACT OPTIOINAL,

&Responds CONTRACT OPTIOINAL,

&InitiatesAndResponds CONTRACT OPTIOINAL,

&id OBJECT IDENTIFIER UNIQUE

}

WITH SYNTAX

{

[IS &Is]

[BOTH &InitiatesAndResponds]

[INITIATES &Initiates]

[RESPONDS &Responds]

[ID &id]

}

Code ::= CHOICE

{

local INTEGER,

global OBJECT IDENTIFIER

}

Priority ::= INTEGER (0..MAX)

END -- インフォメーションオブジェクト仕様の終了
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付録Ⅴ　オブジェクト識別子の割当

（標準ＪＴ－Ｑ２９３２．１に対する）

この標準の範囲内で割り当てられるオブジェクト識別子は、以下の通りである。

ccitt recommendation q 2932 facility-information-element-APDU(3)

ccitt recommendation q 2932 revised-facility-information-element-APDU(3)

ccitt recommendation q 2932 embedded-dSS2-types(7)
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ＪＴ－Ｑ２９３２．１　ＴＴＣ標準用語対照表

用語原案 カタカナ読 英語 出現章節

抽象機能 ﾁｭｳｼｮｳｷﾉｳ abstract functionality S:1.5.1.2

動作 ﾄﾞｳｻ action S:1.9.1.3.1

通信中 ﾂｳｼﾝﾁｭｳ Active S:1.7.2.1

ﾍﾞｱﾗ 通信中 ﾍﾞｱﾗﾂｳｼﾝﾁｭｳ active phase of a bearer S:1.5.4.2

付加的基本呼機能 ﾌｶﾃｷ ｷﾎﾝｺ ｷﾉｳ additional basic call capability S:1.1

ｱﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞ 情報 ｱﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞｼﾞｮｳﾎｳ addressing information S:1.5.1.2

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛﾄｺﾙﾃﾞｰﾀﾕﾆｯ

ﾄ、APDU
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛﾄｺﾙﾃﾞｰﾀﾕﾆｯﾄ、ｴｰﾋﾟｰﾃﾞｨｰﾕｰ Application Protocol Data Unit S:1.4

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ 制御、
AS-Control

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽｾｲｷﾞｮ、ｴｰｴｽｺﾝﾄﾛｰﾙ Application Service Control S:1.4

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 型 ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｶﾞﾀｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ application-oriented operation S:1.9.1.2

AS-Control ｴﾝﾃｨﾃｨ ｴｰｴｽｺﾝﾄﾛｰﾙｴﾝﾃｨﾃｨ AS-Control entity S:1.5.2

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ｻｰﾋﾞｽ 要素、
ASE

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ ﾖｳｿ、ｴｰｴｽｲｰ ASE S:1.3

非同期転送 ﾓｰﾄﾞ、ATM ﾋﾄﾞｳｷﾃﾝｿｳﾓｰﾄﾞ、ｴｰﾃｨｰｴﾑ Asynchronous Transfer Mode S:1.4

誤った 構成の APDU ｱﾔﾏｯﾀｺｳｾｲﾉｴｰﾋﾟｰﾃﾞｰﾕｰ badly-structured-APDU S:1.9.4.2

基本呼 モデル ｷﾎﾝｺﾓﾃﾞﾙ basic call model S:1.5.2

基本 符号化 規則 ｷﾎﾝ ﾌｺﾞｳｶ ｷｿｸ basic encoding rules S:1.2

ﾍﾞｱﾗ 確立 ﾌｪｰｽﾞ ﾍﾞｱﾗｶｸﾘﾂﾌｪｰｽﾞ bearer establishment phase S:1.5.4.2

ﾍﾞｱﾗ 関連、BR ﾍﾞｱﾗｶﾝﾚﾝ、ﾋﾞｰｱｰﾙ Bearer Related S:1.4

ﾍﾞｱﾗ 解放 ﾌｪｰｽﾞ ﾍﾞｱﾗｶｲﾎｳﾌｪｰｽﾞ bearer release phase S:1.5.4.2

ﾍﾞｱﾗ 関連 ﾍﾞｱﾗｶﾝﾚﾝ bearer-related S:1.2

ﾍﾞｱﾗ 関連情報 ﾍﾞｱﾗｶﾝﾚﾝｼﾞｮｳﾎｳ bearer-related information S:1.5.2

ﾍﾞｱﾗ 関連 ｻｰﾋﾞｽ ﾍﾞｱﾗｶﾝﾚﾝｻｰﾋﾞｽ bearer-related service S:1.5.4.2

ﾍﾞｱﾗ 関連転送 ﾍﾞｱﾗｶﾝﾚﾝﾃﾝｿｳ bearer-related transport S:1.9.1.1

ﾍﾞｱﾗ 関連転送 ﾒｶﾆｽﾞﾑ ﾍﾞｱﾗｶﾝﾚﾝﾃﾝｿｳﾒｶﾆｽﾞﾑ bearer-related transport
mechanism

S:1.9.2.2.1

広帯域 ｻｰﾋﾞｽ 総合 ﾃﾞｨｼﾞ
ﾀﾙ 網、B-ISDN

ｺｳﾀｲｲｷｻｰﾋﾞｽｿｳｺﾞｳﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾓｳ、ﾋﾞｰｱｲｴｽ

ﾃﾞｨｰｴﾇ

Broadband Integrated Services
Digital Network

S:1.4

広帯域 私設網 ｺｳﾀｲｲｷｼｾﾂﾓｳ broadband private network S:1.5.1.2

呼 ｺ call S:1.3

発呼 ﾊｯｺ Call Initiated S:1.7.2.1

着呼 ﾁｬｯｺ Call Present S:1.7.2.1

呼番号 ｺﾊﾞﾝｺﾞｳ call reference S:1.3

呼／ ｺﾈｸｼｮﾝ 状態 ｺｺﾈｸｼｮﾝｼﾞｮｳﾀｲ call/connection state S:1.3

呼解放 ｺｶｲﾎｳ call-clearing S:1.9.1.1.2

呼解放 ｺｶｲﾎｳ clear call S:1.9.1.4

ＣＯ－ＢＩ ﾌﾟﾛｾｽ ｼｰｵｰﾋﾞｰｱｲ ﾌﾟﾛｾｽ CO-BI process S:1.7.2.1

ＣＯ－ＢＩ 呼設定 ｼｰｵｰﾋﾞｰｱｲ ｺｾｯﾃｲ CO-BI SETUP S:1.8.1.3

状態一致 ｼﾞｮｳﾀｲｲｯﾁ compatible state S:1.13.3.2

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ 転送 ﾒｶﾆｽﾞﾑ ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄﾃﾝｿｳﾒｶﾆｽﾞﾑ component transport mechanism S:1.13.3

ｺﾈｸｼｮﾝ ｺﾈｸｼｮﾝ connection S:1.3

ｺﾈｸｼｮﾝｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ 識別

子、CEI
ｺﾈｸｼｮﾝｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄｼｷﾍﾞﾂｼ、ｼｰｲｰｱｲ Connection Endpoint Identifier S:1.3

ｺﾈｸｼｮﾝ 型 ｺﾈｸｼｮﾝｶﾞﾀ connection-oriented S:1.9.1.2
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ＪＴ－Ｑ２９３２．１　ＴＴＣ標準用語対照表

用語原案 カタカナ読 英語 出現章節

ｺﾈｸｼｮﾝ 型 ﾍﾞｱﾗ 非依存、
CO-BI

ｺﾈｸｼｮﾝｶﾞﾀﾍﾞｱﾗﾋｲｿﾞﾝ、ｼｰｵｰﾋﾞｰｱｲ connection-oriented bearer
independent

S:1.4

ｺﾈｸｼｮﾝ 型 ﾍﾞｱﾗ 非依存

ｻｰﾋﾞｽ

ｺﾈｸｼｮﾝｶﾞﾀﾍﾞｱﾗﾋｲｿﾞﾝｻｰﾋﾞｽ connection-oriented bearer-
independent service

S:1.5.4.2

ｺﾈｸｼｮﾝ 型 ﾍﾞｱﾗ 非依存転

送 ﾒｶﾆｽﾞﾑ
ｺﾈｸｼｮﾝｶﾞﾀﾍﾞｱﾗﾋｲｿﾞﾝﾃﾝｿｳﾒｶﾆｽﾞﾑ connection-oriented bearer-

independent transport
mechanism

S:1.9.2.2.2

ｺﾈｸｼｮﾝ 型転送 ﾒｶﾆｽﾞﾑ ｺﾈｸｼｮﾝﾃﾝｿｳﾒｶﾆｽﾞﾑ Connection-oriented transport
mechanism

S:1.3

ｺﾈｸｼｮﾝﾚｽ 型 ｺﾈｸｼｮﾝﾚｽｶﾞﾀ connectionless S:1.9.1.2

ｺﾈｸｼｮﾝﾚｽ 型 ﾍﾞｱﾗ 非依

存、CL-BI
ｺﾈｸｼｮﾝﾚｽｶﾞﾀﾍﾞｱﾗﾋｲｿﾞﾝ、ｼｰｴﾙﾋﾞｰｱｲ connectionless bearer

independent
S:1.4

ｺﾈｸｼｮﾝﾚｽ 型 ﾍﾞｱﾗ 非依存

ｻｰﾋﾞｽ

ｺﾈｸｼｮﾝﾚｽｶﾞﾀﾋｲｿﾞﾝｻｰﾋﾞｽ connectionless bearer-
independent service

S:1.5.4.2

ｺﾈｸｼｮﾝﾚｽ 型 ﾍﾞｱﾗ 非依存

転送 ﾒｶﾆｽﾞﾑ
ｺﾈｸｼｮﾝﾚｽｶﾞﾀﾍﾞｱﾗﾋｲｿﾞﾝﾃﾝｿｳﾒｶﾆｽﾞﾑ connectionless bearer-

independent transport
mechanism

S:1.9.2.2.3

ｺﾈｸｼｮﾝﾚｽ 型転送 ﾒｶﾆｽﾞﾑ ｺﾈｸｼｮﾝﾚｽﾃﾝｿｳﾒｶﾆｽﾞﾑ connectionless transport
mechanism

S:1.3

ｺｰﾃﾞｨﾈｰｼｮﾝ 機能 ｺｰﾃﾞｨﾈｰｼｮﾝｷﾉｳ coordination function S:1.5.2

ｺｰﾃﾞｨﾈｰｼｮﾝﾌﾟﾛｾｽ ｺｰﾃﾞｨﾈｰｼｮﾝ ﾌﾟﾛｾｽ coordination process S:1.7.2.1

修正動作 ｼｭｳｾｲﾄﾞｳｻ corrective action S:1.9.3.1

呼状態 ｺｼﾞｮｳﾀｲ CS S:1.13.2

相手呼状態 ｱｲﾃｺｼﾞｮｳﾀｲ CS-R S:1.13.3.2

宛て先決定 ｱﾃｻｷｹｯﾃｲ determine destination S:1.13.4

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ 加入者線信号方

式No.1、DSS1
ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｶﾆｭｳｼｬｾﾝｼﾝｺﾞｳﾎｳｼｷﾅﾝﾊﾞｰﾜﾝ、ﾃﾞｨｰ

ｴｽｴｽﾜﾝ

Digital Subscriber Signalling
System No.1

S:1.4

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ 加入者線信号方

式No.2、DSS2
ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｶﾆｭｳｼｬｾﾝｼﾝｺﾞｳﾎｳｼｷﾅﾝﾊﾞｰﾂｰ、ﾃﾞｨｰ

ｴｽｴｽﾂｰ

Digital Subscriber Signalling
System No.2

S:1.4

廃棄 および 無視 ﾊｲｷｵﾖﾋﾞﾑｼ discard and ignore S:1.9.1.4

廃棄 および 状態確認 ﾊｲｷｵﾖﾋﾞｼﾞｮｳﾀｲｶｸﾆﾝ discard and report status S:1.9.1.4

ﾒｯｾｰｼﾞ 廃棄 および 無視 ﾒｯｾｰｼﾞﾊｲｷｵﾖﾋﾞﾑｼ discard message and ignore S:1.9.1.4

ﾒｯｾｰｼﾞ 廃棄 および 状態

確認

ﾒｯｾｰｼﾞﾊｲｷｵﾖﾋﾞｼﾞｮｳﾀｲｶｸﾆﾝ discard message and report
status

S:1.9.1.4

ＤＳＳ２ ｴﾝﾃｨﾃｨ ﾃﾞｨｰｴｽｴｽﾂｰｴﾝﾃｨﾃｨ DSS2 entity S:1.9.1.3

ﾀﾞﾐｰ 呼番号 ﾀﾞﾐｰｺﾊﾞﾝｺﾞｳ dummy call reference S:1.3

重複している ｲﾝﾎﾞｹｰｼｮﾝ ﾁｮｳﾌｸｼﾃｲﾙ ｲﾝﾎﾞｹｰｼｮﾝ duplicate-invocation S:1.9.4.2

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ endpoint S:1.5.1.2

期待されない ｴﾗｰ 応答 ｷﾀｲｻﾚﾅｲ ｴﾗｰｵｳﾄｳ error-response-unexpected S:1.9.4.2

ﾌｧﾝｸｼｮﾅﾙﾌﾟﾛﾄｺﾙ ﾌｧﾝｸｼｮﾅﾙﾌﾟﾛﾄｺﾙ functional protocol S:1.3

汎用 ｴﾗｰ 処理手順 ﾊﾝﾖｳｴﾗｰｼｮﾘﾃｼﾞｭﾝ general error handling procedure S:1.9.1.1.2

汎用 ﾌｧﾝｸｼｮﾅﾙﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ
制御

ﾊﾝﾖｳﾌｧﾝｸｼｮﾅﾙﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄｾｲｷﾞｮ generic function transport
control

S:1.13.4

汎用 ﾌｧﾝｸｼｮﾅﾙﾌﾟﾛﾄｺﾙ ﾊﾝﾖｳﾌｧﾝｸｼｮﾅﾙﾌﾟﾛﾄｺﾙ generic functional protocol S:1.5.2

汎用 ﾌｧﾝｸｼｮﾅﾙﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ
制御、GFT-Control

ﾊﾝﾖｳﾌｧﾝｸｼｮﾅﾙﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄｾｲｷﾞｮ、ｼﾞｰｴﾌﾃｨｰｺﾝ

ﾄﾛｰﾙ

Generic Functional Transport
Control

S:1.4

GFT-Control ｼﾞｰｴﾌﾃｨｺﾝﾄﾛｰﾙ GFT-Control S:1.9.2.1
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GFT-Control ｴﾝﾃｨﾃｨ ｼﾞｰｴﾌﾃｨｰｺﾝﾄﾛｰﾙｴﾝﾃｨﾃｨ GFT-Control entity S:1.5.2

着信側 ﾁｬｸｼﾝｶﾞﾜ incoming S:1.3

着呼受付 ﾁｬｯｺ ｳｹﾂｹ Incoming call proceeding S:1.7.2.1

着側網 ﾁｬｸｶﾞﾜﾓｳ incoming network S:1.3

着側 ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ ｴﾝﾃｨﾃｨ ﾁｬｸｶﾞﾜﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄｴﾝﾃｨﾃｨ incoming transport entity S:1.3

着側 ﾕｰｻﾞ ﾁｬｸｶﾞﾜﾕｰｻﾞ incoming user S:1.3

情報要素動作内容 ｼﾞｮｳﾎｳ ﾖｳｿ ﾄﾞｳｻ ﾅｲﾖｳ information element action
indicator

S:1.8.2.2

情報要素動作指示 ﾌｨｰﾙﾄﾞ ｼﾞｮｳﾎｳ ﾖｳｿ ﾄﾞｳｻ ｼｼﾞ ﾌｨｰﾙﾄﾞ information element instruction
field

S:1.8.2.2.

情報交換 ｼﾞｮｳﾎｳｺｳｶﾝ information exchange S:1.5.1.2

ｲﾆｼｴｰﾀ ｲﾆｼｴｰﾀ initiator S:1.3

ｲﾆｼｴｰﾀ 解放 ｲﾆｼｴｰﾀ ｶｲﾎｳ initiator-releasing S:1.9.4.2

動作指示表示 ﾄﾞｳｻｼｼﾞﾋｮｳｼﾞ instruction indicator S:1.9.1.4

無効呼番号 ﾑｺｳﾊﾞﾝｺﾞｳ invalid call reference value S:1.9.1.3.3

ｲﾝﾎﾞｰｸ APDU ｲﾝﾎﾞｰｸｴｰﾋﾟｰﾃﾞｨｰﾕｰ invoke APDU S:1.3

ｲﾝﾎﾞｰｸ 識別子 ｲﾝｳﾞｫｰｸｼｷﾍﾞﾂｼ invoke identifier S:1.9.4.2

起動側 ｷﾄﾞｳｶﾞﾜ invoker S:1.3

ﾘﾝｸ 識別子 ﾘﾝｸｼｷﾍﾞﾂｼ link identifier S:1.9.4.2

期待されない リンク 応
答

ｷﾀｲｻﾚﾅｲ ﾘﾝｸｵｳﾄｳ linked-response-unexpected S:1.9.4.2

ﾛｰｶﾙ な ﾛｰｶﾙﾅ local S:1.5.1.1

ﾛｰｶﾙ な 情報交換 ﾛｰｶﾙﾅｼﾞｮｳﾎｳｺｳｶﾝ local information exchange S:1.3

ﾛﾝｸﾞﾌｫｰﾑ の 固定長形式

の符合化法

ﾛﾝｸﾞﾌｫｰﾑﾉ ｺﾃｲﾁｮｳ ｹｲｼｷﾉ ﾌｺﾞｳｶﾎｳ long form definitive length
encoding

S:1.8.2.2.

ﾒｯｾｰｼﾞ 動作指示表示 ﾒｯｾｰｼﾞﾄﾞｳｻｼｼﾞﾋｮｳｼﾞ message action indicator S:1.9.1.4

誤った ＡＰＤＵ ｱﾔﾏｯﾀｴｰﾋﾟｰﾃﾞｰﾕｰ mistyped-APDU S:1.9.4.2

誤った ｱｰｷﾞｭﾒﾝﾄ ｱﾔﾏｯﾀｱｰｷﾞｭﾒﾝﾄ mistyped-argument S:1.9.4.2

誤った ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｱﾔﾏｯﾀﾊﾟﾗﾒｰﾀ mistyped-parameter S:1.9.4.2

誤った ﾘｻﾞﾙﾄ ｱﾔﾏｯﾀﾘｻﾞﾙﾄ mistyped-result S:1.9.4.2

狭帯域 ｻｰﾋﾞｽ 総合 ﾃﾞｨｼﾞ
ﾀﾙ 網、N-ISDN

ｷｮｳﾀｲｲｷｻｰﾋﾞｽｿｳｺﾞｳﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾓｳ、ｴﾇｱｲｴｽ

ﾃﾞｨｰｴﾇ

Narrow-band Integrated
Services Digital Network

S:1.4

網 ﾓｳ network S:1.3

ﾈｯﾄﾜｰｸﾉｰﾄﾞ ﾈｯﾄﾜｰｸﾉｰﾄﾞ network node S:1.5.3

網 ﾉｰﾄﾞｲﾝﾀﾌｪｰｽ、NNI ﾓｳﾉｰﾄﾞｲﾝﾀﾌｪｰｽ、ｴﾇｴﾇｱｲ Network Node Interface S:1.4

非 ﾛｰｶﾙ な ﾋﾛｰｶﾙﾅ non-local S:1.5.1.2

非 ﾛｰｶﾙ な 情報交換 ﾋﾛｰｶﾙﾅｼﾞｮｳﾎｳｺｳｶﾝ non-local information exchange S:1.3

正常切断 ｾｲｼﾞｮｳｾﾂﾀﾞﾝ normal clearing S:1.9.1.1.1

空 ｱｷ Null S:1.7.2.1

発信側 ﾊｯｼﾝｶﾞﾜ outgoing S:1.3

発呼受付 ﾊｯｺ ｳｹﾂｹ Outgoing call proceeding S:1.7.2.1

発側網 ﾊﾂｶﾞﾜﾓｳ outgoing network S:1.3

発側 ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ ｴﾝﾃｨﾃｨ ﾊﾂｶﾞﾜﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄｴﾝﾃｨﾃｨ outgoing transport entity S:1.3

発側 ﾕｰｻﾞ ﾊﾂｶﾞﾜﾕｰｻﾞ outgoing user S:1.3

ﾊﾟｰﾃｨ 制御 ﾊﾟｰﾃｨｾｲｷﾞｮ party control S:1.9.1.1.1
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ﾊﾟｰﾃｨ 制御 ﾒｯｾｰｼﾞ ﾊﾟｰﾃｨｾｲｷﾞｮﾒｯｾｰｼﾞ party control message S:1.3

ﾊﾟｰﾃｨ 状態 ﾊﾟｰﾃｨｼﾞｮｳﾀｲ party state S:1.3

同位 ｴﾝﾃｨﾃｨ ﾄﾞｳｲ ｴﾝﾃｨﾃｨ peer-entity S:1.3

ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ pending S:1.7.2.1

実行側 ｼﾞｯｺｳｶﾞﾜ performer S:1.3

ﾎﾟｲﾝﾄﾏﾙﾁﾎﾟｲﾝﾄ ﾎﾟｲﾝﾄﾏﾙﾁﾎﾟｲﾝﾄ point-to-multipoint S:1.5.2

ﾎﾟｲﾝﾄﾎﾟｲﾝﾄ ﾎﾟｲﾝﾄﾎﾟｲﾝﾄ point-to-point S:1.5.2

単純型 ﾀﾝｼﾞｭﾝｶﾞﾀ primitive form S:1.8.2.2.

ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾓﾃﾞﾙ ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾓﾃﾞﾙ protocol model S:1.5.2

ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ protocol profile S:1.9.3.1

ﾌﾟﾛﾄｺﾙｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞ ﾌﾟﾛﾄｺﾙｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞ protocol signalling S:1.9.3.1

ﾀｲﾏ 満了 による 回復 ﾀｲﾏﾏﾝﾘｮｳﾆﾖﾙｶｲﾌｸ recovery on timer expiry S:1.9.1.3.3

回復手順 ｶｲﾌｸ ﾃｼﾞｭﾝ recovery-procedure S:1.13.3.2

ﾘｼﾞｪｸﾄ APDU ﾘｼﾞｪｸﾄｴｰﾋﾟｰﾃﾞｨｰﾕｰ reject APDU S:1.3

解放要求 ｶｲﾎｳ ﾖｳｷｭｳ Release Request S:1.7.2.1

信頼できる ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞ 用
ＡＡＬ  ｺﾈｸｼｮﾝ

ｼﾝﾗｲﾃﾞｷﾙｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞﾖｳｴｲｴｲｴﾙｺﾈｸｼｮﾝ reliable SAAL connection S:1.9.1.3.1

ﾘﾓｰﾄｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝﾌﾟﾛﾄｺﾙ ﾘﾓｰﾄ ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾄｺﾙ remote operations protocol S:1.8.2.2.

ﾘﾓｰﾄ ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ ｻｰﾋﾞｽ 要
素、ROSE

ﾘﾓｰﾄｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽﾖｳｿ、ｱｰﾙｵｰｴｽｲｰ Remote Operations Service
Element

S:1.4

ﾘｿｰｽ 制限 ﾘｿｰｽ ｾｲｹﾞﾝ resource-limitation S:1.9.4.2

ﾚｽﾎﾟﾝﾀﾞ ﾚｽﾎﾟﾝﾀﾞ responder S:1.3

期待 されない ﾘｻﾞﾙﾄ 応
答

ｷﾀｲｻﾚﾅｲ ﾘｻﾞﾙﾄｵｳﾄｳ result-response-unexpected S:1.9.4.2

ﾘﾀｰﾝｴﾗｰ APDU ﾘﾀｰﾝｴﾗｰｴｰﾋﾟｰﾃﾞｨｰﾕｰ return error APDU S:1.3

ﾘﾀｰﾝﾘｻﾞﾙﾄ APDU ﾘﾀｰﾝﾘｻﾞﾙﾄｴｰﾋﾟｰﾃﾞｨｰﾕｰ return result APDU S:1.3

ｼｮｰﾄﾌｫｰﾑ の 固定長形式

の 符号化法

ｼｮｰﾄﾌｫｰﾑﾉ ｺﾃｲﾁｮｳ ｹｲｼｷﾉ ﾌｺﾞｳｶﾎｳ short form definitive length
encoding

S:1.8.2.2.

ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞ 用 AAL ｺﾈｸｼｮﾝ
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ 識別子

ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞﾖｳｴｰｴｰｴﾙｺﾈｸｼｮﾝｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄｼｷﾍﾞﾂ

ｼ

signalling AAL connection
endpoint identifier

S:1.3

ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾚｲﾔ ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾚｲﾔ signalling application layer S:1.5.2

ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞｱｿｼｴｰｼｮﾝ ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞｱｿｼｴｰｼｮﾝ signalling association S:1.5.4.2

ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞ 用 ATM ｱﾀﾞﾌﾟ
ﾃｰｼｮﾝﾚｲﾔ、SAAL

ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞﾖｳｴｰﾃｨｰｴﾑｱﾀﾞﾌﾟﾃｰｼｮﾝﾚｲﾔ、ｴｽｴｰ

ｴｰｴﾙ

Signalling ATM Adaptation
Layer

S:1.4

ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞｺﾈｸｼｮﾝ ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞｺﾈｸｼｮﾝ signalling connection S:1.3

ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞｺﾈｸｼｮﾝ 要求 ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞｺﾈｸｼｮﾝﾖｳｷｭｳ signalling connection request S:1.9.1.3.3

ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞ 手順 ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞﾃｼﾞｭﾝ signalling procedure S:1.9

転送 ﾒｶﾆｽﾞﾑ ﾃﾝｿｳﾒｶﾆｽﾞﾑ transfer mechanism S:1.5.3

ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄｺﾈｸｼｮﾝ ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ ｺﾈｸｼｮﾝ transport connection S:1.8.1.3

ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄｴﾝﾃｨﾃｨ ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ ｴﾝﾃｨﾃｨ transport entity S:1.3

ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ 設定 ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ ｾｯﾃｲ transport establishment S:1.7.2.1

転送 ﾒｶﾆｽﾞﾑ ﾃﾝｿｳ ﾒｶﾆｽﾞﾑ transport mechanism S:1.3

転送 ﾒｶﾆｽﾞﾑ 利用 ｴﾝﾃｨﾃｨ ﾃﾝｿｳﾒｶﾆｽﾞﾑﾘﾖｳｴﾝﾃｨﾃｨ transport mechanism user-entity S:1.8.1.2
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期待 されない 子 ｵﾍﾟﾚｰ
ｼｮﾝ

ｷﾀｲｻﾚﾅｲ ｺｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ unexpected-child-operation S:1.9.4.2

期待 されない ｴﾗｰ ｷﾀｲｻﾚﾅｲ ｴﾗｰ unexpected-error S:1.9.4.2

認識 されない ｴﾗｰ ﾆﾝｼｷ ｻﾚﾅｲｴﾗｰ unrecognized-error S:1.9.4.2

認識 されない ｲﾝﾎﾞｹｰｼｮﾝ ﾆﾝｼｷ ｻﾚﾅｲｲﾝﾎﾞｹｰｼｮﾝ unrecognized-invocation S:1.9.4.2

認識 されない ﾘﾝｸ 識別

子

ﾆﾝｼｷ ｻﾚﾅｲﾘﾝｸｼｷﾍﾞﾂｼ unrecognized-link-identifier S:1.9.4.2

認識 されない ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ ﾆﾝｼｷ ｻﾚﾅｲｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ unrecognized-operation S:1.9.4.2

認識 されない APDU ﾆﾝｼｷ ｻﾚﾅｲｴｰﾋﾟｰﾃﾞｰﾕｰ unrecognized-APDU S:1.9.4.2

ﾕｰｻﾞ ﾕｰｻﾞ user S:1.3

ﾕｰｻﾞ ・網 ｲﾝﾀﾌｪｰｽ、UNI ﾕｰｻﾞﾓｳｲﾝﾀﾌｪｰｽ、ﾕｰｴﾇｱｲ User Network Interface S:1.4

ﾕｰｻﾞﾉｰﾄﾞ ﾕｰｻﾞﾉｰﾄﾞ user node S:1.5.3

ﾒｯｾｰｼﾞ 検証 ﾒｯｾｰｼﾞｹﾝｼｮｳ Verify-Msg S:1.13.3.1

状態検証 ｼﾞｮｳﾀｲｹﾝｼｮｳ Verify-State S:1.13.3.2
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